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鹿児島大学埋蔵文化財調査室平成15年度の調査報告として，『鹿児島大学調

査室年報Vol.19』を刊行いたします。平成15年度には郡元キャンパスで発掘

調査2件，立会い調査24件，桜ヶ丘キャンパスでは，立会い調査1件が行わ

れました。本年報には，それらの調査概要が掲載されています。

また，付編として平成5年度と平成7年度に実施した郡元団地K・L-5-6区

(中央図書館増築地）の発掘調査報告も掲載しております。この地点は，占墳

時代後半期の居住区で,住居跡と溝内に大蛙廃棄された土器群が発見されまし

た。本書は古墳時代の研究に重要な，かつ良好な資料を提供できたものと思い

ます。

キャンパス内では，年々，教育研究のための環境整備が進められ，それに先

立って必要な埋蔵文化財の発掘調査が行われています。学内埋蔵文化財の調査

事業の円滑な実施のため，また鹿児島大学の埋蔵文化財を大切にする姿勢を社会

にアピールするため，関係の皆様方のご協力とご支援をお願い申し上げます。

平成17年3月

鹿児島大学埋蔵文化財調査室長新田栄治
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1.本年報は，鹿児島大学構内において，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が2003(平成15)年度に行なった調

査成果をまとめたものである。なお，1993．1995（平成5．7)年度に行った郡元団地K・L－5．6区（図

書館増築地C・，．E地点）における発掘調査報告を付編として掲載した。

2.本書に掲載している発掘調査及び立会調査は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。調査時におけ

る図面･写真の担当は以下の通りである。なお，付編の中央図書館D地点SD4遺物出土状況実測では，本

田道輝氏（鹿児島大学法文学部）に多大なご協力をいただいた。

2：中村直子・新里貴之・青山奈緒・有村航平

付編：中村・古淫生・大西智和・峰山いずみ・本田道輝

3.本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室が行なった。担当者は以下の通りである。

遺物実測青山・有村

写真中村・新里

製図i:新里.2:新里，付編：中村・新里・青山・有村

作表i:新里・中村，付編：有村・青山・中村

執筆i:中村,2:新里，付編：中村（土器分類については，青山の観察・所見によるところが大きい）

概要訳文中村

編集中村

4郡元団地K・L-5．6区（中央図書館増築地C-D-E地点）の出土遺物について，土器について本田道輝

氏（鹿児島大学法文学部)，陶磁器は渡辺芳郎氏（鹿児島大学法文学部)，石器は横手浩二郎氏（鹿児島

県立埋蔵文化財センター)，石材については大塚裕之氏（鹿児島大学理学部）のご教授をいただいた。

5．本書で報告している遺物の保管は,埋蔵文化財調査室の管理のもと,学内の各部局が収蔵している。ま

た，図面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。



凡 例

l昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として，鹿児島大学構内におけるこれからの埋蔵文化

財調査室に便であるように，鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ヶ丘団地(旧宇宿団地）とに設定した。

その設置基準は，以下の通りである。

(1)郡元団地では，国土座標第2座標系(X=-158,200,Y=-42,400)を基点として一辺50mの方形地区割りを

行なった(Fig.3参照)。

(2)桜ケ丘団地では，国土座標第2座標系(X=-161,600,Y=-44,400)を基点として一辺50mの方形地区割

りを行なった(Fig.4参照)。

2本年報において報告を行なった地点については,Fig.3～4にその位置を記してある。

3本年報におけるレベル高は，すべて海抜を表し，方位は真北方向を示す。

4本書で使用した遺構の表示記号は，以下の通りである。

sk:土坑状遺構so:溝状遺構p:ピット

5土層の色調は「新版標準土色帖」（農林水産技術会議事務局監修）を使用した。

6遺物に関しては観察表を作成した。その標記，表現については以下の通りである。

調整:調整名称の前の（）は,調整方向を表す｡(－);横位方向,（｜）;縦位,(、);左上がりの斜位,(／);右上

がりの斜位，（?);方向不明，とした。→は，調整の新旧関係を表す。

色調：「新版標準土色帖」（農林水産技術会議事務局監修）を使用し，この色調に当てはまらないものにつ

いては，「～に類似」と表記した。

胎土：粒子の大きさで,M(2m～)・粗砂粒(1～2m)・砂粒(0.2～1m)・細砂粒(0.2mm以下)に分けた。ま

た，砂粒の種類については，特定できないものは，その色調で表記した。胎土中の砂粒の多さについて

は，便宜的にl～9の9段階に分けた。9:20%以上,8:15～20%,7:15%前後,6:io～15%,5:10%

前後，4：5～10%未満,3:5%前後,2:i～5%未満i:i%以下，とした。

7遺物実測図中，“→はナデ方向を示し,一一はスス付着の境界ラインを示す｡←-はススの範囲を示す。

8本文中の遺物番号は，挿図，図版，遺物観察表と一致している。



本文 目次

第1章平成15年度の調査概要 4．1層位

4.22b層上面遺構

DSDl

2)畝状遺構

4．33層上面遺構

1)SKI

2)SK2

3)SK3

4)SK10

5)SK11

6)SK12

7)SK13

8)SK16

9)SK17

10)SD2

11)SD3

12)畝状遺構

4．44層上面遺構

1)SK4

2)SK5

3)SK7

4)SK8

5)SK9

6）ピット群

7）足跡状遺構

4．55層上面検出遺構

1)ピット群

5まとめ

5.1遺構について

5．2古墳時代の遺物に

1 ４
５
５
１
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
５
６
７
７
８
８
８
８
９
０
０
０
３
３
４

９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

第2章平成15年度の立会調査 6

鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則

鹿児島大学埋蔵文化財調査室規則

11

13

13

付編郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C-D-E

地点）における発掘調査報告一遺構と遺構出土遺物

の報告一

1調査の概要

1.1調査に至る経過

1.2調査の期間と体制

1.3調査の経過

1)2次調査C地点

2）3次調査D-E地点

2C地点

2.1層位

2.2V層上面遺構

1)SK3

2)SK4

2．3Ⅵ層上面遺構

1)SK5

2)SK6

3)SK7

4)SK8

5)SK9

6)SD4

3D地点

3.1層位

3．2Ⅱ2層上面遺構

1)SK3

2)SD1

3)SD2

3．3Ⅲl層上面遺構

1)SKI

2)SK2

3)SK4

4)SK5

3．4V．Ⅵ層上面遺構

1)SD3

2)SD4

3）ピット

4E地点

５
５
５
５
５
５
５
６
６
８
９
９
０
０
２
４
５
５
６
０
０
１
１
２
３
４
４
５
５
５
６
６
０
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
９
９

古墳時代の遺物について



挿図 目次

鹿児島市の位置

鹿児島大学構内遺跡の位置

郡元団地構内図S=l/4000

桜ケ丘団地構内図S=l/4000

2003-B土居柱状図

2003-C土層柱状図

2003-E土層柱状図

2003-F土層柱状図

2003-J土層柱状図

2003-M土層柱状図

2003-0土層柱状図

2003-P土層柱状図

2003-Q土層柱状図

2003-R土層柱状図

2003-U土層柱状図

2003-V土層柱状図

2003-X士層柱状図

2003-Y土層柱状図

各地点の位置

C地点層位断面図

C地点V層上面遺構検出状況

C地点SK3

C地点SK4

C地点Ⅵ層上面遺構検出状況

C地点SK5

C地点SK6

C地点SK7

C地点SK8

C地点SK9

C地点SD4

C地点SK5・SK6・SD4出土遡物

D地点層位断面図

D地点Ⅱ2層上面遺構検出状況

D地点SK3

D地点SD1

D地点SD2

D地点SD2出土遺物

D地点Ⅲl層上面遺構検出状況

D地点SKI

D地点SK2

D地点SK4-5

D地点V・Ⅵ層上面遺構検出状

D地点SD3

D地点SD3出土遺物

D地点SD4

Fig.46D地点SD4遺物出土状況(1)42

Fig.47D地点SD4遺物出土状況(2)43

Fig.48D地点SD4土器接合状況44

Fig.49D地点SD4出土遺物(1)弥生土器47

Fig.50D地点SD4出土遺物(2)古墳時代の蕊

48

Fig.51D地点SD4出土遺物(3)古墳時代の蕊

50

Fig.52D地点SD4出土遺物(4)古墳時代の喪

53

Fig.53D地点SD4出土遺物(5)古墳時代の喪

55

Fig.54D地点SD4出土遺物(6)古墳時代の翌

58

Fig.55D地点SD4出土遺物(7)古墳時代の喪

62

Fig.56D地点SD4出土遺物(8)古墳時代の鉢

65

Fig.57D地点SD4出土遺物(9)古墳時代の壷

69

Fig.58D地点SD4出土遺物(10)古墳時代の壷

71

Fig.59D地点SD4出土遺物(11)古墳時代の壷

73

Fig.60D地点SD4出土遺物(12)古墳時代の壷

75

Fig.61D地点SD4出土遺物(13)古墳時代の壷

77

Fig.62D地点SD4出土遺物(14)古墳時代の壷

79

Fig.63D地点SD4出土遺物(15)古墳時代の壷

81

Fig.64D地点SD4出土遺物(16)古墳時代の壷

84

Fig.65D地点SD4出土遺物(17)古墳時代の高杯

87

Fig.66D地点SD4出土遺物(18)須恵器と石器

91

Fig.67D地点ピット93

Fig.68E地点層位断面図94

Fig.69E地点2b層上面検出遺構95

Fig.70E地点SD196

Fig.71E地点SD1出土遺物97

Fig.72E地点3層上面遺構検出状況102

Fig.73E地点SKI102

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

●
①
●
●
、
●
●
●
①
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
■
●
●
。
●
。
●
●
。
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
①
●
０
●
①
●
●

９
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ

■
・
■
Ⅱ
品
■
ｇ
■
＆
ｅ
・
回
Ⅱ
晶
告
日
Ⅱ
凸
Ｇ
・
■
Ⅱ
凸
●
も
Ⅱ
＆
９
９
■
＆
●
９
■
＆
６
回
Ⅱ
凸
■
口
Ⅱ
且
■
■
Ⅱ
品
●
口
Ⅱ
＆
●
Ｑ
■
＆
●
も
Ⅱ
且
◆
、
Ｕ
凸
早
口
Ⅱ
且
色
佃
■
＆
④
。
■
△
ｅ
■
Ⅱ
凸
●
・
■
Ⅱ
品
●
９
Ⅱ
凸
Ｕ
９
Ⅱ
＆
日
■
Ⅱ
ユ
■
一
回
Ⅱ
＆
ｇ
も
Ⅱ
＆
●
９
Ⅱ
凸
●
９
■
＆
Ｕ
９
Ⅱ
＆
■
一
回
Ⅱ
晶
●
日
日
△
■
。
■
＆
●
刊
Ⅱ
＆
ａ
・
■
Ⅱ
凸
。
■
Ⅱ
凸
●
も
Ⅱ
＆
●
。
■
＆
●
９
Ⅱ
４
０
９
日
▲
●
●
１
▲
①
白
日
＆
申
。
■
△
■
白
Ⅱ
且
●
９
９
凸
旬
日
Ⅱ
凸
■
■
■
ａ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

’
３
４
５
６
６
７
７
７
７
８
８
９
９
９
０
０
０
６
７
８
９
９
０
１
３
４
５
５
６
７
０
１
２
２
３
３
４
４
５
５
６
６
７
１

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

Ⅵ層上面遺構検出状況



況状

鋤
拙

土
構
物

７

出
遺
遣

１Ｋ

３
面
士

Ｓ

Ｏ
１
２
３
６
・
上
出

肥
昭
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｍ
朋
皿
層
胆
胞

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
４
Ｓ
Ｓ

占
い
占
恥
占
い
占
叫
占
蝿
占
恥
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
晒

地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

F i g . 8 7 E 地 点 S K 5 1 08

F i g . 8 8 E 地 点 S K 7 1 08

F i g . 8 9 E 地 点 S K 8 1 08

F i g . 9 0 E 地 点 S K 9 1 08

Fig.91E地点5層上面遺構検出状況110

Fig.92E地点P215出土遺物112

Fig.93古墳時代遺構の配置113

Fig.94鹿児島大学構内遺跡郡元団地の古墳時代の

遺構配置状況114

Fig.95D地点SD4出土の主な土器116

Fig.96D地点SD4出土壷のサイズ116

Fig.97発と壷と鉢に付着したススの位置116

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●

９
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ

ｏ
Ｕ
■
▲
●
一
面
Ⅱ
凸
●
・
■
■
＆
●
・
■
■
＆
ｅ
■
■
Ⅱ
凸
●
・
■
■
△
●
一
■
■
星
●
一
口
■
凸
色
・
日
■
＆
●
一
■
■
凸
●
一
口
■
＆
甲
一
日
■
▲
●
口
■
▲

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

102

103

103

103

103

103

103

104

105

106

107

107

107

表目次

Tab.15D地点SD4出土遺物観察表(8)古墳時代の

壷 7 2

Tab.16D地点SD4出土遺物観察表(9)古墳時代の

壷 7 6

Tab.17D地点SD4出土遺物観察表(9)古墳時代の

壷 83

Tab.18D地点SD4出土遺物観察表(10)古墳時代

の 壷86

Tab.19D地点SD4出土遺物観察表(11)古墳時代

の 高杯90

Tab.20D地点SD4出土遺物観察表(12)石器

91

Tab.21D地点ピツトー覧表9 3

Tab.22E地点SD1出土遺物観察表(1)100

Tab.23E地点SD1出土遺物観察表(2)101

Tab.24E地点SD2-3出土遺物観察表106

Tab､25E地点SK4出土遺物観察表108

Tab､26E地点4b層上面検出ピツトー覧109

Tab.27E地点5層上面検出ピツトー覧Ill

Tab.28E地点P215出土遺物観察表112

平成15年度の調査一覧2

調 査期間と体制15

C地点SK5・SK6・SD4出土遺物観察表(1)

29

C地点SK5・SK6・SD4出土遺物観察表(2)

29

D地点 S D 2 出 土 遺 物 観 察 表33

D地点SD3出土遺物観察表 39

D地点SD3・SD4種類別遺物出土数45

D地点SD4出土遺物観察表(1)弥生土器

47

D地点SD4出土遺物観察表(2)古墳時代の

52

D地点SD4出土遺物観察表(3)古墳時代の

57

D地点SD4出土遺物観察表(4)古墳時代の

61

D地点SD4出土遺物観察表(5)古墳時代の

64

D地点SD4出土遺物観察表(6)古墳時代の

67

D地点SD4出土遺物観察表(7)古墳時代の

70

Tab.l

Tab.2

Tab､3

Tab.4

５
６
７
８

●
●
●
●

０
Ｄ
０
Ｄ
３
Ｄ
３
Ｄ

ａ
ａ
ａ
ａ

ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ

０
１
２
３
４

坤
謹
皿
妻
皿
蕊
皿
尭
皿
鉢
皿
壷

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ



写真 目次

P L . l C地点南壁層位18

PL.2C地点V層上面検出状況西側（南東から）

18

PL.3C地点V層上面検出状況東側（南から）

PL.37D地点SD4出土遺物(9)古墳時代の鉢

66

PL.38D地点SD4出土遺物(10)古墳時代の鉢

67

PL.39D地点SD4出土遺物(11)古墳時代の壷

70

PL､40D地点SD4出土遺物(12)古墳時代の壷

72

PL.41D地点SD4出土遺物(13)古墳時代の壷

74

PL.42D地点SD4出土遺物(14)古墳時代の壷

76

PL.43D地点SD4出土遺物(15)古墳時代の壷

78

PL.44D地点SD4出土遺物(16)古墳時代の壷

80

PL.45D地点SD4出土遺物(17)古墳時代の壷

82

PL.46D地点SD4出土遺物(18)古墳時代の壷

85

PL.47D地点SD4出土遺物(19)古墳時代の高杯

88

PL.48D地点SD4出土遺物(20)古墳時代の高杯

89

PL.49D地点D4出土遺物(21)須恵器大艶

92

PL.50D地点SD4出土遺物(22)須恵器と石器

93

PL､51D地点ピット93

PL.52E地点SD1出土遺物(1)98

PL.53E地点SD1出土遺物(2)99

PL.54E地点SKI(北から)102

PL.55E地点SD2．3105

PL.56E地点SD2．3出土遺物106

PL.57E地点SK4107

PL.58E地点SK4出土遺物107

PL.59E地点4層上面検出状況108

PL.60E地点ピット完掘109

PL.61E地点4層上面検出ピット完掘状況（東か

ら )109

PL.62E地点4a層中検出の足跡no

PL.63E地点5層上面検出ピット112

PL.64E地点P215出土遺物112

８
９
９
９
１
２
２
４
４
５
６
６
８
１
１
２
２
３
３
４
５
５
７
８
０
３
７

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４

C地点SK3

C地点SK4埋土断面

C地点SK3(上）とSK4(下）完掘

C地点SK5(1)

C地点SK5(2)完掘（南から）

C地点SK6(1)

C地点SK6(2)

C地点SK7

C地点SK8

C地点SK9

C地点SD4

C地点SK5・SK6・SD4出土遺物

作業の様子（西から）

D地点Ⅱ2層検出状況（南西から）

D地点SK3

D地点SD1

D地点SD2

D地点SD2出土遺物

D地点SKI

D地点SK2完掘状況（西から）

D地点SK4-5

D地点SD3

D地点SD3出土遺物

D地点SD4(1)

D地点SD4(2)

D地点SD4出土遺物(1)弥生土器

D地点SD4出土遺物(2)古墳時代

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
５
６
７
８
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

●
■
●
●
、
●
●
●
●
●
■
●
甲
●
●
●
●
◆
●
●
①
●
●
●
●
●
●

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ 古墳時代の妻

49

PL.31D地点SD4出土遺物(3)古墳時代の蕊

51

PL.32D地点SD4出土遺物(4)古墳時代の斐

54

PL.33D地点SD4出土遺物(5)古墳時代の斐

56

PL.34D地点SD4出土遺物(6)古墳時代の妻

59

PL.35D地点SD4出土遺物(7)古墳時代の蕊

60

PL.36D地点SD4出土遺物(8)古墳時代の尭

63



ふりがな

書名

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日

所収遺跡

鹿児島大学構

内遺跡郡元団

地K・L-5．6

区

所収遺跡名

鹿児島大学構

内遺跡郡元団
地K・L-5．6

区

報告書抄録

かごしまだいがぐまいぞうぶんかざいちようさしつれんぽうじゅうぐ

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報19

中村直子・新里貴之

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

〒890－8580鹿児島市郡元一丁目21番24号

Tel099-285-7270Fax099-285-7271

2005年3月

コード
所在地

鹿児島市郡

元一丁目21

番35号

種別

市町村

4620

主な時代

近代

近世

中世

古墳時代

弥生時代

遺跡番号

1-23-0

主なi

溝状遺構和

北緯

31'

34'

11"

3構

I積み跡

畝跡溝状遺構

溝状遺構

住居跡，溝状遺

構 9 ピット群

東経

130．

32’

48〃

調査期間

平成5年5月13

日～9月10日，

平成7年5月30

日～8月30日

主な遺物

調査
面積

(㎡）

530㎡

陶磁器，青磁，笹貫式土器，
弥生中期土器，砥石，打製石
斧，敵石，軽石製品，石核 ，

須恵器

調査起因

校舎建設

特記事項



第1章平成15年度の調査概要

I
ダ

○ノ

l鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は,薩

摩半島の北東部に位置する。東側には鹿児島湾

(錦江湾)が広がり，他の三方は姶良カルデラに由

来するシラス台地に囲まれている。本書に掲載す

る調査地点は,鹿児島大学構内の郡元団地と桜ヶ

丘団地で,それぞれを,｢鹿児島大学構内遺跡郡元

団地｣，「同，桜ヶ丘団地」と呼んでいる。

郡元団地は沖積平野の南端部付近に位置し,標

高約7niである｡従来から周知の遺跡として知られ

ており，校舎などの建設に伴う事前の発掘調査も

多く行われている｡昭和59年までは字名などが遺

跡の名称として用いられており，県立医大遺跡，

付属中学校敷地内遺跡，釘田遺跡，水町遺跡も郡

元団地内の遺跡である;。郡元団地では古墳時代

の住居跡群が多く発見され，現在，3つの集住地vノlエノロ剛､何t~〃.シ、ブtﾕﾉ'E』ご4し’・と地131,O一vﾉ未1エ池Fig.l鹿児島市の位置

域が把握できている(Fig.94)。一つは郡元キャ

ンパスのほぼ中央部，もう一つは南西部で，いず

れも微高地上に形成されている。中央に位置する住居群のすぐ北側には河川流路が確認されている。河

川の中からは弥生時代から古墳時代にかけての木製品や木杭が出土している。平成9年度の工学部にお

ける調査では，弥生時代の水田跡が検出されている。古墳時代の水田跡は現在のところ，構内ではまだ

発見されていないが，古墳時代の包含層中には多量のイネのプラント・オパールが含まれており2)，稲

作が継続的に行われていたことがわかる。

桜ケ丘団地は郡元団地から南に約2.5kmの亀ケ原台地上に位置し，標高約70mを測る。昭和60年に埋

蔵文化財調査室が設置されてからは,鹿児島大学構内遺跡宇宿団地と呼称していたが,キャンパス名の

変更に伴い，桜ヶ丘団地となった。近隣の台地上には，旧石器時代から縄文時代早期にかけての遺跡が

点在しており，桜ヶ丘団地でも同様の時期の遺物が出土している。また,縄文時代早期,弥生時代前期．

終末期の住居跡も確認されている。

2調査の概要

平成15(2003)年度は，発掘調査を郡元団地で2件，立会調査を郡元団地で24件，桜ケ丘団地で1件

実施した(Tab.1)。

2.12002-2郡元団地H－12．13区(VBLIベンチャー、ビジネス・ラボラトリー1棟建設地）

郡元団地西側に位置するⅦL棟建設工事に伴い，平成15年3月3日～8月29日まで発掘調査を実施

した｡周辺の過去の調査によって河川跡が確認されていたが,この地点も弥生時代から近代にかけての

河川跡であると判明した。

中近世と考えられる第2層からは，検出幅の狭い河川跡（約3m程度）や，畑跡が確認された。4層以

下には，切り合い関係から見て，数回の濁流を伴う河川跡が確認されたが，これらはom以上の幅があ

る。最下位の泥炭層に突き刺さる形で，数条の木杭列が確認された。そのうちの1本の放射性炭素年代

測定分析の結果,1860±50年BPとの年代が得られた。木杭列は泥炭層に刺さっている部分近くまでは

残存しており，その配置と傾きから，合掌型堰である可能性がある。河川を利用した潅概施設を設けて

いたと思われる。また，北側の川岸には古墳時代前期に位置づけられる東原式の譜を破砕し，埋めた遺

構も確認された。河川に伴う祭祁行為である可能性が高い。遺物は，縄文時代前期末一中期初頭の深浦

1



第1章平成15年度の調査概要

Tab.1平成15年度の調査一覧

プライマリー
詞壷荷 な肘ﾘ)ｲi螺期間調査コード詞従の穐繭詞従地区I:,庇箔休 備懸

新里･青山。
ⅧI.(ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー)棟也蛾

中村･有村

鹿児励大学敏商学部附属中学校体育館改妊I:巾中村･有村

兜児勘大学(蝿)佼杵改修その他エ邸(その2）有村

肌児品大'峡(班)校舎改修その他エ1聯(その2）イi村

馳 児 島 大 学 ( 班 I 系 ) 総 合 研究棟新営迩筑設備I:『＃中村

鹿児島大学(蝿)校舎改縦その他工享(その2）中村

亜児島大学(現Ⅱ昌系)総合研究棟新営通気設備1郡有村

鹿児島大学敬汀学郎(附中)体育館改依その他1:噸中村

(掲示極秘独エ屯:理学部＝農学部〉有村

鹿児晶大学(1K病)診預棟(堀3X線CT室等)改修_I郡有村
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鹿児砧大学ベンチャービジネスラボラトリー斯桝その他侭械設偏I瓶中村･新里

鹿児励大学敬fr学部(附中)体育館改修芯気識聞I:i肝有村

鹿児島大学敏何学部(附中)体育館改修その他I菖蜘中村
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式や晩期の黒川式，石匙なども確認されるが，これらはかなり摩滅しており，上流から流れてきたもの

であろうと考えられる｡一方,刻目突帯文士器から古代の土器は完形品に近い形で出土することが多く，

特に弥生時代後期から終末期の土器はその傾向が顕著であった。また，石雛や三角形状の石庖丁も出土

した。河川跡周辺の弥生時代前期～中期頃の土層からはプラント・オパール分析によってやイネやムギ

が検出されている。当時，この河川を利用した，生産体系が確立されていたと考えられる。

2.22003-1郡元団地R－9．10区(教育学部付属中学校体育館）

付属中学校体育館南側入り口の改修工事に伴い､発掘調査を行った｡工事による掘削が地表下1mま

でであったため、調査もそれ以上を対象範囲としたが､4c層上面で古墳時代の遺構を検出した。調査区

周辺は過去の調査によって､古墳時代の住居跡が密集しているのが確認されているが､その一部になる

ものと推定される。検出面以下の調査は行わなかったが、住居跡5基、士坑2基を確認した。

2.3立会調査

立会調査はVBL棟建設工事に伴うものが多かった｡発掘調査区の周辺部にあたるが，掘削深度の浅い

立会調査でも，畑の畝跡と考えられる遺構が検出するなど,発掘調査で検出した遺構と関連するものが

認められた｡他の立会調査での埋蔵文化財に対する深刻な影響はあまりなかったが,25件の調査のうち，

16件で過去の発掘調査によって遺物が包含されていたプライマリーな層が確認できた。

注

1)松永幸男1986｢第Ⅱ章鹿児島大学構内遺跡の位置と環境｣｢鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報」I鹿児島大学埋蔵文化

財調査室

2)藤原宏志2003「郡元団地L-6区(中央図書館増築地A地点北壁)におけるプラント・オパール分析結果報告」「鹿児島大学埋

蔵文化財調査室年報」18鹿児島大学埋蔵文化財調査室などによる。

2



第1職平成15年度の洲査概要

Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置
国土地理院発行の5万分の1地形図（鹿児島）より
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第1章平成15年度の調査概要
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第1章平成15年度の調盗概要
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第2章平成15年度の立会調査

第1章Tab.lにあるように，平成15年度は,25件の立会い調査を実施した。団地別では，郡元団地

が23件，桜ケ丘団地が2件で，今回は，前々年度の理学部校舎改修工事に伴うものと，前年度のVBL棟

に関わる立会調査が多い。これらのうち,2003-A-D｡G･H･K-L-N･T｡W立会に関しては，掘削部が表土･撹

乱層の範囲でおさまり，埋蔵文化財への影響がなかった。しかし，表土･撹乱層より遺物が出土した地

点もある。2003-Aでは，弥生時代一古墳時代と考えられる3cm大の無文胴部片1点,2003-Kでも弥生時

代一古墳時代と考えられるl-5cm大の無文胴部片4点が出土している。また,2002-F地点では.2層よ

り弥生時代一古墳時代のものと考えられるl-2cm大の無文土器片が4点出土しているo2003-1-Sについ

ては,VBL棟近隣の地点であり，遺構なども検出されているので,VBL棟の発掘調査報告とともに掲載

することとする。

以下，プライマリーな土層が確認されたものについて，立会調査ごとに説明する。なお，鹿児島大学

の独立行政法人化に伴い，平成16年度以降の立会調査は，鹿児島市教育委員会が行う旨，鹿児島県よ

り指導があった。平成16年度は，大学側にもそれに応じた対策をとるべく，周知徹底している段階で

ある。

2003-B鹿児島大学(理)校舎改修その他

工事(Fig.5構内図･Fig.3）
調査地点理工系共通教育棟北隣の幹線道路

（郡元K-9区）

調査期間2003年4月10-17日

理工系共通教育棟北隣の幹線道路を横断す

るように，排水管設置のための掘削が11箇所

で行われた。深さは55-80cmである。9箇所は

表土・撹乱層であった。P3表土・撹乱層から

は,l-2cm大の古墳時代土器小破片が3点出土

している。プライマリーな土層は,P9．10で確

認された｡理工系総合研究棟の調査に対応し，

2層は近世～近代，3層は中世以降，4．5層は

古代以降に対応すると考えられる。

2003-C鹿児島大学(理工系)総合研究棟

新営電気設備工事(Fig.6構内図･Fig.3)
調査地点理工系共通教育棟北隣の幹線道路

（郡元K-9区）

調査期間2003年4月13日

理工系総合研究棟から理工系共通教育棟に

配管するために,幹線道路を横断する形で,掘

削が行われた。土層は，理工系総合研究棟に

対応しており.A地点は深さ177cm,B地点は

146cmである。2層は近世～近代,3層は中世

以降,4．5層は古代以降,6層は弥生時代中期，

7層が弥生時代前期以降,③層の泥炭層が縄文

時代後期に対応するものと考えられる。

6

B

P10P9

1 1

3

2
4

3

4

5

l屑:表土･撹乱

2層:暗褐色lOYR3/3砂質シルト,締りよい
3層:灰幽褐色l0YR5/2砂質シルト,鉄分多く含む.締りよい

4屑:褐灰色lOYR5/l細砂,ややしまり悪い

5層:褐灰色10Ⅵ《6/lシルト質砂,ややしまり愁い

■■■■■■■

GL4,罰、

Fig.52003-B土層柱状図
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a b

1

3b

3c

4

'1〉

7

8b

②

⑭’

1

3b

3c

4a

4b

5

6

7

8a

.̂5mIW:*̂ 撹乱層
3b屑:灰黄褐色lい'R5/2シルト質砂.0.5-2cm大の（ミス含む

3c届:褐灰色lOYR5/lシルト質砂舎0.5-1cm大の（ミス含む

4M:灰幽褐色lOYR5/2シルト質砂.0.5cm大の（ミス含む

5脳:偶灰色l0YRl/1シルト,鉄分を含む

①肘:5肘に対応;禍灰色lOYR‘1/lシルト,鉄分を含む

6用:禍灰色l0YR6/lシルト

7届:灰141色5Y7/2灰白色シルI、

8a肘:肌褐色7.5YR3/lシルトを基調として,灰幽褐色lOYR5/2

シルI､などの1-3cm大ブロックを含む

詞"雛:隠淵蛎腿じりｼﾙﾄ
③層:泥炭肘

■■■■■■■

GL-1.5m

Fig.62003-C土層柱状図



2003-E鹿児島大学(理工系）総合研究棟

新営電気設備工事(Fig.7構内図･Fig.3）
調査地点理工系総合研究棟入口付近（郡元K-

9）

調査期間2003年5月15日

理工系総合研究棟の玄関部にあるビロウの移

植のため，深さ130cmの掘削が行われた。移植先

において，2層のプライマリーな土層を確認した

が，おそらく，2層は近世～近代，3層は中世以

降に対応するものと考えられる。

2003-F鹿児島大学教育学部（附中）体育

館改修その他工事(Fig.8構内図･Fig.3）
調査地点附中体育館前（郡元R-10)

調査期間2003年6月9日

附中体育館前の花壇に，ソテツとキンモクセ

イの移植を行うため掘削された｡キンモクセイは

既掘部であったが，ソテツの掘削坑は,2.5m,深

さ60cm程度であり，プライマリーな2層が確認

された｡同層において無文土器小片が少量出土し

た。

2003-J鹿児島大学ベンチャービジネスラ

ボラトリー新営その他機械設備工事(Fig.9

構内図･Fig.3)
調査地点VBL棟建設予定地南東部（郡元G-H-

11-12)

調査期間2003年8月18．27日

VBL棟建設予定地南東部に電気配管のため，深

さ120cm程度の掘削が行われた。土層は，ⅦL棟

に対応しており，3層上面が中世頃，4．5層は河

の堆積物で構成されている。また，支線引き込み

工事箇所(90×30cm,深さ80cm)のについても

同様であると考えられる。

2003-M鹿児島大学医学部6KV予備電源

供給工事(Fig.10構内図･Fig.4）
調査地点（桜ケ丘F-ll)

調査期間2003年11月1-5-8-9日

中央機械室屋外キュービクル設置に伴う掘削

工事が行われた。深さは60～70cm前後。どの地

点においても，チョコ層（後期旧石器時代～縄文

時代草創期頃）以上の層は，削平されており，遺

物などの出土もなかった。

第2軍平成15年度の立会調査

E

1

2

3

l肘:災I:.枇乱肘

2肘:灰出渦色lOYR･1/2-5/2砂蘭シルl､,やや締り懇い
3肘:灰出褐色lOYR5/2-6/2砂蘭シルト,やや締り想い

－

GL･0.5m

－

GL-10m

Fig.72003-E土層柱状図

F

1

2

l胴:炎1号･撹乱屑

2屑:にぶい出褐色lOYR5/3砂質シルト，
0.5cm大の（ミス含む

－

GL･0.5m

Fig.82003-F±層柱状図

J

a d

1

3

4 －

GL-1.0m

1

2

3

4

GL･0.5m

【飢地点】
l肘:我士･撹乱牌

3肘:VBLの3層に対応,戯橿色lOYR7/8砂肘，

鉄分を含む

･1牌:にぶい出概色lOYI《7/3砂層,マンガン含む
5肘:にぶい黄椛色lOYR7/3粗砂屑

【d地点】

l肘:表土･撹乱肘

2肘:灰褐色7.51‘R､l/2砂鷺シルト,0.5cm大の（ミス含む

5

Fig．9 2003-J

M

Z

3層:にぶい黄褐色l0YR5/当1砂質シルト.0.5cm大の（ミス含む
‘1肘:にぶい黄褐色l0YR5/3砂質シルト

土層柱状図

'1

1

2

3

1

2

3

－

GL●05m

【a地点】
l層:炎-t･撹乱肘
2層:暗赤柵色5YR3/3

シルト肘；

（チョコ肘下部）

3層:明褐色7.5YR5/6

シルトM

Ib地点】
1届:表土･撹乱肘

2屑:栂色2.5,'7/8

黄色バミス肘
3肘:H研赤渦色

5YR3/2シルト牌

Fig.102003-M土層柱状図
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第2章平成15年庇の立会調査

2003-O鹿児島大学（理工系）総合研究棟新営電

気設備工事(Fig.11構内図･Fig.3)
調査地点郡元(K-9)

調査期間2003年11月13-20日

理工系総合研究棟の南側において，電気配管のための

掘削が行われた。層の確認状況は，図11の通りであるが，

異質な土層のため周辺地点との対応関係は不明である。

Ｏ
ｂa C

一
函
一
唖

5m

2003-P鹿児島大学ベンチャービジネスラボラト

リー新営その他機械設備工事(Fig．12構内図・

Fig.3)
調査地点工学部情報工学科棟東側道路(郡元H･1-11-12)

.0m

【a．b地点1
1肘:炎･上･撹乱肘

2用:褐灰色lOYR6/lシルト質砂.0.5-1cm大のバミスを含む,締まりよい
3用:褐灰色lOYR6/lシルトシルト質砂とlOYR6/綱lにぶい黄椛色の混t，

0.5-3cm大の（ミス含む

4用:灰出渦色lOYR‘1/2シルト質砂,0.5-3cm大のバミスを極少耽含む
5咽:灰伐褐色lOYR5/2シルト質砂,鉄分を含む.0.5-3cm大のハミスを

極少吐含む

6層:灰質褐色lOYR6/2シルト質砂.マンガンを含む.0.5cm大のハミスを
極少股含む

【c地点】
l肘:我士･撹乱肘

2届:にぶい出褐色lOYR‘l/3シルト質砂,鉄分を含む.0.5ぐ、太り〕バミス
極少股含む

3屑:暗縄色10Ⅷ3/3シルト面砂.鉄分･マンガンを含む,0.5cm大の
バミス極少砿含む

､1用:にぶい幽掲色lOYR5/3シルト質砂,鉄分･マンガンを含む.0.5cm大の
バミス極少股含む

5肘:灰Mi褐色lOYR5/2シルト質砂,鉄分･マンガンを含む,0.5cink.の
パミス極少欣含む

Fig.112003-0土層柱状図

調査期間2003年12月22-25-26日

工学部情報工学科棟東側道路に配管工事のための掘削

が行われた。道路地点をi-A-B地点・地点とし，情報工

学科棟と海洋土木棟の間を，地点としている。どの地点

もVBL棟の土層に対応していると考えられるが,i-A地点

6層より,l-4cm大の弥生時代一古墳時代のものと考えら

れる無文胴部片3点，地点3層より，弥生時代一古墳時

代の無文胴部片2点，増の底部付近と考えられる土器片1

点,近世薩摩焼の播鉢胴部片1点が出土した。したがって，

地点の3層は近世以降であると考えられる。

土層柱状図

P

i－A

2003-Q鹿児島大学（理工系）総合研究棟新営電

気設備工事(Fig.13構内図･Fig.3)

調査地点（郡元J-10)

調査期間2004年1月15-16日

マンホールに接続する配管工事の掘削坑で,a地点が

125cm,b地点が175cmの掘削坑である。a地点3層は古墳

時代に対応し,4層は,河川の氾濫層であると考えられる。

5層は弥生時代中期の層に対応するob地点の3．4層は，弥

生時代中期頃の水田層に対応する。

i-Biii Ⅱ

一

GL･0.5m

【iii地点】
l肘:炎士･撹乱肘

2届:黄褐色l0YR5/6砂質シルト層,0.5-1cm大のハミスを含む.締りよい
3用:灰出褐色lOYR5/2シルト府,0.5-1cm大のパミスを含む,マンガンを

含む,0.5-1cm大のバミスを含む,土器小片が出t

【ii地点】
1用:炎t･撹乱肘

2屑:にぶい出柵色lOYR5/3シルト層,0.5-1cm大のバミスを含tj,似締りよい

[i-A地点】
1用:炎1:．撹乱用

2届:明伐褐色lOYR7/6シルト質砂層,鉄分を含む
3肘:灰此褐色lOYR5/2シルト質砂肘
4届:明出褐色lOYR7/6砂届

5肘:灰幽褐色lOYR6/2砂層

6層:褐色lOYR4/6砂質シルト層｡締りよい.土器小片が出t

li-B地点1
1肘:戎士･撹乱肘

2層:褐灰色lOYR6/l細砂屑

3層:にぶい出慨色lOYR7/2細砂層

･I肘:明幽褐色l0YR6/8細砂層,鉄分を含む

Fig.122003-P土層柱状図

2003-R鹿児島大学総合研究博物館改修工事

(Fig.14構内図･Fig.3)
調査地点（郡元F-G-3-4)

調査期間2004年1月21-22-27-29,2月3．5-9日

総合研究博物館の改修に伴う掘削工事である。a．。．e

地点は70cm,b-c地点は,60cm,f地点は80cmの掘削坑で

ある。士層の様子は，図14の通りであるが，他地点との

対応関係は不明である。
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第2章平成15年度の立会調査

0

0 b

R

c db fea

【a地点】
駒nl層:炎{:．撹乱肘

2屑:暗赤褐色2.5Y3/2シルト質砂

3層:灰黄褐色1m'R‘l/2シルト質砂.鉄分を含む
‘1層:灰黄褐色lい'R6/2粗砂混じり細砂

5屑:灰苗柵色lOYI(6/2シルト

【b地点1
1層:我士･撹乱屑
2屑:灰色シルト

3届:灰赤色2.5Y6/2シルト

.m4届:略が灰色2.5Y3/1シルト

｜
恥
一
四
一
銅

q■■■■■■

GLO,跡

【i,地点】
l層:炎t･撹乱照

2肘:褐灰色7.5YR7/8砂混じりI:,締り悪い

【b地点】
I肘;炎t･撹乱層

2屑:褐色7.5YR4/3シルト質砂.2-5(m大の（ミス含む
3崎:M1渦色lOYR3/2シルト肘,苗色シルトがブロック状に捉じる,2屑よりも粘性あり

IC地点1
1層:災t･撹乱屑

2用:にぶい此褐色lOYR.l/3シルト,0.2-1cm大の（ミス含む.締り懇い

【d地点】
l屑:炎i:｡撹乱肘

2層:峨掲色lOYR3/4シルト.0.5-3cIn大の（ミス含む

3階:糊色IOYR4/‘1シルト質砂,灰色シルトがブロック状に汎じる,1-2cm大のバミスを含む,締り悪い

[e地点】
1屑:炎士･撹乱肘

2暦:暗褐色lOYR3/4シルト.0.5-3cm大の（ミス含む;d地点2層に対応
3屑:にぶい髄褐色I0YR4/3シルト.黄色シルトがブロック状に混じる;b地点3肘に対応

【f地点】

l暦:炎1:･蝋乱層

2屑:戯褐色lOYR5/6シルト街砂.l-2cIn大のバミスを多敬に含む,灰色土(暗オリーブ褐色2.5Y3/3）

跡

がマーブル状に混じる

Fig.142003-R土層柱状図Fig.132003-Q土層柱状図

2003-U鹿児島大学（理工系）総合研究棟新営電気設備工事

(Fig.14構内図･Fig.3)
調査地点（郡元J-9.10)

調査期間2004年2月5日

外灯用埋設配管のための掘削工事に伴う調査である｡配管部は既掘部

であったが，外灯基礎部分を120cm掘削している。理工系総合研究棟と

の明確な対応関係は不明である。

U

l層:表土･撹乱崎

2層:灰赤色2.5Y・I/2シルト質砂

0.5-1cm大のバミスを含む

3層:灰赤色2.5Y5/2シルト質砂
2-3cm大のバミスを含む

.1層:赤灰色2.5Y6/lシルト質砂
（粗砂混じり),2-3cm太の

バミスを含む

q■■■■■■

GL-0.5m

2003-V教育学部幹線並木整備工事(Fig.15構内図･Fig.3）
調査地点（郡元N-6)

調査期間2004年2月10-12日

樹木移植のための掘削工事に伴う調査である｡5箇所を調査したが,1

箇所は既掘部であった。100～120cm範囲の深さであり，黒色土層が弥

生～古墳時代の層に対応すると考えられる。④地点では，3層から掘り

込まれた遺構らしき落ち込みが認められた。

■■■■■■■

GL･1,0m

Fig.152003-U土層柱状図
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第2章平成15年度の立会調従

①．②

1

2

3

4

5

V

③

1

2

3

④

1

2

5

－

GLO･罰1

－

GL･10、

【①-④地点】
l綱:炎-k．撹乱層

2肘:褐灰色lOYR6/lシルト,小バミスを含む
3肘:蛍椎色lOYR7/8砂質シルト,小バミスを含む
．I咽:肌色lOYR2/l砂質シルト,‘1'一大バミスを含む,堅く締まる
5肘:砂照

【④地点】
3肘の藩ち込み:遺構？

Fig.162003-V±層柱状図

2003-X鹿児島大学工学部テニスコートネッ

トポスト等工事(Fig.16構内図･Fig.3)
調査地点（郡元H-12-13)

調査期間2004年3月4．5日

ⅦL棟に南接した場所にテニスコートのネットポ

スト設営のための基礎工事が行われた。ⅦL棟に対

応し，ほとんどが川砂で構成されている。

2003-Y鹿児島大学理学部中庭外灯修繕

(Fig.17構内図･Fig.3）
調査地点（郡元1-8)

調査期間2004年3月31日

外灯の改修工事に伴う掘削であるo125cmの深さ

で掘削され，2層以下は川砂で構成されている。理

学部2号館の河の士層に対応するものと考えられ

る。

10

X

a b C 。

1
1

1

2
2

1

2 3
3

3

4

2

5

【u地点1
1肘:炎士･撹乱屑

2牌:灰出褐色1m'R5/2砂

[b地点1
1肘:炎'二･撹乱肘

2肘:にぶい黄褐色lOYR5/3砂爾シルト

3肘:此褐色lOYR7/2砂両シルト
･1M:にぶい黄栂色lOYl《7/2砂､締り魁い
5肘:褐色l0YR‘1/6シルト質砂,締り忠い

【c地点】
l肺:炎上･撹乱層

2肘:灰蛍褐色lOYR.l/2砂質シルト

3胴:黄褐色lOYR5/6砂質シルト

【(1地点】
l肘:炎-t･撹乱届

2肘:にぶい黄褐色lOYR‘1/3砂蘭シルト

3肘:灰出褐色lOYR4/2砂衝シルト,マンガン含む

4 ■ ■ ■ ■ ■ ■

GL－O姉

Fig.172003-X土層柱状図

Y

1

2

3

11W:炎上･撹乱届

2胴:灰黄褐色lOYR4/2Wl砂.0.5-5cm大のパミス含む
3屑:黒褐色lOYR3/2シルト面細砂,1cm大のバミス

極少飲含む.締りよい

－

GL･0.5m

－

GL､1,0m

Fig.182003-Y土層柱状図



鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

（設置）

第1条本学に,鹿児島大学埋蔵文化財対策委

員会（以下「委員会」という。）を置く。

（審議）

第2条委員会は,本学の施設計画を円滑に行

うため埋蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

（2）調査結果に基づく対策に関すること。

（組織）

第3条委員会は,次に掲げる委員をもって組

織する。

(1)学長

（2）各学部長，附属図書館長，医学部附属

病院長および歯学部附属病院長

（3）事務局長

（4）学生部長

（委員長）

第4条委員会に委員長を置き,学長をもって

充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長と

なる。

（議事）

第5条委員会は，委員の3分の2以上の

出席をもって成立し,議事は出席委員の3分の2

以上をもって決する。

（委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは,委員以

外の者を出席させ，意見を聴くことが出来る。

（調査委員会）

第7条委員会は，本学の埋蔵文化財の調査

を行なうため,埋蔵文化財調査委員会(以下｢調査

委員会」という。）を置く。

第8条調査委員会は次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）第13条に規定する調査室の室長等

の選任に関すること。

（3）第13条に規定する調査室の予算に

関すること。

（4）その他埋蔵文化財及び第13条に規

定する調査室の業務に関すること。

第9条調査委員会は,次に掲げる委員をもっ

て組織し，学長が任命する。

(1)各学部の教授，助教授，講師の中から

選任された者各1名

（2）第15条2項に規定する調査室長

2前項第1号の委員の任期は2年とし，

委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前

任者の残任期間とする。

第10条調査委員会に委員長を置き，前項第

1項第1号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は委員会を招集し，その議長とな

る。

第11条調査委員会は，委員の過半数の出席

をもって成立し，議事は，出席委員の過半数を

もって決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは，

委員以外の者を出席させ，意見を聴くことができ

る。

（調査室）

第13条調査委員会に，本学の埋蔵文化財の

調査に関する業務を行うための埋蔵文化財調査室

(以下「調査室」というo)を置く。

第14条調査室は，次の業務を行なう。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

第15条調査室に，室長，主任及びその他必

要な職員を置く。

2室長は，本学の考古学に関する教官の中

から委員会が推薦し，学長が任命する。

3室長は，調査委員会の定める方針に基づ

き調査室の業務を掌理する。

4室長の任期は2年とする。ただし，再

任を妨げない。

5主任は，調査室の職員の中から，特に埋

蔵文化財に関する専門知識を有する者を調査委員

会が推薦し，学長が任命する。

6主任は，室長の命を受けて調査室の業務

を処理する。

7職員は，調査室の業務に従事する。

（その他）

第16条埋蔵文化財に関する事務は，事務局

施設部において行なう。

11



付則

1この規則は，昭和60年4月18日から

施行する。

2この規則の施行後最初に任命される委員及

び室長の任期は，第9条第2項及び第15条第

4項の規定にかかわらず，昭和62年3月31

日までとする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則（昭

和51年1月22日制定）は，廃止する。

付則

この規則は、平成9年4月1日から施行する。

・鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会(平成15年

4

12

月1日現在）

委員長永圧

委員辰ｷ；

(鹿児島大学学長）

(法文学部長）

(教育学部長）

(理学部長）

(医学部長）

(医学部付属病院長）

(歯学部長）

(歯学部附属病院長）

永田行博（鹿児島大畠

辰村吉康（法文学部f

中山右尚（教育学部f

面高俊宏（理学部長）

吉田浩己（医学部長）

愛甲孝（医学部付I

西川段維（歯学部長）

三村保（歯学部附I

長津庸二（工学部長）

下川悦郎（農学部長）

上田耕平（水産学部長）

荒井啓（連合農学研究科長）

谷口政敏（事務局長）

岩本義男（学生部長）

石田尚治（附属図書館長）

・鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員（平成

15年4月1日現在）

委員長佐々木修（農学部）

委員本田道輝（法文学部）

日隈正守（教育学部）

井村隆介（理学部）

岩橋法雄（医学部）

山崎要一（歯学部）

八野知博（工学部）

佐野雅昭（水産学部）

山崎要一（大学院医歯学総合研究科）

新田栄治（埋蔵文化財調査室長）

･鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長（併）法文学部教授新田栄治

主任（併）法文学部助教授中村直子

（併）法文学部助手新里貴之

技術補佐員青山奈緒

有村航平



鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則lこの規則は、平成16年4月1日から施

行する。

（趣旨）

第1条この規則は、国立大学法人鹿児島大学鹿児島大学埋蔵文化財調査室規則

常置委員会規則（平成16年4月1日制定）第

3条第3項に基づき、国立大学法人鹿児島大学（趣旨）

埋蔵文化財調査委員会(以下｢委員会」という。）に第1条この規則は、鹿児島大学学則（平成16

関し、必要な事項を定める。年4月1日制定）第7条第2項の規定に基づ

（組織）き、鹿児島大学埋蔵文化財調査室（以下「調査室」

第2条委員会は、次に掲げる委員をもって組という｡）に関し、必要な事項を定める。

織 する(目 的）

(1)鹿児島大学埋蔵文化財調査室長(以下｢調第2条？調査室は、鹿児島大学（以下「本学」

査室長」というo)というo)の埋蔵文化財の調査に関する業務を行

（2）各学部の教授、助教授又は講師のうちかい、本学内に存在する埋蔵文化財の保護対策を講

ら選出された者各1名ずる ことを目的とする。

2前項第2号の委員の任期は、2年とし、再（業務）

任を妨げない｡ただし､委員に欠員を生じた場合の第3条調査室は、次の業務を行う。

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。(1)調査実施計画の立案

（審議事項）（2）発掘調査､分布調査および確認調査

第3条委員会は､次に掲げる事項について審議（3）調査報告書の作成

する。（4）その他必要な事項

(1)調査実施計画に関すること。（職員）

（2）埋蔵文化財調査室の予算に関すること。第4条調査室に、次の職員を置く。

（3）その他埋蔵文化財の業務に関すること(1)調査室長（以下、「室長」という｡）

（委員長）（2）主任

第4条委員会に委員長を置き、第2条第1項第（3）その他必要な職員

1号をもって充てる。第5条室長は、本学の考古学に関連する教員

2委員長は、委員会を招集し、その議長となの中から国立大学法人鹿児島大学学内共同研究施

る。設等 人 事 委 員 会 （ 以下「委員会」という｡）が推薦

3委員長に事故があるときは、委員長があらし、学長が選考する◎

かじめ指名した委員がその職務を代行する。2室長は、調査室の業務を掌理する。

（議事）3室長の任期は2年とし、再任を妨げない。

第5条委員長は、委員の過半数の出席をもつ4室長に欠員を生じた場合の補欠の室長の任

て成立し、議事は、出席委員の過半数をもって決期は、前任者の残任期間とする◎

し、可否同数の場合は、議長の決するところによ（主任等）

る。第6条主任は、調 査 室 の 職 員 の 中 か ら 、 特 に

（委員以外の者の出席）埋蔵文化財に関する専門知識を有する者を委員会

第6条委員会が必要と認めるときは、委員以が推薦し、学長が選考する。

外の者を出席させ、意見を聴くことができる。2主任は､室長の命を受けて調査室の業務を処

（事 務） 理する。

第7条委員会に関する事務は、施設部企画課3職員は、調査室の業務に従事する。

にお い て処理する。（事務）

（雑則）第7条調査室に関する事務は、施設部企画課
第8条この規則に定めるもののほか､委員会において処理する。

の運営に関し必要な事項は､委員会が別に定める。（雑則）

附則第8条この規則に 定めるもののほか､調査室

13



に関し必要な事項は、別に定める。

附則

lこの規則は、平成16年4月1日から施

行する。

2この規則施行後、最初の室長は学長が指名

した者をこの規則により選考したものとみなす。

・鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員（平成

16年4月1日現在）

委員長新田栄治（埋蔵文化財調査室室長）

委員本田道輝（法文学部）

日隈正守（教育学部）

井村隆介（理学部）

岩橋法雄（医学部）

山崎要一（歯学部）

八野知博（工学部）

佐々木修（農学部）

佐野雅昭（水産学部）

山崎要一（大学院医歯学総合研究科）

14

・鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長（併）法文学部教授新田栄治法文学部教授

中村直子主任助教授

助手

技術補佐員

新里貴之

青山奈緒

有村航平



付編郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘

調査報告一遺構と遺構出土遺物の報告一

l調査の概要

1.1調査に至る経過

鹿児島大学では，平成3年に中央図書館の建て替えが計画され，旧中央図書館建物の周辺が掘削工事範

囲となったため，埋蔵文化財発掘調査を実施することになった。調査は，平成4年・平成5年・平成7年

に3回に分けて実施した(Fig.19)o1次調査ではA地点を.2次調査ではB-C地点を.3次調査では，．E

地点の発掘調査行った。

A-B地点の発掘調査については，すでに「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報18』で報告している。本稿

では，2次調査C地点と，3次調査の，｡E地点の遺構と遺構出土遺物についての報告を行い，各地点の包含

層出土遺物については次号の年報に掲載する予定である。

1.2調査の期間と体制

調査は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が行った。2次･3次調査それぞれの詳細な調査期間と体制につい

ては，以下のTab.2のとおりである。なお,3次調査では遺物出土状況実測において，法文学部本田道輝氏

にご協力いただいた。

Tab､2調査期間と体制

2次調査

所在地鹿児島市郡元一丁目21-25

期間平成5年5月13日～9月10日

面積C地点180㎡

主体者埋蔵文化財調査室長上村俊雄

担当
埋蔵文化財調査宗宰員

中村直子峰山いづみ大西智和伽幸男

3次調査

平成7年5月30日～8月30日

D地点220㎡

E地点3I0nf

埋蔵文化財調査室長上村俊雄

埋蔵文化財調査室室員

中 村 直 子 大 西 智 和 峰 山 い づ み 古 郡 生

作業員

訓野農禦響:蝋k>¥鯛澱隈土今鋼蛎釧鞘綴職､縦蕊総浦田龍至総
総猟綴臓拶輔蕊蝿瀦蕊撫職溌蒲撫鰯職:議
美，松島忠子，盛満アイ子，柳mキミ子，柳田二三子，下郁美，松下ミチ，松村恵子，盛満アイ子，矢住純子，柳田二三子，柳本照子，
横手浩二郎

横山アヤ子，横Ill真由美，吉永幸子，脇カズ子，脇トキエ，脇チリ子，脇ツルエ

1.3調査の経過

1)2次調査C地点

C地点の調査は,B地点で設定した5mのグリッド枠を基準として西から4-6,南北方向が南からh-jと
設定した。表土を重機で掘削した後，Ⅱ層以下は手堀による掘削を行った。各層の上面で遺構確認を行っ

たが,v層上面とⅥ層上面でそれぞれ遺構が検出された。特に，Ⅵ層上面からは古墳時代の住居跡を2基

確認した。それ以下は無遺物層であるⅦ層上面までを掘削し，層位断面図を作成して調査を終了した。

2）3次調査D-E地点

D地点とE地点は旧図書館校舎をはさんで位置する。調査は，並行して作業を行ったが,層位が異なって

いたので混同を避けるため,それぞれの地点で遺構や層の名称を付した｡表土は重機によって掘削を行い，
それ以下は手作業による掘削を行った。
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調従報告

1Y=-42950.0

遡鰯

'Z

！D地点（3次鯛査）

法
文
学
部
講
毅
棟

X=－1 89”.0X二一 589

旧中央図書館

1

A地点（2次鯛

b
A

A地点･(1次鯛査）
82鵜|ム

E地点（3次鯛査）

01“

一

Fig.19各地点の位迩S=1/750

工事の都合上,両地点とも調査区の西側から先に掘削を行った｡C地点と同じく，各層の上面で遺構の確

認を行った。

D地点では，Ⅱ～Ⅵ層までを確認したが，Ⅱ2層．Ⅲ層．Ⅵ層上面でそれぞれ遺構を確認した。Ⅵ層上面

では，溝状遺構SD3とSD4を検出した。これらは，平面的に重なり合っている。SD4はその埋士中から多量

の土器片が出土した｡SD3からも小片の土器が多く出土したが,遺物は同時期のもので,遺構の重なり具合

から,SD3は,SD4が埋まった後のくぼ地であると判断した。したがって,SD3はSD4埋土の最上部にあた

る可能性が高い。本稿では，調査時に取り上げた状況を踏襲し,SD3-SD4と別に分けて報告している。

SD4埋土中からは多量の土器が出土した。小さなの胴部片は50cm間隔で設定したグリッドごとに取り上

げ，部位や器種が判別できるものはポイント測量をして取り上げた。グリッドは,D地点の基準点4(Xo-

158888.850,Y=-42926.929)を基準とした調査区北東隅を基点として，南へa～p,西へl～27と設置し

た。埋土上部の土器は小片であったが，それを取り上げると，ある程度まとまった破片が重なり合ってい

たため,10分の1の縮尺で平面図を作成し，取り上げ作業を行った。

E地点では,1～5層までを確認した。遺構は，2b・3．4．5層の上面で確認した。それぞれ，近代～弥生

時代までの遺物が出土した。

両地点とも，無遺物層である砂層の上面までの掘削を行い，層位断面図を作成して調査を終了した。

2C地点

2.1層位(Fig.20,PL.1)

C地点では，基本層位としてI～Ⅶ層までを確認した。このうち,I～Ⅵ層までが遺物包含層で.v層上

面，Ⅵ層上面で遺構を検出した。各層は，以下のとおりである。

I層表土。

Ⅱ層灰色(5Y5/1)砂混じりシルト質砂。1cm大の軽石を含む。

Ⅲa層明褐色(10YR6/8)シルトと黄灰色(2.5Y6/1)の混土。

Ⅲb層上部が灰白色(5Y7/1)の砂とⅢa層土との混土。下部は，灰オリーブ色(5Y6/2)。上下層の境界は

はっきりしない。

Ⅳa層黄灰色(2.5Y4/1)砂質シルト。鉄分の浸透あり。西壁付近褐灰色(10YR4/1)粘質のシルトに鉄分浸

16



－

h ’

②’ ③

2－一

Fig.20C地点層位断面図S=1/60

付編郡元団地K-L-5-6区CI'央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

東壁

西壁

’ ④

猟5埋土(貼嘩？)V･Ⅵ層の理十

北壁

1

6吋

j

Ⅵ

1シルト貫砂風e5v2/1褐灰色75，4/1灰白色25Y7/1貢褐色10癌/6とが返在

2‘シルト貫砂にぶい貫掲e10m6/4

コ’シルト貫砂_負褐色25V5/3

，41砂買シルト灰貢e25Y7/2と明貢褐色1鯛R6/8の混土‘粘同‘

,51砂貫シルト褐氏色10YR4/Iに鮫分(貢褐色10YR5/6)を多く倉む‘粘頁

,611釦4埋土_Ⅳ周に近似するが.V層ブロックを少且含む

,‘7’皿埋土､V■を基固とするが.Ⅵ局との渥土砂頁

'馴駆5壇土⑪'5褐灰色10噸/1.睡分(褐色75YR4/4)の浸透が見られる

,9'甑5埋土堂,,褐灰e75YR4/1.魁々 に鳳色《10YR2/1)の1画大のブロックが見られる

,沖Ⅳ層に鮫分(負褐色10応/6)を多く含む‘

Ⅲ貢褐色2.5Y4/1にV居を倉む

｜ ⑤

6，

⑤’ ⑥

---vr、/、/--ｱー、－，､‐-W"､'一一、/､一一
V
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付編郡元剛地K-L-5-6区（中央図諜館C・D-E地点）における発掘調査報告

透。

Ⅳb層褐灰色(10YR4/1)砂質シルト。

V層オリーブ黒(5Y3/1)砂混じりシルト質砂｡黒

色(7.5YR1.7/1)シルト。

Ⅵ層上部暗灰黄色(2.5Y4/1)砂,下部黄褐色

(2.5Y5/4)砂。

PL､1c地点南壁層位

2.2V届上面遺構

V層上面では，調査区南東部でSK3-4を検出した(Fig.21-PL.2-3)。これらは細長い土坑で，並行し
ている。南側は，撹乱によって削平されている。どちらも浅く，上面を削平されている。

I

SK4SK3

蝿
0 5rn

Fig.21C地点V層上面遺構検出状況S=1/125

PL.2C地点V暦上面検出状況西側（南東から） PL.3C地点V層上面検出状況東側（南から）
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘調査報告

1)SK3(Fig.22-PL̂ )

現状での長さは2.62m.ipiViO.5mで，南側の突出している部分は().8mほどである。南側は調査区外に伸

び，溝状を呈するが，北側で収束している。深さは，最深部で5cm前後と浅いため，上部がかなり掘削さ

れたものと推定できる。埋士は上層のⅣ層土であるoSK4に隣接し，並行している。

』
Ｉ
匡
岸
画

5.7m
－一

０
卜

1m

イ÷

Fig.22C地点SK3S=1/40

h

謹識藤 垂

．グ
一 ●

DIq

咳嘗=で旦輿

PL.4C地点SK3

上：検出状況、下：埋土断面

2)SK4(Fig.23PL.5-6)

現状での長さは2.3m,i|)iVi0.4Ⅲだが南側が太く0.9mほどである。南側は調査区外に伸び，溝状を呈する

が，北側で収束している。深さは,5cm前後で浅い。埋土は上層のⅣ層土である。SK3に隣接し，並行して
いる。

Ｉ
『
Ｉ
ｌ
‐
４
１
Ｅ
・
ぬ

O

トF声声戸

肺
４
．

Fig.23C地点SK4S=1/40

PL､5C地点SK4ti+断面 PL.6C地点SK3(上）とSK4下）完掘
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付編郡元団地K・L-5-6区CI'央m書館C・D-E地点）における発掘調査報告

2.3Ⅵ層上面遺構

Ⅵ層上面では,SK5～10とSD4を検出した(Fig.24)oC地点は，中央部が撹乱のため遺物包含層が残存

している部分は東西に分かれていたが，両地点とも遺構が確認できた。

このうち,SK5-6は住居跡である。これら住居跡と,SD4の遺構の向きはおおよそ同じ方向で配置され

ている。SK7.8.10はSK6･SD4に切られている。C地点東側の層の残存状況が良好なのに関わらず,SK5以

外に遺構は確認できなかった。

一一一一一一一一一一一一一

J
1
1。

｜ー－－二

1
L加一

I
／

一一一一一一一一1

、負
0-口

"~‘

SKIaノ’
げっ，.'･_’

‐
ｌ
‐
‐

１
１

‐
Ｉ

１
１
１

１
１

一

一

Ｉ
。

0 5m

Fig.24C地点Ⅵ層上面遺構検出状況S=1/125

1)SK5(Fig.25,PL.7-8)

C地点の東側，南壁に接して位置する。遺構の南半分は調査区外に広がり，未検出である。平面形は方

形を呈する竪穴住居跡である。現状で，一辺が4m,検出面から床面までの深さは50cmである。床面中央

部と考えられる位置に，炭が広がっており，炉跡であると推定される。

V層とⅥ層土の混土である埋土の貼床を持ち，その深さは10cmほどである。床面の壁際に幅5cm前後の

浅い溝が廻る。長さは40cm前後である。床面には柱穴がなく，竪穴外にピットが7基確認できた。ピット

は直径20cm前後，深さは5～20cmと浅いが，これらが柱穴であろう。

床面以上の埋土は，褐灰色(10YR4/1)砂質シルトを基調とする。鉄分を少量含む。V層土に類似し，Ⅵ層

土とⅦ層土の2～3cm大のブロックを含む。

遺構出土遺物(Fig.31,PL.15,Tab.3)

SK5からは，弥生土器，古墳時代の土器，軽石製品が出土している。軽石製品以外は，小片である。ほ

とんどが床面より上位で出土している。このうち，実測できるものは11点であった。lは，弥生時代中期

の壷胴部片である。2～5は古墳時代の翌の口縁部だが，小片のため詳細な時期が判別しがたいがゥ4は古

墳時代後半期だと考えられる。18は薄手で比較的丁寧なつくりで，色調が白っぽいという特徴があり，増

の口縁部と推定できる。

10-11は軽石製品である。10は外形はあまり丁寧に調整していないが,<ぼみ部分とその面は，意図的

に磨ったような面が認められる。11の外面は滑らかである。
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付編Mﾘﾉﾋ団地K-L-5．6区（中央図tfilC-D-E地点）における発掘調査報告
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遺物垂直分布は8-8'からの見通し8･

Fig.25C地点SK5S=1/40

PL.7C地点SK5

左：床面検出状況（南から)，右：埋十断面（東から）
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・D・E地点）における発掘調交報告

PL.8C地点SK5完掘（南から）

2)SK6(Fig.26,PL.9)

SK6は,c地点の北西すみで検出した。西側半分は調査区外に広がり，未検出である。現状から，平面形

が一辺3.5m以上の方形を呈する竪穴住居跡であると考えられる｡床而の遺構北側に炭の広がIﾂが認められ

る。検出面から床而までの深さは約20cmで，深さ10～20cmの貼床を持つ。床面壁際に，長さ60cm,幅5cm

ほどの浅い溝が認められる。埋土は，以下のとおり上下2層に分かれる。

遺構出土遺物(Fig.31,PL.15,Tab.3)

埋土中より古墳時代の土器，黒曜石の石核が出土しているが，いずれも埋土上部から出土している。土

器は，12以外は古墳時代後半期に位置付けられるものである。SK5と同じく小片が多いが,15や20など

ある程度まとまった形のものも出土している。15は蕊の下半部で低い脚台を持つが，一部が脚台接合部で

欠損している。20は鉢で，丁寧なつくりのものであ

る。広口で，少し上げ底気味の平底を持ち，外面は

赤色顔料が塗布され,主に横方向の細かいミガキが

施されている。

21の石核は,縄文時代の遺物であろうと考えられ

る。本調査区付近では，稀に縄文時代の遺物が出土

することから，住居理土中に混入したものと推察す

る。

PL.9C地点SK6(1)

左：床面検出炭、右上：検出状況（南東から)，右下：床面検出状況（東から）
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付編郡元団地K・L－5．6lx（中央I*h'f館C-D-E地点）における発掘悶従畑！『
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埋土①:灰褐色(10YR4/1)シルト質砂.1cm大弱のバミスを含む下部に炭粒を含む締りよい．
埋土②:褐灰色(I0YR4/1)シルト質砂.バミス.炭粒を少避含む.締りよい．
貼床:Ⅵ層とⅦ層の混土.灰黄褐色(10YR6/2)シルトをブロック状に含む、
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遺物出土状況 遺物の垂直分布は、C-C.からの見通し

Fig.26C地点SK6S=1/40
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付編郡元団地K-L-5．6区（中央N,'!'館C-D-E地点）における発掘調査報告

PL.10C地点SK6

左：埋士断面（北東から)．右：完掘状況（南東から）

3)SK7(Fig.27,PL.11)

調査区西側に位置する。SIMに

切られている。北側はill扇約imだ

が，南側は幅が広がり，立ち上が

りも緩やかである。深さは最深部

で35cmである。

＜

＜

0 伽
４
０

Fig.27C地点SK7S=1/40

…L参識．
琴霊⑤

私
b否‘

幕簿，

認〆

，L垂

ド・‘
今咽

■

爵

?．割=f戦藷
争口･ー

【』

を魁 幸冒野．

PL.11C地点SK7

左：検出状況（北から）、右：完掘状況（北から）
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付編郡元Ml地K-L－5-6区（中央Mm¥C-D-E地点）における発掘洲盃報告

4)SK8(Fig.28,PL､12)

調査区西側,北壁に接して位置している。遺構北側

は調査区外に広がり，西側はSK6に切られているの

で，全形は判然としない。深さは約20cmで，埋土は

黒色シルト(=v層土）である。

｢一－1
｝

、

、

~、二フシ
’

0

，11111

Fig.28C地点SK8S=1/40

肺
１

霊躍嘩蕊
PL.12C地点SK8

上：検出状況（西から)、下：完掘状況（北から）

5)SK9(Fig.29,PL.13)

調査区西側に位置する。遺構北側はSD4に切られ，東側は撹乱によって削平されている。現状では，長さ
3.6m.幅1.6mを測る。平面形は長方形を呈すると推定される｡。深さは約15cmで黒色シルト(=v層土）
が埋土となっている。

、二1
一

一一一

’
ー一

SD4

一

｝
Ｉ
卿
Ｅ
唖
・
ぬ

0 ｍ
Ｊ
Ｊ

Fig.29C地点SK9S=l/40
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付舗郡うじ団地K-L-5-6区（中央図I§:館C-D-E地点）における発掘調査報告

零蕊。

猶呼'苧

一
応
幽

一
シ

一
》
嘗
唖
な

一
除
蟻

狸

＝

2 甲

苧両

津一一｡
■

。?

一
一
、
口
。

舟懇
蕊

｝錘、

'鰯

PL.13C地点SK9

左：検出状況（北から)、右：完掘状況（北から）

6)SD4(Fig.30,PL.14)

調査区西側に位置する。te60～90cmを測る。断面は南側が緩やかに立ち上がる，台形もしくはレンズ状

を呈し,深さは約30cmである。埋土は2つに分層できる。埋土①は，Ⅳ層土に類似するが,v層土のブロッ

クを含む。埋土②は,V層土とⅥ層土との混土。

遺構出土遺物(Fig.31,PL.15,Tab.3)

出土遺物は，埋土中より古墳時代の土器が出土している。いずれも小片だが，24．28から古墳時代後半

期のものであるとわかる。23～26は蕊の口縁部付近で，27は財の口縁部である。

Ｊ毎
琴
・
唖

乏
口
室

、一

＝

0 1m

IC

、
22

1c
遺物の垂直分布はC-C'からの見通し

Fig.30C地点SD4S=l/40

ヨ

PL.14C地点SO4

左：検出状況（北から)、中：埋土断面（北か

ら)，右：完掘状況（北から）
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i,fMin;元団地K・L-5-6区（中央ⅨiurnC-D-E地点）における発掘調査報告
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Fig.31C地点SK5・SK6・SD4出土遺物S=1/4,21のみ1/2
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付編郡元|寸|地K-L-5．6区'I』央M蒋館C・D・E地点）における発掘調査報告

PL.15C地点SK5-SK6・SD4出土遺物
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・D-E地点）における発掘調査報告

Tab.3C地点SK5・SK6・SD4出土遺物観察表

胎上

脳 届穂別器轍部位 色副 調確 備考砂粒の

多さ
混卿I材

lSK5弥生伽胴部外耐:拠出佃l0YR8/3,内卿灰醐10YR7/1，細砂:町IRI宿,石英,白色粒

器肉:出版2.5V6/1

2SK5iWI兜口繊部外師:にぶい柾7.5Ⅷ6/‘1,内【、:峡白lOYR8/2．Ⅷ砂:石英.赤色粒,細砂:布英，

器向:灰曲7.5YR8/I赤色施,角閃石

3SK5古城蝿口緑師外I、:灰臓禍l0YR･1/2,内閲:灰闘褐】OYR5/2，棚砂:石英,紹砂:石英.白色粒・

器肉:縄灰10YR6/1赤色粒,角閃石

‘1SK5i1f晩拠口縁祁外､i:灰此悩l0YR4/2,内而:にぶい蛍禍10Ⅷ棚砂:福英,伽閃萄･細砂:禰英，

‘l/3,船脚:吠出褐l0YR6/2111色粒

5SK5古耽蝿口緑郊外師:吠出褐lOYR6/2,内揃:投出柾lOYR8/3，柵砂:伽閃石,紹砂:角閃禰，

器向:にぶい黄紐l0YR7/Zイガ英.白色極

6SK5古蜘奥胴師外而:栂2.5YR6/8,内而:柵2.5YR6/8.器肉：細砂:川閃石.白色粒,イi英

隅灰lOYR5/I

7SK5i1i晩兜胴部外耐:にぶい柾7.5YR6/‘1に煎似,内面:樋5YRWl砂:白色粒,細砂:伽色粒，

7/6,器肉:浅黄柾7.5V肥/3in閃石,石英

8sK5古耽艶？胴部外mi:にぶい禍7.5YR6/3,内【m:にぶい冊7.5YRWl砂:脚色粒,石英,細砂:禰英，

6/3,淵肉:洩蛍樋7.計R8/･1角閃fi,赤色粒

9SK5古耽地？口縁部外航:洩斑柾lOYR8/･1.内iii:洩幽慨l0YR8/･I．絹砂:有英,角閃石

器肉:灰I弧01.R7/l

l2SK6古峨蝿口縁部外師:にぶい渦に顛似7.5YR5/3，内而:にぶい磯:M1色粒.白色粒．Ⅷ砂:赤色

柵に剛似7.5YR6/4，器肉:洩批慨に瀬似lOYR城,白色粒．砂:角間稲,石英.白

8/3．也粒．細砂:鼎色 粒.透明粒‘

l3SK6古堀促口橡部外而:にぶい出禍に甑似lOYR7/3．内而:にぶい砂:M1色粒．縄砂8胤色粒.透り1粒．
柾7.5YR6/･1．器肉:にぶい戯褐に顛似l0YR5/3．

】､ISK6古堀奥胴部外而:慨5Ⅷ6/6,内面:樋7.5Ⅷ6/6.器肉:栂Ⅷ砂:脚色粒.絹砂:白色粒．

副R7/6が色粒,角閃 石 . 石 英

l5SK6古堀拠胴下部外噸;洩閃樋lOYR8/3,内而:にぶい樋7.5YR礎:脚色粒,粗砂:白色枚,石英．

～底部6/』1,器肉:明赤禍2.5YR5/6伽側石,細砂:白色粒,祈英，

川閃石

l6SK6古城奥底部外耐:没伐柾IOYR8/･1,内而:浅幽樋7.5TR8/‘1．Wl砂:赤色粒,箱砂:白色粒,赤

器 向 : 淡 佃 5 Y R 8 / ‘ I 色 粒 ‘ 角閃石.石英

l7SK6古帆溌胴部外而:にぶい栂7.訂R6/‘1,内､i:にぶい樋7.5YRm砂:白色粒,細砂:白色粒，

7/4,冊肉:にぶい樋7.5YH7/･1伽閃石,石英

l8SK6古耽伽i坪口縁部外､i:にぶい赤褐5Ⅷ4/‘1‘内､i:にぶい樋7.5YR柵砂:赤色粒,綱砂:赤色枕,獅英
7/‘1,器肉:洩批機7.5Y網/6

19SK6古M1磁岬杯郁外面:珊亦褐2,5VR3/’1,内面:にぶい樋7.51.RⅧ砂:赤色粒,絹砂:石英,白色粒
6/､1.器肉:にぶい樋7.5Ⅷ6/’1

20SK6古堀鉢完形外耐:樋7.5YR6/6,内臓:1噸YR6/6.器肉:慨Ⅷ砂:赤色粒.給砂:角閃石.n

5YR7/6色粒.石英

22SD4古城甥口縁部外im:にぶい蛍柾IoYR7/1,内Ihi:オリーブ恥棚砂:福英.細砂:禰英,伽閃禰，

5V3/1.器IAl:洩黄樋10Ⅷ8/3赤色粒

Z3SD4古ln喪口緑部外面:にぶい出柾】oYR7/2,内醐:にぶい黄樋棚砂:福英,白色粒.細砂:ｲi英．

lOYR7/2.器肉:黄灰z,5Y･1/1曲色粒,伽閃石,赤色粒

2.1s､.I古刷拠胴部外而:胤褐7.5YR3/1.内而:にぶい柾7.部R6/･IⅧ砂:赤色粒,白色粒,細砂：

滞肉:紐7.5YR6/6赤色粒,白色粒,角閃禰,石英

25s､4古耽現胴部外而:灰出褐10YR4/2,内揃:投出慨7.5YR8/‘1，磯;白色粒,棚砂:白色粒,禰英，

器肉:出灰2.5V5/1川間ｲi,細砂:白色粒.禰英，

角閃布

26SDl古蛎蝿？胴部外而:樋7.5YR6/6,内耐:にぶい批椎lOYR7/･I，帆砂:石英,紹砂:石英.倣閃石，

器 肉:渦灰lOTR5/1耐色粒

27sD､1古堀州、橡部外而:にぶい批栂l0YR7/3.内面:にぶい黄概に細砂:M1色泣,透明粒

～頚部煎似IOYR7/2,器肉2灰白に師似10Ⅷ8/2

2外iii:ハケ(一)一ナデ‘ヨコナデ，内面：貼付突fi側条，

ハケ(－)(、)一ナデ

･1外面:ナデ,ヨコナデ,内面:ナデ(－）外面スス付補．

3外耐ナデ(一),内面:ナデ外面スス付輔．

4外面:ナデ,内面:晦餓のため不明刻11突僻1条.外面スス付輔

3外【hi:ナデ,内面:ヨコナ･デ外面スズ付綴．

3外而:ヨコナデ,内面:ナデ三伽突播1条．

4外面:ナデ,ヨコナデ,内耐:ハケ(、)-．貼付突伽条

ツ･デ

･1外Iii:ナデ.ヨコナデ,内i、:ナデ刻間突｛剛条.刻目中に布制

圧痕．

l外棚:ナデ(一),内面:ナデ

3外iii:ﾂー ヂ(一)･ユピオサエ．内而:丁刻間突iIfl条

寧なﾂ･デ‘

3外面:ハケ(、)．内而:ナデ(－)（｜）．

3外面:ナデ.内面:ナデ刻佃突帯1条.外面ｽｽ付軒.

‘1外而:ハケ(？)一･デ,内面:ﾂ･デ内旺而および外面上部にスス

付輔,庇樋9.6cm

5外面:ﾅ･デ,内面:ナデ

‘1外揃:ヨコナデ,内面:剥耕のため不明糊広突鵬ハケエ具による斜め

平行文を施す．

1外面:ミガキ(－>,内面:ﾂ･デ外而,赤色戯料溌布

1外而:ミガキ(塵滅のため不明瞭)，外面,赤色顔料塗布

内而:ナデ(応滅のため不明瞭）

】外面:ミガキ(－)(／).内前:ナデ(－）外而･赤色顔料翰布･口径16.2画
底縄6,ｲ麺‘器商8.4画

･1外術:ハケ→ナデ(一),内而:ナデ(一）外而スス付軒．

4外醐:ナデ(一),内面:ハケ(一)一ナデ刻凹突僻1条.外面スス付筋．

.’外i脈ナデ,ヨコナデ.内而:ナデ三伽突細条,外面スス付君．

4外而:ナデ,内面:ハケ(、)→ナデ縦細突{IF1条.外面スス付輔．

外而:ナデ.内面:細かいハケ(一)一

ナデ

外而:丁寧なナデ｡内而:ナデ(－)・

（｜）

刻凹突僻1条．

口掻8.3函

,1

1

Tab､4C地点SK5・SK6・SD4出土遺物観察表

血層材.質最大長(era)最大幅(cm)最大厚(cm)重敬(g) 備考

軽石

軽石

黒峨石

lO

ll

21

SK5

SK5

SK6

中央部にくぼみがある.使用痕か．

表面に擦ったような加工面をもつ．

石核．気泡が多い．三船産か？

12．0

8．8

2．5

4.9

4.9

3.5

５
５
３

甲
■
甲

５
４
２

61.3

28.3

23.2
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付縞郡元団地K-L-5-6区（中央M^fiiC-D-E地点）における発掘悶介戦告

3 D地点

3.1層位(Fig.32)

D地点の南側と西側は近年のカクランを受けており，プライマリーな遺物包含層が確認できたのは北側

約2/3の部分である。基本土層として,1～Ⅵ層まで確認した。遺物はI層からV層まで出土している。

I層盛土。シラスと砂利。

Ⅱl層暗灰黄色(2.5YR5/2)砂混じりシルト。0.5cm大のパミスを含む。

Ⅱ2層にぶい黄褐色(10YR5/3)砂混じりシルトo0.5cm大のパミスを含む。西側：灰褐色(7.5YR4/2)シ

ルト。東壁：暗灰黄色(2.5YR5/2)砂混じ0シルト。0.5cm大のパミスを含む。

Ⅲl層黄褐色(2.5Y5/3)砂混じ')シルト。0.5cm大のパミスを含む。西側：にぶい黄褐色(10YR5/3)シ

ルト。

Ⅲ2層灰黄褐色(10YR5/2)砂質シルトo0.5cm大のパミスを含む。西側：褐灰色(10YR5/1)シルト。

Ⅳ層黒褐色(10YR2/3)シルト，粘性ややあり。2cm大以下のパミスを含む。東壁：褐灰色(7.5YR4/1)シ

ルト。

V層黒(2.5Y2/1)シルト。粘‘性ややあり。2cm大以下のパミスを含む。東壁：黒(7.5Y2/1)シルト。

Ⅵ層黒褐色(2.5Y3/2)砂層。5cm大以下のパミスを含む。東壁：暗褐色(10YR3/4)粗砂層。

6.0m

北壁（東側）

力

－

6.0m

､4埋土⑪一一－－SD4埋土⑧ ①Ⅳ層土とV層土と@

②暗灰黄色2.5Y5/2砂混じりシルトSD4埋土⑩

北壁（中央部）

Ⅲ
一
ｍＩ

Ｉ
１
一
睡

Ⅱ カクラン
Ⅱ2

m1

6.0m2 －

V

北壁（西側）

I

Ⅱ1

6.Om

V

1－昌『

東壁(a-c-8区）

Fig.32D地点層位断面図S=1/60
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付編郡うじ剛地K-L－5-6区（中央図諜館C・，．E地点）における発掘調査報告

3.2112屑上面遺構

Ⅱ2層上面では,SK3とSD1-2を検出した(Fig.33)oSD1とSD2は途切れていはいるが，それぞれの延長
上に位置しil15や形状が似ていることから，同一遺椛である可能性もある。

X=-158895.0

1Y=-42950.0

＋ザ
ー

,=::

a－f
一
一
一

配管

，
カ
ク
ー
フ
ン

管

糎 二
一
一

一

一

カクラン

（一一
g-p

lL
＋

’ カクラン

|I
-1-
1 十 ＋’8-27＋ ＋’-7 十＋ 8－17

0 10m

Fig.33D地点II2層上面遺構検出状況S=1/20G

［ － J

PL.16作業の様子（西から） PL.17D地点II2層検出状況（南西から）

1)SK3(Fig.34,PL.18)

調査区のほぼ中央に位置する。西側が撹乱によって削平されているが，平面形は円形を呈する。直径が
約1.6m,深さは40cmである。埋土は，Ⅱl層土である。

:;!



付編郡元団地K・L-5-6区（中央図轡館C-D-E地点）における発掘調査報告

蕊謬

一一
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■宙

~雷’

丁
6.3m

寸壷

一一一 一一一一一一一一一

0 1m

Fig.34D地点SK3S=l/40
…。

ゴー＝

PL､18D地点SK3

上：検出状況（南東から)、下：完掘状況（南東から）

2)SD1(Fig.35,PL.19)

調査区西側に位置し，東西方向に伸びる。幅約30cmで，深さは4cmと浅い。遺構西側はカクラン土坑に

よって掘削され，上面もかなり削平されているようである。埋土は，黄褐色(2.5Y5/3)砂質シルトで，軟

らかくぱさぱさしている。
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右上：検出状況（南西から)，左：埋土（西から)，右下：完掘状況（南から）
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付綿郡元団地K-L-5-6区（中央図帝';館C-D-E地点）における発掘調査報告

3)SD2(Fig.36,PL.20)

調査区中央部に東西方向に横断するように位置するI幅約54cmで，深さは8cmと浅い。上面がかなり削

平されているようである｡SD1の延長上にあることから,SI)1と同一の遺構の可能性も高い｡埋土は,(2.5Y4/

2）シルト質砂である。

遺構出土遣物(Fig.37,PL.21,Tab.5)
埋土中からはガラス瓶の破片や針金などが出土し，その中に土器が混入していた。そのうち，実測可能

なものは1点である。28は古墳時代土器の高杯脚部で，かなり摩滅している。

一

IA

’
一一一

、ﾆﾆﾆー Tｽー
一‐

A A，
|／60

1m0

6.0m

Fig.36D地点SD2S=l/60

△丙

髭 28

0 10cm

Fig.370地点SD2出土遺物S=l/4
声

l

寮

蝉ワ
2｡ぷげ秘

《

PL.20D地点SD2

上：埋土断面（東から)、下：完掘状況（西から）

28

PL.210地点SD2出土遺物

Tab.5D地点SD2出土遺物観察表

胎i：

｜
岬
筆

叱噛州別器禰部位 色調 剛輔 備考
柵和材

28s､2占戦尚坪脚榔外lili:にぶい此催lOYR7/4,内面:にぶい戯怖

10Ⅷ7/3に顛似,器肉:にぶい伐慨10Ⅷ7/4に

飯似

祖砂:黙色粒,砂:ｲi典.伽IRI打，3外面:ハケ<、)･打ち込み痕あり→ナ杯部との接合痕あり
赤色粒,細砂:肌色粒,透明粒デ(一)(／)．内而:ハケ(－)･打ち込

み痕あり･ナデ〈｜）．
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

3.3Ⅲ1層上而辿榊

Ⅲl層上面からは,SKI-2-4-5を検出した(Fig.38)oSK2-4-5は大きさや形状が類似しており，穂
積み跡ではないかと考えられる。

－

X二一158895-0

IY=-42950.0

＋
SK1SK1

a-f
配管配管

配管

＋
ごZ)SK5ごZ)SK5

範 g-p

SK2SK2

カクランカクラン

II

＋ ＋ ＋＋ ＋’-7＋18-27 8－17 －

10m0

Fig.38D地点Ⅲ1層上面遺構検出状況S=1/200

1)SKI(Fig.39-PL.22)

SKIは，調査区西すみに位置する。遺構西側は調査

区外に広がっているので,未検出である。現状から，

平面形は円形を呈する土坑であると考えられる。現

状で，直径156cni,深さ42cmを測る。埋土は2層に

分層できる（層位断面図Fig.32北壁参照)。

埋土①にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質砂と灰

黄褐色(10YR5/2)シルト質砂の混土。

埋土②埋土①と暗褐色(10YR3/3)シルト質砂と

の混土

’一
一

’

ミニ「

1m0

霧蕊霧 …胃＝:ぬた…
＝

PL.22D地点SKI

上：検出状況（北から)．下：完掘状況（北から）
Fig.39D地点SKIS=l/40
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付編郡尤団地K-L-5-6区（中央図蒋館C-D-E地点）における発掘調査報告

2)SK2(Fig.40,PL.23)

SK2は調査区北西すみに位置する。遺構北側は調査区外に広がっているので，未検出である。現状から，

平面形は円形を呈する土坑であると考えられる。現状で，直径157cm,深さ32cmを測る。底面に，小ピッ
トが4個あり，底面からの深さは約10cmである。断面形は，底面がほぼ平らで，直線的に立ち上がる形状

である｡。埋土は，にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質砂と灰黄褐色(10YR5/2)シルト質砂と暗褐色(10YR

3/3）シルト質砂との混土である。

’ 》
頚

一
皇
藍

、役直一

１

際占
今宰ぞ戸

繊蕊懸溺鰯肇

叫聖j鈴E：

罰認、里再議

60m

画”

豊蕊ロ 1m

廃

PL.23D地点SK2完掘状況（西から）Fig.40D地点SK2S=1/40

3)SK4(Fig.41,PL.24)

SK4は調査区中央部に位置する。遺構北側は，配管による撹乱によって削平されているが,平面形は円形

を呈すると考えられる。直径132cm,深さ12cmを測る。断面形は底面はほぼ平らで，緩やかに立ち上がる。

埋土は灰黄褐色(l()YR4/2)シルI､質砂である。

4)SK5(Fig.41.PL.24)

SK5は，調査区中央部に位置

し，遺構北側をSK4に切られてい

る。平面形は，東側が少し飛び出

る楕円形を呈する。径は150cm,

深さ10cmを測る。断面形は底而

はほぼ平らで，緩やかに立ち上

がる。埋土はⅡb層土である。

A
A

－ －－』一
6.0m

’ B，

8 8．

～ 一一
6.0,

1mロ

Fig.41D地点SK4-5S=l/40
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PL.240地点SK4．5

左：検出状況（南から)，中:SK4完掘状況（東から).右:SK5完掘状況（北から）
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

3.4V．Ⅵ層上面遺構

V層とⅥ層上面では，SD3．4とピット20基検出した(Fig.42)。調査時には,V層上面でSD3を検出し，
SD3完掘後にその下から多量の土器がまとまって出土した｡また,土器群の平面分布とⅥ層上面で検出され

たSD4の位置が重なった。壁面での土層観察から,SD4はV層中から掘り込まれていることが判明した。ま

た,SD3はSD4が埋没した後，くぼ地となった場所に異なる土が堆積したと考えられ,SD4埋土最上部にあ

たる可能性が高い。これらの状況から，SD3・SD4は同一の遺構と捉え，Ⅵ層上面で検出されたピット群も

含めて，同一層検出遺構としてまとめて扱う。
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Fig.42D地点V・Ⅵ層上面遺構検出状況S=1/200

1)SD3(Fig.43,PL.25)

SD3は，調査区東側に位置する。北西から南東方向に伸びるが，平面形は不定形で，最大幅276cm,深さ

12cmを測る。断面はなだらかなレンズ状である。SD4と位置がほぼ重なることから,SD4の埋土の窪みに溜

まったものである可能性が高いが，検出時のまま,SD3として取り上げた。

埋士は，褐灰色

(7.5YR4/1)粗砂混じ

りシルトo1～2cm大

のパミス含む。

出土遺物(Fig．44,

PL.26,Tab.6)

遺物は,古墳時代の

土器片が埋土中より出

土したが,いずれも小

片である。そのうち，

実測可能なものは25

点であった。このう

ち，29～47は蕊，49

-51が壷,52～54が

高杯であるが,圧倒的

I

01m
－

A

6.｡、

Fig.43D地点SD3S=1/40
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央|乳I＃mC-D-E地点）における発掘調査報告

s白星

PL.25D地点SD3

左上：検出状況（南から)，右上：検出状況（南から)，左中：埋土断面（西から)，右下：完掘状況（北から)，左下：完掘（東から）
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付編郡元団地K・L－5．6区（中央M群館C-D-E地点）における発掘調査報告

に莞の破片が多い。遺物が小片のため，詳細な時期は判断しづらいが，尭は口唇部が指押さえによって波

打っていたり，絡状突帯で粗雑つくりであるという特徴が多いこと，高杯は外面に赤色顔料が塗布されて

いることなどから，古墳時代の後半期の時期のものがほとんどであると考えられる。
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Tab.6D地点SD3出土遺物観察表

砧，隅穂別器剛部位 色調

付縞郡元団地K・L－5．6区CI'央図書館C-D．E地点）における発掘調査報告

胎上

i既'11イ
砂枇の

多さ

到鍍 備騒

鋤S”古噛縄I』微部外耐:にぶい批偶10Ⅷ5/､1.にぶい伐椛IOYR剛砂:石英,網砂:ｲj災,伽閃石，・1外Iii:ハケ(、)→ナデ‘内【ii:-j･デ外面スス1.1桁．

7/3.器肉:にぶい此lflOYR7/3白色紅

30sI)3古耽蝿1－J絃部外面:灰幽2.5V7/2,内imE灰白2.5Ⅷ/1.船脚：棚砂:石英,伽色粒.、閃石，・1外1m:ハケ(、)一・j-デ‘内Iii:.』､デ突僻あI〕．

にぶい戯慨10Ⅷ7/3細砂:櫛英.111閃凋,が色粒

3ISI)3占噛蝿11織部外面:灰白IOY鵬/2.内1m:栂2.5YR6/6,冊向：磯E白色粒,帆砂:jhlHIｲj,何英．‘1外1吋:ハケ(、)一･デ(／).内mi3ナデ

灰白10Ⅷ8/2，細砂z伽IRI櫛.ｲi英

雛SD3古城縄仰妹師外面:洩戯樋lOYR8/3,内的i:洩髄柾10Ⅷ8/,1．柵砂z角間衝.侮英,細砂:石英．、1外Ini:ハケ(／)一ナデ･ヨコヅヂ.内而外面スス1．1桁．

器肉:隅灰10Ⅷ6/I角閃石,白色粒：ハケーノ･デ

猟S脚古噛児11雌部外面:にぶい此惟10Ⅷ7/,1.内面:没出棚10Ⅷ棚砂:赤色粒.ｲj典,網砂:石英．、1外而:ハケ(、)一ナデ,内仙i:マタ･デ

8/3,器向:渦灰lOYR5/1伽閃石

3.1sI)3古城蝿1J繊細外而:洩蛍慨I(川醐/4.内i､:投錨慨10Ⅷ8/,1，柵砂x赤色粒,mlXlfi､白色粒，‘1外1m:？のちナデ,内1m:．』･デ

器肉:洩伐ImIOYR8/‘I細砂側側ｲ,ィi英

捕SI)3古域児胴部外面:吹出細10Ⅷ.'/2,内mi:にぶい出椛lOYR棚砂:石盤.州XIｲ』.'‘1世粒，．’外､i:ナデ,ヨコナデ,内､i:･ﾉ･デ貼付突僻1条,外伽スス付椅．
7/3,器肉gMj服10ⅧIう/I紹砂:石英.畑H1ｲj､1.1色位

36sI〕3古喰拠胴部外面:にぶい出催IOVR7/2.内面g灰闘褐IOYR磯:白色粒.柵砂:伽間衝,石英．3外Iii:ハケ(、)一ナデ.内1mgナデ刻11突紬条,剣11中に布目圧痕
6/2.器肉:吠IPI10Ⅷ7/I細砂:伽閃衡,ィj典

37s加古城縄胴部外面:にぶい出渦10Ⅷ5/3.内而:投出IuIOⅧ帆砂:角IHI打.イガ典.I‘I色粒，．I外I1i:？のちナデ,内1m:ナヂ三伽突紛1条.外1mスス付著．
8/･1.器肉:渦吹10Ⅷ6/I細砂:角IH1布.ィi典,I‘1色枚

:18帥3古喰縄服部外而:灰批褐10Ⅷ5/2,内的i:灰曲lOY鯛/2，棚砂:石英,121色粒,細砂:石英，‘1外lhi:ハケー･ナデ･ヨコナデ,内､i：絡蝿突併1条.外I、スス付将．
0

器 肉 : 褐 灰 1 0 Ⅷ 5 / 1 伽1%1石ハヶ(、)一・ﾉ･デ

39s､3古噛拠胴部外閲:灰IⅧOYRs/望,内而:灰白10Ⅶ8/Z,器肉Ⅷ砂:角閃石,石英,赤色紋，‘1外lii:ナデ.内閲:ハケ(？)一ﾅ･デ(、）絡範突術1条．
：灰白10V肥/2絹砂:角閃ｨi,《i典.が色粒

･1OSI)3古噛縄胴部外而含にぶい醐柾10Ⅷ6/3.内面:洩批慨10Ⅶ棚砂:石英.細砂:ｲi典.伽閃石、1外1m:ハケ(、)一ナデ.内､i:ナデ絡綱突術1条.外醐火ス付着．
8/.1，器I均x洩出柾101．M8/3

．11s113古城蝿服部外面:投出棚7.訓舶/3.内而:洩出雌10ⅧH/・Iに磯E川色粒.帆砂:ｲｨ共‘伽閃石，‘1外Iii:ハケ(、)一ナデ.内仙i:ナデ
斌似,器向:灰11110Ⅷ8/Z脚色粒,赤色粒,細砂:伽閃石，

石英,白色粒,亦色粒

偲馳3古城児底部外面:樋5YR7/6.内“没茂掻10Ⅷ8/3,器IA1：帆砂:M1色粒,赤色粒.白色粒，5外Iji:･ﾅ･デ(－)．内【:f[i:-i-r(l).外面:脚台への接合縦明瞭．脚台
渦灰10Ⅶ6/I砂:猟色 粒 ‘ 赤 色 粒 . 角 閃 石 ， 内 面 の 中 心 部 が 盛 り 上 が る ．

石英,紀砂:肌色位.遇Iﾘ1位

･13sI)3古城礎底部外面:投尚椎10YR8/3,内而:にぶい出慨IOYRⅧ砂:石英,細砂:衡英,仏間石3外1m:ナデ(、),内耐:ナデ(／）
7/2,器肉：10Ⅷ5/1

.1‘1sI)3古城撫庇部外面:投出棚10Ⅷs/8.内面:灰白IOYI綿/Z，棚砂:角閃ｲi,《i典.細砂:ｲi英，3外仙i:？のちナデ,IJ1Ihi:ハケ(、)一脚台天ﾒI柵に爪拠が顕将に拠る．
鼎肉Z出灰2,諦6/1角閃石,白色枕．j･デ

‘l5SD3古城奥底師外面苫灰白2.訓8/1，内噸:にぶい樋引R6/､1．磯:白色粒.柵砂:IqI色粒.紹砂：・1外仙i:ナデ,内面:ナデ内噸スス付糊．
器肉:樋5Ⅶ7/6mIKj石 . 石 英

・l6sD3古城喪旺郁外面:浅闘樋101，R8/3,内面:灰衝掲101.R5/2．棚砂自角閃石.禰英,M1色粒，、1外1m:･デ,内面:ナデ内而スス付石．
器肉:灰白IOTR8/2細砂:角閃石.石英,MI色純

,l7Sp3古城兜脚部外面:にぶい此慨l伽,R7/3,内面:にぶい批推棚砂:石英.細砂:ｲi典,伽閃石3外iii:･デ,ヨコナデ,内揃:ナデ・
lOYR7/3‘器肉:慨2.5Ⅷ7/6ヨコナデ

‘18s【)3古城喪？底部外面:慨7.5YR6/6‘内面:灰臼IOYH8/2,淵肉：柵砂:石英,白色粒.碓色粒，3外而:ハケ？一へラによるナデ.内面：
にぶい出惟101.R7/2細砂:石英.伽間ｲj．』･デ

.19SD3古城溌踊部外面:樋引R6/6,内面:樋5YH6/6,器肉:慨帆砂:白色粒.網砂:141色粒，3外而:ナデ.内面:利蒋のため不明刻目突帯1条

5YR6/6角閃石,石英

50SD3古城蝋瀬部外面:洩此柾10Ⅷ8/3,内而:浅黄柾10Ⅷ8/‘1，細砂:内色粒,伽間石,石英2外師:ナデ.内面:ナデ

器肉:禍灰l0YI{5/l

5ISI)3古喰蝋底部外砺:波批慨10Ⅷ8/‘1,内面;淡鯉.5Y8/‘1，磯:蜘色粒,棚砂:141色枇,石英，3外､i:ｿ.デ,内面:ー ヂ

器肉:灰白2.5V7/1鋤閃石,細 砂 : 曲 色 粒 , 石 英 ，

伽間石

52SD3古耽商坪杯部外面:明赤禍Z・別R5/6.内面:にぶい醐樋10Ⅷ棚砂:白色粒,細砂:伽閃石．2外仙i:ミガキ(－),内面:ナデ外面赤色甑料諭ni

7/2.器肉:灰曲10Ⅷ8/2弗 色 粒

53SD3古坑澗坪脚部外面:赤IOR,1/8,器肉:灰内:I0YR7/】Ⅷ砂:赤色粒,紹砂:伽閃石.石英2外価:ミガキ(一）外而赤色顔料溌怖

5‘lSD3古噛耐咋脚舗外面:にぶい樋7.5TR7/･I・内面:にぶい批概棚砂:赤色粒,細砂:伽閃石,石英2外而:ミガキ（1）.内而:ﾂﾞデ外而赤色緬料油布

l0YR7/2,器肉:伐慨l0YR8/6
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・I)-E地点）における発掘調査報告

2)SD4(Fig.45～48,PL.26～28)

SD4は，調査区東側に位置する。SD4上場ラインはⅥ層上面で検出したが，壁面層位(Fig.45B-B')観

察の結果,V層中から掘り込まれていることが判明した。

北西から南東方向に伸びるが，南側は撹乱によって削平され，北側は調査区外に伸びているため未検出

である。検出面での幅はl～1.2mだが,配管のため残していたベルト部分での層位観察によって,SD4の

幅は2m以上に及ぶことが判明した。深さは検出面から70cm,ベルト部分では最深部で1.2mである。

埋土は，以下のように11に分層できた。断面形はV字状を呈する。また，溝壁面上部に，小ピットを検

出した。ピットが多く検出した地点は，遺物がまとまっている範囲であり，関連するものの可能性もある。

埋土中上部から間層を挟むことなく多量の土器がまとまって出土した｡北側から南側へ傾斜しており,長

さ3.3mの範囲にまとまっている。土器は破損しており，上層は小片が多<,下ほど大きな破片が多い傾向

にある。中には，蕊など広口のものは複数個重ねているものもある。

埋土①：黒褐色10YR7/1シルト。1～3cm大のシルト含む。埋土②：褐灰色7.5YR4/1シルト。1～2cm

大のパミス含む。③と④が斑点状に混ざる。埋土③:①+③の混土。埋土④:10YR7/3にぶい黄燈色シ

ルト。埋土⑤：にぶい黄橿色lOYR7/3シルト。埋土⑥：黒10YR2/1シルト。埋土⑦：灰黄褐色10YR6/

2細砂層。埋土⑧：シラス2次堆積灰黄色2.5Ⅷ6/2細砂と灰黄褐色10YR6/2̂ 砂が0.5～1cm厚さの

縞状に交互に堆積｡埋土⑨:褐灰色lOYR4/1細砂まじりシルト｡埋土⑩:シラス2次堆積灰黄色2.5YR6/

2細砂。埋土⑪：埋土⑨に同じ。

一._溌孝、
~ヨ

止熱
A●ゅ

aL'

〆~霊

、

PL.27D地点SD4

左：遺物出土状況(上面)．右上：埋土①～③除去後，埋土④検出状況，右下：完掘状況
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付細郡元団地K-L-5-61/(中央図沸館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K・L-5-6区CI'央図書館C・，．E地点）における発掘調査報告

最上面小片除去後&m
彦
》

侭．
1徴△

R108 alO1
101

。107 。102
02

。106 。103

'03○
・

蝋
／ 、

ｋ
ハ
ク

－
Ｆ／

世

C

< DO 中子に重なっている土器群

（外）74一150底部→78（内）
（外）134→175（内） ③104

R105 ｡104

爾
罰４

可
78

図中ポイントは,Fifl.45と一致．図中数値は，遺物番号に一致．

乳
Fig.46D地点SD4遺物出土状況(1)S=1/30
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付糊in;元団地K-L-5-61/(t災Miド館C・D-E地ﾉ.'',における発掘洲在瀦if

最下面

I
△

。101
108 48

… ＝ 、鑑霞圧蝿

174

elO2R107

。103
。106

/／〆

鼎螺
屯■■

I＆、104

;霧
マ
６ｈ

』皇…鋤

図中ポイントは.Fig.45と一致.図中数値は，遺物番号に一致.上

部の遺物(Fig.46)に比べて破片が大きい．壷や高杯が目立つ． 鍵蟹：
§墨

零謂

P

曹恩．8紗.．
凸『

F－L穴

PL.28D地点SD4

上：遺物出土状況上面（南から)，2段目：遺物出士状況（南

西から>’3段目：遺物出土状況西側，下：上層の土器除去後の

遺物出土状況東側（南から）

Fig.47D地点SD4遺物出土状況(2)S-l/30
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における発掘調従報告付縞郡元団地K-L-5-61/(中央隈|苦館C・D-E地点）

＜

●

閏
I 1 I

・
無
１
Ｊ

噸
龍
尋
鋼
埜
埋
録
仔
国

句
局

つ
毎

●

●
~●

一
嘩
一

争
○
一
●

g扇●
ーー

守
一
《
● ●

マ
ー
斡

●
●

つ
向

属。

忠
一 忠

娠
廼
斡
津

１
１

い

1号
へ
の
一 １

１
１
１

（
師
一

一
●
ｊ
い
窪
●
▲０

－
銅
民
■
一
唖
一

一
１
⑭
の
一
行
も

一
一
○
一

一
口
Ⅱ
■
Ｑ
Ⅱ
Ｕ
・
■
■
色

、
一
四
● S●

一
旬
●②

一
角
□ ■

四
一
【

毎
面
●

●

●
、
句

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

●

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

●一
つ
一
●

一
つ
一
ａ

耐
唖
●

《
ぬ
●
一
面
●

一
・
一

●頃
・
一
●

の
句
一

こ
う

好
』、

●へ
争
一

鼎
ｍ

●
一
面

一
ｍ
一
● ●

一
幻
一

ヘ
マ
● ト

マ、

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‘
１
１
叩
Ｉ
Ｉ
Ｊ
一
胃
．

享
熱
凝
議
鴛
蕊
蕊
蓄
説

一
ｍ
一
Ｐ
■
０
■
■
日
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
８
■
日
日
日
日
０
■
■
０
■
Ｉ
Ｕ
Ｇ
日
日
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
８
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
８
■
■
■
■
８
８
■
■
０
』

匂
へ
一
●
・

Ｐ

（
》
四
一
〆
、
①

壷
四
一
〃
』
ず

四
ｍ
一

●
、

（
つ
一
や
つ
『
●

《
い

寺
中
、
、
〃
●

可
両
一
ｓ
叩
マ

、
、
〃

●
ロ

〆四
一
《
■

唾
、

Ｊ
園
唾
ｅ
小
昼
・
干
客
写
苫
あ
圏
侶
華

壁,忍殿屋⑲雲志

自
こ
あ
（
匡
斡
）
回
掴
達

匂
●
一

一
筆
一

専
二
出
国
個
叶

、

、 記写

毎
阜
』
●

,畠

舞
'勇
電

届
。
一

討
つ
一

一
や

争
蜘
●

鼎
の
一
●

”
毎
』
●

呂
一

、
一
一

命
寺
一

一
つ
●

、
‐
『
‐
‐
へ
④
●

〔
噸

一
四
一

亀
④
一
●
ザ
α
マ
ー
●
へ
今
一
●

‐
‐
、
冬
■
〆
四
一
四
●

胸
準
輸
篭
辞
蛎
《
》
《
鞠
尋
一
旨
．

●
●㈲

『

ｇ
こ
み
照
奏
如
蝋
蹄
Ｈ
ｇ
ｍ
睡
裂
ロ
等
命
匡

臓溌鰯§
鎚
罫

色
つ
一●今

胃

〆 Ｉ
Ｉ
Ｊ

一
睡
一

●
‐
Ｉ
ト
ー
ｌ
Ｉ
ｌ
－
ｒ
Ｊ

②
一

旬
吋
一

㈲
一
国

む
め
Ｉ
Ｆ
鍋
的

心
壁
華

ど
‐

＞
一J

I

ど
駒

｜
＜

44



付編郡元1N地K-L-5-6区（中央図番館C-D-E地点）における発掘調在報告

出土遺物

SD4から出土した遺物のうち，時期や器種などがわかる遺物数はTab.7のとおりである。遺物は，弥生土
器，古墳時代の土器，須恵器，叩き石，剥片石器，砥石，軽石製品などが出土している。
①弥生土器(Fig49,PL.29,Tab.8)

弥生時代中期の遺物が出土している。55～59は饗で,60は壷である。いずれも小片である。55～57は

口唇部がくぼんだ特徴があり，入来Ⅱ式の饗の口縁部であるo58は口唇部は丸いが,入来Ⅱ式と同時期で，
黒髪式土器の影響を受けたものだろうと考えられる。59は口縁部下の絡縄突帯である。60は壷の肩部付近
の突帯部である。比較的シヤープな断面三角形状を呈する。

②蕊(Fig50～55,PL.30～36,Tab.9～12)

SD4の出土遺物の中でも，妻の破片数は多量だったので,特徴的なものを抜粋して掲載した。喪は，いず
れも口縁部が広口で脚台を持つタイプで，ほとんど1条の絡縄突帯を持つ。笹貫式である。

61～67は口径が30cm前後で，体部がやや横方向に膨らみながら口縁部に向かって立ち上がる形態を呈

するものである。61～65は口縁部が比較的外に開くタイプである。61は，体部の大きさに比べると，脚

台がやや小さい。口唇部の一部が肥厚している。内面には，外面突帯部よりやや上のラインから下の器壁

が摩滅している。このような特徴は，他の喪にも見られた（66．69-70)061．63-64は他の土器に比べて

器厚が薄い。66.67は口縁部が直立するタイプである。66は口唇部から外面突帯部までの長さが，やや長

い。67は器高が約37cmと他の妻に比べると高いタイプに属する。口縁部外面に，破裂痕のような不定形の

剥落が横方向に並んでいる。

68～73は，口径が30cm前後で，胴部から口縁部に直線的に開く形態を呈するものである。68は脚台部

内面天井部に，細長い一文字の突起が認められる。非常に粗雑な作りで，体部下半がゆがんでいる。脚台

の調整も粗雑で，外面に指で縦方向になでつけた痕が顕著である。体部外面に2か所，内面にlか所，脚

台内面にlか所，細長い楕円形の粘土を貼り付けた部分があり，ひびを直した補修痕と考えられる。この

ような粘土貼り付けによる補修の痕は71.108.163･'66.169.201と各器種にわたって認められた。69は，

口縁部が直線的に開く形態を呈するが，一部ゆがんで内湾している部分がある。外面には，輪積みの痕が

顕著で，器面の凹凸が著しい。72は比較的薄手作りだが，器厚が一定せず，内面の器壁が特に波打ってい

るo73は，口縁部外面の突帯より上部の器厚が少し肥厚している。

Tab.7D地点SD3・SD4種類別遺物出土数
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完形 体部 口縁 胴部 底部
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高坪
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計

SD4 6 8 3 151 195 113 13 7 6 29 18 5 5 9 33 4 123 4 8 2 4 2 36 784

SD3 17 32 22 6 1 4 4 11 1 98

計 6 8 3 168 227 135 13 7 6 35 19 5 5 13 37 4 134 4 8 2 4 2 37 882



付縞郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C-D．E地点）における発掘調査報告

74～79は口径が約25cm以下で，小型のタイプである。74は口径は28cmと大きいが，器高が低い。75-

76は外面に突帯を持たないタイプだが，本来突帯を付ける位置ぐらいに，粘土帯の接合痕明瞭が残ってい

るものである。76はそれ以上が少し肥厚しており，ゆるやかな段を有する。どちらも器面調整は粗雑であ

る。75は脚部を欠損しており，その接合部のユビオサエ痕が明瞭に残っている。77は低脚の底部を持つタ

イプである。78は体部のプロポーションが少し膨らみ，底が広いタイプである。脚部も幅広い。79は，口

縁部が内湾するタイプである。これも，全体的に作りが粗雑である。外面の縦半分が剥落している。

80～84は口縁部片である。84は器壁が5mm以下と薄く，胎土も妻によくある砂粒が多いものではなく，

高杯などの胎土のように，精綴なものである。

85は口縁部下の突帯部分で，1条の絡縄突帯の両端を著しくずらしたものである。これほど突帯の端が

ずれているものは少ないが，66．67．74．82などのように蕊によく見られるものである。

94～132は脚台もしくは脚部である。94～105は脚台内面天井部が飛び出しているタイプである。丸底

を呈する体部の外側に脚部を付けた結果であることと，脚部との接合部を強く指で押さえて脚台内面の中

心部が飛び出す形態を呈するようである。107～126は天井部が平坦なもので,平底を呈する体部の外側に

脚を貼り付けたもの，さらに脚部との接合部に粘土を足して,天井部をドーム状に仕上げたものがある。こ

れには，低脚のタイプ(117-121～123．126）と，細長いタイプ（124.125）のものも含まれる。

127から132は脚部だが，ほとんど体部との接合部やその付近で欠損したものと思われるo131.132は薄

い作りで,端部の仕上げもシヤープなことから,鉢などの翌とは機能の異なる器種の可能性も考えられる。

③鉢(Fig.56,PL.37-38,Tab､13)

鉢には様々なバリエーションが認められる。ススが付着するものがあるなど，用途も一様ではないと推

定できる。133は喪に類似した形態のもので,外面にススが付着していることから，小型の煮沸具として使

用されていたと考えられる。134.135は，少し内湾気味の口縁部で，脚台がつくものと上げ底状のもので

ある。どちらも，外面口縁部下に粘土帯を貼り付けた名残を残す。ちょうど，喪では突帯の位置であるこ

とから，意図的に残したものと考えられる。137も同様な特徴を持つが，非常に広口で浅い形態を呈する。

底部は端部を細くつまんで，脚部のように仕上げている。外面の一部に縦方向の細い工具による粗いミガ

キ状のナデ痕があり，その裏側にも同様な調整を施している。内面は縦にひびが認められることから，こ

れも焼成前に入ったヒビを工具でなでつける事によって補修した痕であると考えられるo

136は若干外湾する口縁部と脚台を持つ｡外面の一部に赤色顔料の付着が認められるが,これが意図的に

付けられたものかどうかは判別できない。138.139は胴部が膨らみながら立ち上がる広口プロポーション

で,底部は端部をつまんでわずかに張り出させ,脚台状を呈する。140は直線的に開く口縁部を持つもので
ある。

141～143は，平底で直線的に開く口縁部のものである。143はやや粗雑なつくりで，サイズも少し小さ
めである。

144はいわゆる「手づくね土器」で，ユビオサエ痕が明瞭で粗雑なつくりのものである。器壁も厚く，底
面もユビオサエによる凹凸が著しい。

④壷(Fig.57～64,PL､39～46,Tab.14～18)
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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PL.29D地点SD4出土遺物(1弥倖十器

Tab.8D地点SD4出土遺物観察表(1)弥倖士器

胎’

此暦種別器穂部位 色闘 砂粒の

多さ

畷醗 愉考
混和材

65SD4弥生奥側線部外面:にぶい梱7.5YR7/6,内面月にぶい栂7.5VR絹砂:石英.角閃石

7/4,器肉:褐灰7‘5YR6/l

56SD’j弥生寵口総部外而縫5YR7/6,内面:催5YR7/6.器肉:侶灰粗砂:石英,角側布,赤色粒，

7.5YR6/1細砂:石英.角lXl､荷,赤色粒

57sl)､I弥生蝋【｣縁部外面:灰黄禍lOYI(6/2,内l耐:にぶい慨7.5YI（机砂:石英,赤色粒,細砂:石英，

7/‘1，器肉:灰渦7.5YR6/2、閃石,赤色粒

58SD1弥生兜口縁郁外面:灰災禍lOYR'1/2.内面;灰黄禍10V職/2，椛砂:鋤閃石.石英‘白色粒，

器肉5黄褐lOVR5/6細砂:角閃石.石英

59SD4弥生？礎？胴編外面:にぶい樋7.5YR7/,1,内面目褐灰10YR･I/1，粗砂?白色粒,石英,細砂:石英，

器肉:にぶい醐椛1(ﾊ，R7/2角閃石

60s【)‘l弥生敬？胴上部外面:慨5YR6/6,内面:にぶい樋7.5YI{7/3，磯:白色粒,粗砂:.荷英,角閃石，

？器肉晋茂灰Z,5Ⅶ/I白色粒｡細 砂 ; 打 英 ‘ 赤 色 粒

3外I繭:ナデ,口唇部ヨコナデ,内面：

ハケ(、）・ナデ(－）

､1外I術:ナデ･ヨコナデ.内Iii:ナデ

3外l肺ナデ･ヨコナデ,内1m:ナデ外面スス付軒．

4外面:ヨコナデ

3外面:ナデ･ヨコナデ,内面:ナデ三角突帯2条.外面スス付着．

‘1外而:ナデ･ヨコナデ,内面$ナデ三角突Wf2条.赤色顔料塗布か‘
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付編郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調在報告
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付編郡尤|Ⅱ地K-L-5-6K(中央例,'rfiiiC-D-E地点）における発掘調査報告
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付謡郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡尤m地K-L-5．6区Cl>央図諜館C-D．E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K・L－5．6区（中央図書館C・D-E地点）における発掘調査報告

Tab､9D地点SD4出土遺物観察表(2)古墳時代の蕊

胎土

出届轍別器職部位 色訓
混和材

砂粒の

多さ

剥離 備靴

61s､4古城吏完形外面:にぶい樋7.5YR7刈.内面にぷい批抵lOYR棚砂:白色粒.赤色粒,灰色粒，5外面:口縁部ハケ(一)一ナデ(一)，格縄突帯1条.内旺砺.お･こび

7/3.器肉:禍灰iOYR6/1石英.砂:石英,角閃石,赤色粒．胴師ハケ(一)(、)一ナデ(－)(、)．外面上半師にスス付狩．口径

白色粒,M1色粒.細砂:白色粒，脚台ハケ(／)．内而:I:】織部ハケ30.8回.推定器商3‘1，，

Ml色粒（－)(、)一ナデ，胴師ユビオサエ．

脚台内部ハケ(、)．

62s､』I古堀喪口縁郎外面:掲灰10VR‘1/1.内而:浅黄樋lOYR8/3，磯:肌色粒.、砂:石英,白色粒4外砺9口唇郎ヨコナデ,胴部ハケ→絡縄突帯1条.内外而ともにスス

ー胴部滞肉:灰白l0YR8/I細砂:石英,角閃石,白色粒，ナデ,内面;口軽部ヨコヅ･デ.胴部ハケ付粉.外面,l/2は炎而剥稚．

赤色粒,肌色粒．一ナデ(、).突帯は絡縄に整形のち内面は胴下半部が剥緋.口径

上面ヨコナデのため.三角突帯状．（勉径28.0画.腿径:29.2頭）

63sD‘l古帆喪口織部外面:灰批褐10V恥1/2に顛似,内面:にぶい柾磯:白色粒,照色粒,棚砂:石英.l外而:ハケ(？)のちナデ･ヨコナデ絡縄突蹄1条,内緬下部および

～閏.l郷7.5YR6/･1.器肉:掲灰l0YR5/I白色粒,赤色粒,細砂:石英,角内面:ハケ(、)→ナデ外而にスス付務．『1催(短掻：

閃石.白色粒,赤色粒．28.8麺,長径29.7画)，

6.lSD4古柵喪口繊郎外面:にぶい批柾10YR7/3に顛似,内面:にぶい砂:角閃石,石英,赤色粒,細砂：‘1外面:ユビオサエ．内面:ユビオーサエ．絡縄突帯1条．外面:スス付着．

～開上部闘椛l0YR7/3.冊肉:細灰 1 0 Ⅷ 5 / 】 無 色 粒 ナ デ ( 一 ) ． I r 1 齢 3 1 . 2 画 ．

65s腿古蜘受口緑部外面:灰黄侶10YR4/2に類似,内面:にぶい黄柾磯:禰英.肌色粒,赤色粒,Ⅷ砂：5外面:ハケ(、)一ナデ.内面:ナデ絡範突怖1条.外面スス付端，

～朗上郁l0YR7/2に顛似.既肉:幽灰2.計5/1石英,測閃石,黒色粒.白色位内面全体剥落.口僅29.9m

細砂:福共.倣閃石,肌色粒

66s晩古塊喪完形外面:浅黄柾10Ⅷ8/3,内面:浅黄樋10Ⅷ8/3，粗砂:打英,白色粒,赤色粒．3外而:口縁部太めのハケ(／)(－),胴絡蝿突併1条,内底面,および外

器肉:褐灰10YR5/1細砂:禰英,阿閃石部ハケ(I)一ナデ,脚師ナデ(一)，而上半師にスス付職内面,口縁
内面:口緑部ナデ(－).胴稲ハケ(、）稲下約5画の部位から災而剥落．

・ナデロ催29.0函,唯経12.2m‘器高

“.Ocm

67SD4古1，兜定形外面:にぶい伐冊lOYR3/2.内而:洩出紐7.5VR顕:白色粒.棚砂:石英.白色粒‘5外航:に1暦部ユピオサエ･ヨコナデ．緒縄突僻1条.内底面.および

8/‘1.器肉:淡黄柾7.5Ⅷ8凋一鼎色粒.赤色粒.紹砂:苅閃石，胴郎:ハケ(、)→ナデ(／)･ヨコナデ：外面上半郎にスス付箭.口縁

白色粒.肌色粒脚部:ハケ（1）一ナデ血･ドに不定形の剥緋が他ぷ・

口掻28.3cm,底径10.6c、

器商37.3函

68SD1古帆受定形外面:浅黄柾7.罰R8/･1に類似.内面:幽柾l0YR粗砂:白色粒.角閃石絹砂:町閃5外面:口唇部ナデ<一),ユビオサエ．締蝿突帯1条.内底面,および

2/2.器肉写灰飼掲lOYR5/2石,石英,赤色粒胴師ナデ･ヨコナデ.脚郎ナデ（1），外面上半部にスス付狩.補佐

脚台内郁ハケ打ち込み(I司心円状に）川の紫地貼り付けあり‘

口携29.6画,旋幡

10．2車,器調33.7函

69sD＄古喰喪口緑師外面:淡樋5YR8/‘1,内面:灰黄掲l0YR6/2に

～底部顛似,器肉:褐灰l0YR6/]に類似

磯:軽禰.棚砂:軽石.伽閃禰，

白色粒‘絹砂:角IHI石,石英,赤

色粒

70s脚古坑菟口総郁外面:灰澱偶10VM/2,内面:浅斑樋lOYR8/3棚砂2苅閃石,石英,赤色粒．

～胴郎器肉:茂灰2.5Y6/1砂:角閃石,石 英 , 白 色 粒 . 細 砂 ：

熟色位

71s“古棚喪ロ緑師外而:照褐l0YR3/2に類似,内面:灰白10YR8/2磯:禰英‘肌色粒,棚砂:石英，

～胴師器肉:灰白l0YR8/2角閃石,肌色粒.赤色粒‘細砂：

石英,角閃石

72s肌古塊喪口緑師外面:褐灰】OYR4/],内面:洩黄柾10Ⅷ8ﾙ1.器肉柵砂:禰英,細砂:石英,伽閃石．

～胸下郎柵灰lOYR6/lに餓似白色粒,赤色粒．

7 3s脚古澗

52

受定形外面:にぶい幽柾IOYR7/3に顛似.内面:にぶい磯:白色粒,棚砂:白色粒,肌色粒，

柾7.5YR7/‘1,器肉;7.5YR7/･1に顛似．石英,此INI石.砂:灰色粒.肌色粒

細砂:肌色粒

3外、:Ⅷいハケ(、)→ナデ<、),内面：絡蝿突締1条.内面.ド部および

ハケ(、)のちナデ(－）外面にスズ付鞍.内面,【冒】縁下約

・1mから全面.斐面剥離.口径

（短掻:29.0cm,促描30.;1cm）

5外澗:、縁郎ハケ(、)･ユビオサエ．胴絡縄突緋1条．外面:スス付軒．

部ハケ(、)．内面:口線郎ハケ(、)．内面:ロ縁師以下剥藩.1ｺ経26.1重．

4外面:に1唇部ヨコナデ.胴部ハケ(、）

一ﾂー ヂ,内面:ハケ<、)→ナデ

‘1外而:ハケ(／)一・ナデ,内面:ハケ(／〕

一ぅ･デ(一）

5外面:口縁郎ハケ(一)(、〕･ユピオサ

エーナ夷隅部ハケ(一)(、)･ユビオ・

サエ一ナデ(、)．内而:口縁部ハケ

（一)(、)一ナデb胴郎ハケ(一)(、）

・ユピオサエーナデ．

絡縄突緋1条.外而にスス付識

内外面に補修用の粥地貼り付け

あり.約1/3残存.推定、径28.2画

絡蝿突僻1条,内面下部および

外面にスス付若.約1/‘1般存．

推定口径28.2函

絡縄突締1条.外面にスス付看．

口掻31.4麺．



付細郡元団地K・L－5．6区CI'央|郡1ド館C-D-E地点）における発掘訓在報告
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付繍郡元団地K-L-5-6区（中央図,'f館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元|洲地K・L-5-6区（中央図mac・，．E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付綱祁元団地K-L-5-6区（中央図番館C-D-E地点）における発掘調盗報告

Tab・10D地点SD4出土遺物観察表(3)古墳時代の蕊

蜘肘轍別器鮪部位 色剥

74sD,1古帆促口線部外耐:伐柵lOYR8/6,内､i:にぶい椎10Y妬/‘1，
～底部器肉:掲灰lOYR6/I

75”I古j、提I且1緑部外面:灰蛍7.5YR‘l/2,内面:灰黄禍10Ⅶ5/2．

～底部器肉:にぶい樋引R6/,1

胎土

混和材

磯:布英,Ⅷ砂:伽閃石,白色粒，

赤色粒,細砂:禰英,角閃石，

曲色粒,ルミ色粒

観:幡禰.Ⅷ砂:角閃禰.石英．

白色絃,絹砂:角閃石.石英，

76SD4古堀更定形外而:投出鯉7.5Ⅷ8/6,内面:明髄褐I0YR7/6Ⅷ砂:角閃調.石英,白色粒，

に顛似.僻1判:投出柾10Ⅷ8/･Iに甑似．赤色粒.細砂:伽閃石,調英

77sD･l1Ii蝋悦完形外航:没伐椛10Ⅷ8/･1,内而:にぶい衡随l0YR

7/3,器肉:禍灰IOYR5/1

78SDI古j、蝿定形外面:灰白7.5Y鵬/Z・内面:没批樋10Ⅷ8/3に

顛似.蹄肉:灰白lOYR8/2

礎:灰色粒,棚砂:白色粒,肌色粒．

石英,砂:祈英,伽閃石,白色粒,細

砂:曲色粒,M↓色粒,透明粒

#1砂:赤色枕,灰色粒.伽閃禰，

白色粒.砂:石英,角閃石.白色粒

絹砂:曲色粒.鼎色粒

79s[〕･1門堀兜完形外而:洩出2,5V7/3に甑似,内而:にぶい蛍椛にWl砂:角閃調.石英,白色粒,赤

顛似,器肉:細灰10Ⅷ5/1に顛似色枇.細砂:角閃石,白色粒

80”＄古城拠口縁師外面:灰出褐10Ⅷ･1/2,内im:灰白2.5Y8/Z，顔:白色粒.棚砂g角閃石,石英．

～胴上器肉:灰白2.訓7/I絹砂:伽閃石

8ISD･I古城拠口緑部外面:にぶい闘椛10Ⅷ7/3.内面に黒い黄樋銅:1?I色粒.石英.赤色粒,粗砂：

loYR7/‘1.器肉:禍灰10Ⅷ6/】に顛似布英.伽閃石.闘色粒.細砂:側閃

イi,M1色粒

82SD1ilijn児口縁部外面:洩幽柵10Ⅶ8/3に顛似,内面:没黄樋礎:郁禰,禰英,白色粒,柵砂：

l0YR8/3に剛似’鼎肉:批灰2.5Y‘1/I布英‘角閃石,白色粒,赤色粒

細砂:石英,白色粒

83s’4古ln拠口橡部外面:にぶい出概l0YR7/2に顛似,内而:灰白棚砂:白色粒,砂:石英,側閃石

～胴上部lOYR8/2に剛似,器向:灰白lOYR8/2に甑似細砂:胤色粒

84s0．1古順児口繊離外面:禍灰10Ⅷ5/1,内面:樋7.5YR7/6,器肉：棚砂:赤色柚,石英.角閃石

～胴上部灰白IOYR8/2

85”1古晩拠胴部外面:灰黄佃】0Ⅶ5/2,内面:灰白IOYR8/2Ⅷ砂:白色粒,角閃石.絹砂さ

器肉:禍灰10Ⅷ‘1/1イ『英, 角間ｲi

86sDl打帆奥胴上部外面x淡赤柾2.5V7/3,内而:にぶい樋7.5YR7/3磯:蝋色粒,白色粒,粗砂:石英．

～下部に賊似.器肉禍灰10YH5/1鮒閃打,白色粒,赤色粒.細砂：

角INI打,白色枚

87”,16ﾅ『晩蝿胴部～外而:灰白loY伽/2,内而:にぶい黄概10Ⅷ7/3棚砂:白色粒,砂:角閃石,石英，

庇部器向:灰謄110Ⅷ8/2白色粒,細砂:叫色粒

88s､･1門畑礎胴上部外面:投出冊l0YR8/’1.内面:灰黄褐lOYR･1/2．顕:,術英,柵砂:石英,角閃石．

～底部器肉:にぶい出佃l0YR7/,！白色柁,砂:禰英,角閃石．

白色粒.灰色粒.紹砂g白色粒，

Ⅲ色位

89s0.1古噛聾胴上部外面:にぶい伐侭101.R7/3に甑似,内面:灰白棚砂:白色粒.灰色粒,石英,伽

～旺祁IOYR8/2.鼎肉:棚z､5YR7/6閃石,砂:川閃石,石英,絹砂：

棚色粒

90s､､1古堀兜庭師外而:灰白2.5W/1,内而:灰白lOYR8/2,器肉：砂:川H1布.石英.白色粒,細砂：

灰白lOYR3/2M1色粒,白色粒,透Iﾘ1粒

91s､’1古域蝿底部外面:慨2.5Ⅷ6/6.内而:仙灰lOYR‘1/1,器肉：磯:猫英,帆砂:石英･角閃石.白

出灰2.5Y5/1也枕.M1色粒,砂:石英,珂閃石，

絹砂:Ⅲ色粒.透明粒

92sI).1打j、兜睡編外面:灰鯉OYR8/2.内緬:灰白lOYR8/2，鶴:白色粒.灰色粒.砂:阿閃石．

器肉:灰白lOYR8/2赤色粒.禰英,白色粒,緒砂：

M1色枚.透明粒

93SD1I輔、兜底部外面:洩批樋7.5V鵬/･1，内面:洩黄柾101‘R8/3，帆砂:側閃禰,侮英,赤色粒，

器肉:洩黄慨10V齢/:1細砂:伽閃石‘石英

砂粒の

多さ

調離 備琴

‘l外而:口幡部ヨコナデ,胴部ケズリ(、)，絡細突細条,外而スス付職．

ハケ→ナデ,底部ハケーナデ(、).内面：ナデ調雛は粗く，ケズリが肌:Wに

’二I織部ハケ(、)(／)一ナデ.胴～庇部残る．

ケズリ(、)(／>一ナデロ経28.0m

･I外面:側聯部ナデ(一),ハケ(、)→ナデ脚台のみ欠棚.脚台接合稲の

胴部ハケ（1）→ナデ.底部ﾂ･デ(一）揃噸侭顕蕃.口径(農経25.5m．

内面:上部ハケ(一),下郎ハケ（1）一通経24m)底径6.0m．

ナデ

3外面:側線部ハケ(、)一ナデ.胴師ハケ内旺而および外面上半部に

（1）一ナデ.ケズリ状のハケ？内､i：スス付粉.I]径23.8c回.庇概9.8

側線部ハケ(、)一ナデ‘胴部:ケズリ状に､,器商28.1函

のハケ（｜）→ナデ

5外禰:口織部ユピオサエ.胴部ハケ(、)，鴬i細突細条．胴郡上半にスス付聯．

内而:I]靴～胴部ハケ(、)･ユピオサエ内面に鼎班あり．口経23..km,器間

25,k画

3外面:口縁部ハケ（1）→ナデ（｜），絡縄突播1条.内底面.および

胴部ハケ(、)･ユピオサエ･ナデ(一).外而上半部にｽｽ付諦.口経

脚台ﾅー ヂ(一)．内面:口靴師ナデ，23m，底径9.4画，器商25,2画．

胴部ユピオサエ･ナデ(、)，庇師ハケ

（｜），脚台内部ハケ(、)．

’1外而:胴部ﾅ･デ（｜）,脚部ナデ（1），絡抑突粥1条.外面上半部のみ

（一).内而:1ｺ唇部ヨコナデスス付輔.突播部l/4のみ残が.

外面上半砺はlf1全面剥離．

I刈豊21.2Eﾛ,唾径8.6函,瀦商

27．6函

3外面:ナデ,内面:ハケ(？〉一ナデ(、）絡縄突瀞1条,外面スス付務．

推定口径20.6m

3外而:ハケ(、)一ナデ,内面:ハケ(、〉結縄突帯1条,外面スス付軒．

→~r寧なナデ推定口授23.0画

局外1m:(？)→ナデ,突締部j川囲

ヨコナデ,工具によるナデ,内面:I;】聯

部ヨコヅ･デ,全体ナデ

5外面:胴部ハケ(、)･ナデ．内伽:口

織部ユビオサェ･ナデ．

2外面:ハケ(、)一ナデ,内面:ハケ(、）

一ナデ(、）

‘1外面:ハケ(、)→ナデ,内面:ナデ

絡蝿突桁1条.約1/‘1残ｲf

推定口掻25.8cm

三角突帯1条．外面:スス付粉．

11鎧:25.5画．

緒縄突時1条.外面スス付桁．

紫地は薄手で附製されている．

絡蝿突搭1条.外面スス付軒．

1外而:ハケ(、)（1）一ナデ(、).”＆絡縄突帯1条,外而スス付斬

縦肌滞.内而:ハケー丁寧なナデ

6外而:胴部ハケ(、)．内閲:ハケ(、)・外面:胴部下半が剥蒋．胴部機

ユビオサエ．2.1.0函．

5外面:ハケ（｜）一ナデ(、）内而:剥落が密しい胴稲.ド半

スス付着．

5内面:ハケ（｜）(、） 外面:剥落が薪しい、内面:胴侭

下半剥落．

‘1外耐:ナデ(－)．内面:ハケ(／)･打ち脚台への接合波明瞭．

込み侭あり･ナデ(／)．

6外面:ハケ(－)･打ち込み拠あり･ナデ外面:脚部への接合痕あり．内面

（1）．内面:ナデ(／)．全面にスス付輔．

2外面:ユピオ･サエ･ナデ(－)．内面:ナ脚部への接合痕明瞭．

デ(、)．

細外而:ハケ（｜）一ナデ,内面:ナデ
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付編郡元団地K-L－5-6区（中央図i'l-IiC-D-E地点）における発掘調在報告
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付編郡ﾉLNIJHiK-L-5-6区CI'央gmmc-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元|洲地K-L-5-6区（中央図普館C-D-E地点）における発掘調査報告

Tab.11D地点SD4出土遺物観察表(4)古墳時代の翌

迩 層穂別器樋部位 色岡

94S04古墳吏胴部～外面:浅黄樋l0YR8/3,内面:灰白l0YR8/2,器肉
脚部：灰白10YR8/2

95SD1古城喪胴下部外面:灰白2.5Y8/2に顛似,内面:灰白lOYR8/2

～底郁に類似,器肉:2.5Y5/lに顛似

96SD4古境受胴下部外面:浅黄栂lOYR8/3,内面:灰黄禍lOYR5/2，

～脚部器肉:にぶい黄柾10Ⅷ7/2

97SD4古壇奥底部外面:灰白lOYR8/2,内閲:灰白lOYR8/1.器肉

：黄灰2.5Y5/l

98SD･1古填曳脚師外面:灰白2.5Y8/2,内曲i:灰白lOYR8/2，

器肉:樋2.5YR7/6

”SD1i1f城奥底部外面:灰白lOYR8/2,内而:浅黄樋10YR8/3，
器肉:樋2.5YR7/6

l“SD4古噛奥底邪外面:灰白2.5Y8/2,内【耐:灰白2.5Y7/1,器肉：

黄灰2.5Y6/I

101”＄古墳受底部外面:浅薗檀7.5YR8/4,内面:灰白lOYR8/2，

器肉:灰白2.5Y8/2

lO2SD1古城曳胴下部外面:浅黄栂l0YR8/4,浅黄栂7.5YR8/4．器肉：

～脚部褐灰7.5YR6/l

103SD4古墳奥底部外面:灰白lOYR8/2,内而:にぶい貴橿lOYR7/4

器肉:掲灰IOYR6/1

10．1s､‘1古頃吏胴下部外面:浅黄樋l0YR8/3‘内面:灰黄禍lOYR5/2．

～脚部器肉:樋2.5Ⅷ7/6

105s04古頃奥胴下部外面g灰白lOVR8/2,内而:浅黄樋7.5YR8/3．

～脚部器肉:褐灰7.5YR6/l

106SD4古填吏胴下部外面:浅黄柾10YR8/4.内面:灰貨褐10YR6/2に

～脚部類似,器肉:灰白10Ⅷ8/I

胎土

混和材

磯:白色粒,帆砂:禍英,角閃石．

胤色粒,赤色粒.細砂:角閃石．

白色粒

粗砂:白色粒.〃§色粒,砂:石英，

角閃石.白色粒,細砂:黒色粒．

白色粒,透Iﾘ1粒

粗砂:側閃石,ｲi英‘赤色粒，

細砂:角閃石.イi英,赤色粒

隈:肌色粒.棚砂:角閃石.石英．

赤色粒.紹砂:伽閃石

粗砂:角閃石,砂:角閃石.石英，

紹砂:肌色粒

帆砂:石英,砂:石英,角閃石，

赤色粒,白色粒,細砂:肌色粒。

透明粒

磯:白色粒,籾砂:白色粒,石英，

角閃石,灰色粒,砂:石英,角閃

石.赤色粒,細砂:照色粒。

透馴粒

優:白色粒,側砂:角閃石.石英，

白色粒.細砂:伽閃石,石英．

赤色粒

磯:白色粒.粗砂:角閃石,白色

粒,赤色粒，細砂:伽閃石,石英

磯:白色粒.Ⅷ砂:石英,砂:石英

角閃石.細砂:M↓色粒,透明粒

制砂:石英,角閃石,細砂:石英．

角閃荷

籾砂:角閃ｲj,石英,同色粒．

絹砂:角閃行,石英,白色粒

砂:石英.角閃石,白色粒.細砂：

胤色粒

l07SD4古噛蝿胴~脚郎外面;柾2.5YR7/6,内而:洩伐樋10Ⅷ8/3,器肉：籾砂:ｲi英,白色粒.細砂:石英，

黄 灰 2 . 5 Y 4 / l に 顛 似 角 閃 石 ,血色粒．

108sⅨ古戦彊胴下部外面:浅黄柾lOYR8/3.内面:洩伐栂lOYR8/4，

～脚部器肉:灰白IOYR8/1

109sⅨ古填曳胴下部外面:にぶい柾7.5YR7/4.内面:浅黄樋IOYR

～脚部8/3,器肉:掲灰】0Ⅷ8/l

110SD4古頃奥胴部～外面:灰白lOYR8/2,内面:灰白l0YR8/3.器肉：

脚部浅黄樋l0YR8/I

lllSD4占噴曳胴下郎外面:浅黄柾l0YR8/3.内而:浅黄栂lOYR8/4，

～脚部器肉:lOYR8/2

112s“古頃聾胴下部外面g外面:淡柾5YR8/‘1,内面:灰白lOYR8/2．

～脚郎器肉;褐灰l0YR5/I

113SDI古墳吏胴下郎外面:浅黄栂lOYR8/3,内而:にぶい歯柾l0YR

～脚部8/3.器肉:浅黄概7.5YR8/･I

粗砂:角閃調.石英.白色粒．

赤色粒.細砂:角閃石,石英．

白色粒

砂:角閃石.石英,絹砂:肌色粒

粗砂:肌色粒.砂:角閃石,石英

細砂:M1色粒

磯:白色粒,Ⅷ砂:角閃石,荷英，

細砂:角閃石,イi英

碗:軽石.肌色粒,粗砂:角閃石，

石英.肌色粒.白色粒.紹砂：

角閃石.石英

隈:白色粒.籾砂:角閃石,石英．

白色粒.細砂:角閃石,石英

砂粒の

多さ

詞整 備考

4外而:ハケ(？)一ナデ（｜）内外而ともにスス付著

内面:附滅のため不明瞭,底面ナデ庇掻11.2m

3外面:ハケの打ち込み痕あり･ナデ(一）外面:－．部赤変している．脚台との

（｜)．内面:ハケ(、)･打ち込み痕あり接合螺明瞭．脚台内面の中心が

・ナデ(、)．盛り上がる．

.I外面:ハケ一ナデ(／)(－),内面:ハケ内面,および外面上部スス付荷．

（－)→ナデ

4外耐:ナデ(一).内面:ナデ

4外面:ナデ(一)(／)．内面:剥落．脚台内而の中心が突出する．

2外面:ナデ(、)．内面:ナデ(－)(、)．脚台への嬢合瓶明瞭，脚台内面

の中心が盛り上がる．

3外【iigナデ(－)．

3外面:ナデ(－).内面:ナデ

脚台内面の中心が盛り上がる．

脚部への接合痕あり．

3外面:ハケ→ナデ(、)，ヨコナデ，庇径10.gcp

脚台内部:ハケ(－)一ナデ

I外面:ナデ(一)．内面:ハケ(、)･打ち外面:M1班あり．脚台への接合痕

込み痕あり･ナデ(－)．明瞭．脚台内面の中心が盛り上が

る．

･1外面:ハケ（｜）一ナデ（1）(－),内面：内而スス付軒.底径9.5画

ナデ

4外歯:ハケ（｜）(、)→ナデ(－)（1）．内面スス付秘.旺径9.7画

内而:ナデ

3外面:胸部下半ナデ（｜）(－)(／)．胴師と脚台との接合痕が明瞭．

脚台ケズリ（1）．内面:胴部下半ハケ旺径:10.2m．

（1）→ナデ．脚台内部ハケ（｜）．

3外面:ハケ（1）→ナデ（1）,内面：外面スス付韓,脚台接合部で

ハケ(、)→丁寧なナデ,脚台内部:ハケ破棚.庇掻10.4m

→ヨコナデ,天井部はハケ打ち込み痕

明瞭，

4外而:ハケ(、)→ナデ(－)(、).内面：外面に補修川の索地貼り付け

ハケ→ナデ(、).脚台内部ハケ→ナデ痕あり.庇径10．4cロ

（、）

1外面:ハケ(、)･ナデ(－)(、)(／)．外面:肌班あり．胴部内面:接合

内面:ユピオサエ･ナデ（1）(－)．痕あり．庇径:8.9c回．

5外面:胴部ハケ（｜）→ナデ．脚台ユビ外面:胴下部以上にスス付着．

オサエ･ナデ．内面:胴部ハケ（｜）庇径:9.5c回．

（／)･ナデ･ユビオサエ．脚台内部

ハケ(－)．

4外面:ハケ(？)→ナデ(／),内面:へラ状底機8.8函

工風による？ナデ（1）

4外面:ハケ→ナデ(／)(－),内面：庇椛10.3函

ハケ(、)→ナデ(一)(、）

3外而:ハケ（｜）→ナデ(一)（｜）.内面：内面,および外面上部スス付蒲．

ハケ(、)→ナデ(、）
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付編郡元団地K・L-5-6区（中央図番館C・D-E地点）における発掘調在報告
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付編郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C-D．E地点）における発掘調在報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

Tab､12D地点SD4出土遺物観察表(5)古墳時代の麺

脆 閣価別鴎稲部位 色飼

ll4SD4古頃更

1，5sⅨ古噛奥

底部外面:灰白lOYR8/2,内面:浅黄柾7.5YR8/4，

盟肉:褐灰lOYR6/1

底郎外面:灰白lOYR8/2,内面:黒褐lOYR3/1,器肉

：灰白l0YR7/1

116sⅨ古頃盛胴下部外面:浅黄柾7.5YR8/3,内面:浅黄檀lOYR8/3，

～脚郁器肉:歯灰2.5Y5/1

117sⅨ古頃喪底部外面:柾7.5YR6/6,内面:樋7.5YR6/6,器肉：

灰白10YR8/2

胎土

混和材

粗砂:角閃石,石英,白色粒，

絹砂:角閃石.石英,白色粒

磯:灰色粒,赤色粒,粗砂:灰色

粒,赤色粒,角閃石,砂:石英，

角閃石,細砂:肌色粒,透明粒

粗砂:角閃石,赤色粒,細砂：

角閃石,石英

粗砂:赤色粒,砂:白色粒,石英，

肌色粒,細砂:肌色粒､透明粒

ll8SD4古墳喪底部外面:浅黄椎10Ⅷ8/3に類似,内面:浅黄2.5Y碗:白色粒,灰色粒,粗砂:石英，

7/3,器肉:灰白lOYR8/2灰色粒‘砂:石英,角閃石.絹砂：

黒色粒,透馴粒

l】9SD4古填亜底郎外面:にぶい黄柾lOYR7/3,内面:浅黄柾lOYR礎:肌色粒,粗砂:角閃石,石英．

8/4,器肉:灰白lOYR8/2細砂:角閃石.石英,赤色粒

120s隅古楓更脚部外面:灰白l0YR8/2,内面:灰黄2.5Y6/2に顛似，礎:赤色粒.灰色粒,白色粒．

塞肉:灰白2.5Y8/2粗砂:石英,灰色粒･白色粒.砂：

角閃石,石英,白色粒,紹砂:肌

色粒

121SDI古墳奥脚部外面:にぶい黄柾10YR6/3,内面:にぶい黄柾礎:白色粒,赤色粒,籾砂:石英，

lOYR6/3.鰐肉:灰褐7.5YR6/2肌色粒,白色粒,細砂:角閃石，

石英

122s四古填曳胴下郎外面:灰白2.5Y8/2,内面:褐灰10YR6/1，粗砂:角閃石.石英,砂:角閃石，

～脚部認肉:褐灰10Ⅷ6/1石英,赤色粒,白 色粒,編砂：

黒色粒

123sⅨ古填更か鉢胴部～外面:灰白10Y館/2,内面:灰白l0YR8/2,盟肉：組砂:角閃石,白色粒.細砂:角

脚部褐灰10YR6/1閃石,白色粒, 石 英 , 赤 色 粒

l24SⅨ古頃受胴下部外面:柾2.5YR7/6,内面:灰白lOYR8/2,器肉：粗砂:石英,角閃石,細砂:石英，

～脚部褐灰l0YR5/I角閃石

125s､＄古頃喪脚部外面:にぶい栂5Ⅷ7/4,内面:浅黄催7.5YR8/4粗砂:白色粒,赤色粒,砂:石英．

器肉:黄灰2.5Y6/1角閃石‘白色粒,細砂:瓜色粒，

透明粒

l26SD4古喰喪底部外面:浅黄樋10Ⅷ8/3,内面:にぶい此柾l0YR磯:赤色粒,肌色粒,粗砂:石英，

7/3,器肉:2.5Y5/1白色粒‘角閃石,砂:角閃石．

石英.白色粒,細砂:肌色粒，

透明粒

l27SD4古唄受脚部外面:灰白2.5Y8/2,内面:樋5YR7/6.器肉:柾砂:角閃石‘石英,細砂:肌色粒，

5YR7/6透明粒

l28SD4古域喪脚部外面:浅黄柾lOYR8/4に類似,内面:洩衡柾砂:角閃石.石英,細砂:肌色粒，

lOYR8/4に類似,器肉:浅黄柾lOYR8/4に麺似透明粒

l29SD4古刷受脚部外面:灰白2.5Y8/2,内面:10Ⅷ8/1,器肉:灰白粗砂:石英.凧色粒,白色粒．

lOYR8/1細砂:角閃石

l30SD4古墳奥底部外面:灰白l0YR8/2.内面:にぶい黄樋lOYR籾砂:灰色粒.白色粒.角閃石，

7/4に類似,器肉:柾2.5YR6/6石英,砂:角閃石‘石英,白色粒．

絹砂:肌色粒.白色粒.透明粒

131sⅨ古噛更脚部外面:にぶい黄擢lOYR7/3,内面:灰白lOYR8/2粗砂:石英,角閃石,細砂:石英，

藩肉:浅黄柾7.5YR8/6角閃石,白色粒

l32SⅨ古頃更脚部外面:にぶい黄柾lOYR7/3,内面:浅黄柾lOYR粗砂:角閃石.白色粒.細砂：

8/4,器肉:樋2.5YR6/6角閃石.白色粒,石英
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砂粒の

多さ

詞整 佃琴

4外面:ハケ(？)→ナデ(／)(、）

内面:ハケーナデ

4外面:ユピオサエ･ナデ(－)(／)．

面:ユビオサエ･ナデ(／)．

内外面:脚部への接合痕明瞭．内

面:スス付君．

3外面:ナデ,内面:ハケ(？)→ナデ

2外面:ナデ(|）(一)･ユピオサエ．内面：推定底径:9.0cm・

ナデ(／)･ハケ（｜）･打ち

込み痕あり．

4外面:ハケ(／)･ナデ(／)．内面:ハケ脚台への接合痕明疎．

（／)･ユピオサエ･ナデ(、)．

5外面:ナデ(－),内面倉ハケ(、)→ナデ内面スス付君．

2外面:ユピオサエ･ナ･デ(－)．内面:ハ推定旋概:6.6画．

ケ（｜）･打ち込み痕あり．

3外面:ハケ(？)→ナデ(／)（1）．

内面:ナデ

外面上部にスス付埼．

底径9.6m

3外面:ナデ(－)(、)(／)･ユピオサエ．底径:7.9m

内面:ナデ（1）．

4外面:ハケ(？)→ナデ(、)(／)｡内面:内面下部ｽｽ付埼.底径7.7m

ナデ(、)(／）

4外面:ハケ(？)→ナデ(｜）(一),内面：底径6.7m

ナデ

2外面:ユピオサエ･ハケの打ち込み痕外面:一郎赤色顔料が付務．底径

あり･ナデ(－)．内面:ハケ(、)･打ち：7.7,．

込み痕あり･ユビオサエ･ナデ(一)．

3外面:ユピオサエ･ナデ(｜)．内面:ユ外面:ヘラ状工典による刺突疲あ

ピオサエ･ナデ(一)．り．内面:コゲ師分あり.庇機7.1c回．

3外面:ナデ(－)(／)．内面:ナデ(－)．旺径:8.8画．

3外面:ユピオサエ･ナデ(一)(、)．内底径:9.2cﾛ．

面:ユピオサエ･ハケ(、)･ナデ(／)．

4外面:ナデ（｜）(－),内面:ナデ(－）底径lL6m

4外面:ユピオサエ･丁寧なナデ(一)．胴郎への接合疲明疎．旺径:13

内面:丁寧なナデ(－)（｜）．四．

3外面:ハケ（｜）→ナデ(、)(一)，底径10.Ocp

内面:ナデ(一)(、）

4外面:ハケ→ナデ(｜).内面:ナデ(－）底径8.0c回



付糊郡元団地K-L-5-6区（中央図S!F館C-D-E地点）における発掘調査報告
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Fig.56D地点SD4出土通物(8)古墳時代の鉢S=1/4
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付編郡元団地K-L-5-61/I中央図番館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付細郡允I'll地K-L-5-6K(i|'央Ii普館C-1)-E地点）における発掘調在報告

140

142

PL､38D地点SD4出土遺物(10)古墳時代の鉢

Tab.13D地点SD4出土遺物観察表(6)古墳時代の鉢

N t k ル リ 稲 別 鼎 稲 部位 色側

141

胎t

汎Fll材
砂施'）

彰さ

144

143

剥離 胸耀

職3sI)‘1占j側台付鉢完形外而:洩批樋7.5YR8/･',内面:浅黄慨l0VR8/'1．剛:肌色粒,禰英,赤色粒,机砂：5外面:ナデ，ヨコナデ,内而オナデ<／）雑純突細条,外面,突1Wより上

器肉:にぶい枇細OYR7/3肌色粒,ff典,赤色粒,角閃石，脚台内部ハケ→ナデ部にスス付着.口径14,0“,座掻

細砂:伽間街,侮英8.0cm,器高16.2m

l34SD4占噛台付鉢完形外迩:洩閃催lOYR8･I,内而:浅黄樋a10YR8,3，岨砂:角間荷.白色粒,細砂：5外揃:編部ハケ（〉一ナデ（）.脚口径Ia2“底径8,7画.器高

器肉.灰向10Ⅷ82角閃猫,『I色粒.荷英,赤色粒砿ハケ(／)一ナデ(／)（）.内耐：16.8“

ハケ一ナデ(／)(、),脚台内部ナデ

l35SD‘1占坂鉢口縁部外面:樋7.5YIW/6,内面栂7.5YR7/6,器肉：磯:振色粒,粗砂:白色粒,石英，3外圃:ハケ(／)(、)→ナデ<一),内1脈口径17.9函

～ 底部浅歯極7.5Ⅷ8/3，細砂:F 1色粒,赤色粒,角閃街ハケ(、)一ナデ

l36Sl〕4，ｹ峨台付鉢完形外面:洩醐柾7,5VI(8/:1，内面:浅黄栂:7.5Ⅷ8/‘1柵砂:赤色粒1細砂:角閃石,赤2外lhi:ナデ,一部にヘラミガキ､内Ihi：亦色顔料塗布.剥蒋のため--部に

器肉:灰I‘17‘5Ⅷ8/2色粒‘イ,典ケズリ状のハケ(？)一ヨコナデ･ミガキのみ残存.口径16.5“,底椛8‘8
（？）もしくは丁寧なナデ“,器尚11.8“

l37sI)4tIr城台付鉢定形外面:にぶい伐椛I()Ⅷ6/3.内面:にぶい枇栂Ⅷ砂:角閃石,石英,白色粒，3外面:ナデ(、):ヨコナデ,へう．I:具にとど補修のため,へラ状の工典に

l0YR7･I,器肉:禍灰lOYR5/1細砂,角似I衝,石英,赤色粒よるナデ,内面:ナデ(¥).ヘラ'二典によるナデが無中する部分あり．

よるナデ,脚台接合部は嬬姻礎が内面にヒビ割れが磯る･口径弱.唾，

顕杵．底径8.3m,器商11.4画

138s【)‘I占戦鉢完形外面:慨5Ⅷ7/6,内航:樋5YR6/6.器肉:浅競樋Ⅷ砂:凋英,細砂言石英,阿閃石．2外而:ナデ(、>,内面:ナデ(、）底部は整形時に粘土を貼付け．

7.5YR8/3白色粒平坦に仕上げている口掻21.』1

cm,底径8.2に､,器商M､5cm

胴部に籾痕(？)あり．

l39SI)‘1古j側鉢胴部～外ImE洩州慨l()Yl(H/3,内血:灰白lOYR8/2，1M砂:赤色粒,細砂:角lXI石,ｲf典3外1m;ﾉ､ケ（｜）→ナデ,服部はナデ・庇径6,8cm

底部 器肉 :褐 灰l ｲ) YR 6/Iヨコナデ,内耐目ハケ(／)→ナデ

I‘1OSI)‘1占戦台付鉢完形外面:浅醐催I()YR8/3,内而#筏磁極l0YR8/3．棚砂:《桃,亦色粒,黙色粒5外而;ハケ(、)一ナデ･ヨコナデ.内Ini8I1径14.6cm,底径7.3“器尚

器肉;禍灰IOYR5/I細砂: j i 閃 石 , 荷 英 . 赤 色 粒 ハ ケ ( 、 ) 一 ナ デ ( 、 ） 1 1 ． 3 c m

l柵S腿古珊鉢定形外面:没伐栂IOYR8/1，内面＆灰白lOYR81，轍砂;角閃荷,石英,赤色粒．3外面:ナデ.内戯:ナデ(、）外面に刺突痕あり.口掻13.9m，

器肉:にぶい伐掘IOYR72細砂曾殉閃ｲ,,石英,赤色粒底径5.9m.器高10.7画

142s､.＄古城鉢絹綿～外面;灰伐掲l0YR6/2.内面t浅黄侭10Ⅷ8/3.棚砂:伽閃.価,白色粒.赤色粒，』I外面:ハケ(、)一ナデ,内而.ハケ<、）旺径6.1函

底部鰐肉;禍灰10Ⅷ5/1細砂Sm閃ｲj・石英,白色粒→ナデ

I43SIM古城鉢胴上部外面:戯灰2.5V6/1.内面:黄灰2.5V6/1.器肉：帆砂:角閃.灯,荷英.細砂:石英3外I脈ナデ･ヘラ(？)によるナデ,内面底捲4.0画

～底部黄灰2.5Y6/】仙閃ｲ, , r I 色 粒 ： ハ ケ ( ？ ) 一 ナ デ < 、 ）

M･lslMtﾅi職吋鼎ね張形外【侃灰I‘110Ⅷ8／1，内lhl:灰白2.5Y7/1,器肉：磯:F1色粒,側砂:石英,白色粒，‘1外1m;ナデ:ユピオサエ,内I舵ナデ(、)，側搭(短径5'8”､災掻6.4”．

l: 器褐灰10Ⅷ6/I赤色粒,細砂:､灯英.刊閃石ユピオサェ庇筏‘i‘5“，器橘4.8“
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付縞郡元団地K・L－5．6区（中央図書館C・D-E地点）における発掘調査報告

壷は，有文と無文のものがある。有文のタイプは，大型品が多い。145～147は同一個体であると推定さ

れる。口縁部は湾曲しながら開き，頚部に2条の刻目突帯を施す。刻みには，布目圧痕が認められる。146

は胴部片で，幅広突帯を1条めぐらす。突帯には，斜めの沈線文が施されている。147は胴部下半だが，レ

ンズ状に膨らむ底部を有する。148は口縁部が欠損しているが,頚部突帯が1条である以外は，サイズやプ

ロポーションが145～147に類似する。

149から152は胴部が丸いプロポーションのものである。149．150は突帯の種類は異なるが，口縁部形

態は口縁端部が少し太い特徴など，よく類似しているo149の突帯の施文は指による刻み目,151は竹管文

によるもの,152はへう描きによる斜格子文,150は刻目に布目圧痕が認められ，それぞれに異なってい

る。

153は1条の絡縄突帯を施し，翌と同様に端部をずらしている。179は頚部に絡縄突帯を1条施す。43-

46は胴部最大径付近に，ヘラ描きによって大きな×文を横方向に並べている。153～156は最大径が25cm

以下で，中型タイプといってよい。

無文のものは,有文の大型品に比べると，口縁部が短く，細長いプロポーシヨンを呈するものが多い｡サ

イズによって，器高が40cm弱のもの(157～166)と30cm前後のもの(169～176),25cm前後のもの(177

-179)に分けることができる。前二者は，プロポーシヨンや器面調整が大変類似している。また，調整は

あまり丁寧ではなく，粘土接合線や補修痕が認められるほか，口縁部端部もゆがんでいたり，外面にケズ

リ痕が明瞭に残っているものもある。このタイプの中で,167は口縁部のみの破片だが,頚部内面にススが

付着している。肩部接合部で欠損したと考えられ,破片はドーナツ状の形態を呈しているので，割れた後，

転用した結果，付着したものと考えられるo159．161．166には，胴部外面にはススが付着しており,161

は底部付近外面が赤変していることからも，煮沸具として使用されたことがわかる。

177～179は無文だが，球状の胴部形態を呈し，底部は上げ底気味の平底である。178は外面に赤色顔料

が塗布され，細かいミガキが施されている。他の土器も，つくりは比較的丁寧である。177と178は，底部

が欠損しているが,177は内面から力を加えたと考えられる割れ方で,両者とも意図的に穿孔されたと思わ

れる。

180～192は壷の底部である。181は，平底の底面に植物の圧痕が認められる。

⑤端(Fig.64,PL.46,Tab､18)

193～197は財である。193は完形品で，外面には赤色顔料が塗布され，主に横方向のミガキが施されて

た精級なつくりのものである。195は底部が厚く，立ち上がりの傾斜も弱いので,若干大きいサイズものと

推定される。197は，胴部最大径付近に5条の並行細沈線によって，鋸歯文が施されている。

⑥高杯(Fig.65,PL.47-48,Tab､19)

高杯は，口径20cm前後で，外面に赤色顔料が塗布され，ミガキが施されているものがほとんどである。

杯部形態は，屈曲部から直線的に開くもの(198～201)と内湾気味に立ち上がる形態(202～205)の2つ

に分けることができるが，それぞれの差異はあまり明瞭ではない。202は，杯部内面全面に赤色顔料が塗

布されているが，ミガキは施されていない。なお，内面に顔料滴がはねて付着した痕跡が認められる。

脚部は，上半部は棒状で，下半部がスカート状に広がる形態を呈する。脚部のミガキの方向は，横方向

のものが多い（201．204．207．208-210-212)0213は，端部は欠損しているが，広がり部分が4つに分

岐する形態を呈する。須恵器高杯の模倣とも考えられる。脚部は，杯部との接合痕で欠損したものが多く，

接合面を明瞭に残している(206～210．212．213)o

203は，唯一赤色顔料が塗布されていないもので，器壁も厚く，粗雑なつくりのものである。
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図普館C-D-E地点）における発掘調査報告

146

147

PL.39D地点SD4出土遺物(11)古墳時代の壷

Tab.14D地点SD4出土遺物観察表(7)古墳時代の壷

池嚇穐別器種部位 色鯛

l45SD』i古城壷口縁部外而:iⅢ赤禍2.5Y5/6,内而:慨5YR6/6‘器肉1
～頚部苗灰2.5Y5/I

ljl6SD4古城壷胴部外面:柾7.5YR7/6,内面;灰白lOYR8/2.器肉

灰白10Ⅷ8/2

l47SI)』1古城壷胴部外1mg柾5YR6/6,内而:灰白lOYR8/2‘器肉：

～底部灰白IOYR8/2

l‘l8SD‘l古域壷完形外面:明赤禍2.5YR5/6,内而8明赤禍2.5YR5/6，

器肉;明赤侶2雀5YR5/6

70

胎士

混和材

磯:白色粒‘赤色粒,粗砂:白色

粒,赤色粒‘石英,灰色粒,砂：

白色粒,石英,角閃石,細砂;白

色粒.鵬色粒

磯:白色粒.粗砂:角閃石,石英，

白色粒.照色粒.細砂:白色粒．

石英,赤色粒

磯:白色粒,紐砂;角閃石.石英，

白色粒,赤色粒,細砂:角閃石，

石英,白色粒,赤色粒

駁:白色粒,蝋色粒,灰色粒,籾

砂;白色粒,黒色粒,石英.角閃

石,砂:白色粒.黒色粒.石英，

卿閃禰‘細砂:白色粒,無色粒

砂粒の

多さ

148

測盤

、

備考

3外而:ナデ(!)(-).iﾉ1而:ナデ(-).頚部に刻I]突僻2条,数箇所に布
目圧疲が破る．口径:24.4m

l外面:ナデ･ヨコナデ,内面:全面剥落幅広突折1条,斜め平行文を輯す

のため圏整不明．M5と間一個㈱1鯖部最大径鈎_丑型

I外而:ハケ(、)→ナデ(／).内面;全而145と同一佃体か．

剥蒋のため測整不ﾘﾘI

2 外面:ナデ(一)(、)（）.照斑あり．

内面:剥落．

頚部:刻目突粥1条．胴部:幡広突

貯．ヘラ状工具により斜め平行文

を施す(／)．胴部径:3Sm．頚部

径:19.7cm,器商(残存):60cm



付編郡元団地K・L-5-6区('I'央図諜餓C-D．E地点）における発掘調蚕報告
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Fig.58D地点SD4出土遺物(10)古墳時代の壷S=1/4
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付編郡元団地K-L－5-6区（中央図悲館c-i)-e地点）における発掘調査報告
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PL.40D地点SD4出土遺物(12)古墳時代の壷

Tab､15D地点SD4出土遺物観察表(8)古墳時代の壷
胎土

比照稲別器稀部位 色澗 酬雛砂粒の

多さ

備考
混和材

l49SD4古墳壷ロ縁部外面:柾5YR7/6,内面:淡柾5Ⅷ8/4‘器肉:淡棚

～胴部5YR8/4

磯;軽石,白色粒,粗砂:石英，

白色粒.角閃石,細砂:角閃石，

白色粒．胴部段大径39.6cm・

磯;経石,黒色粒,粗砂:角閃石，

石英,白色粒,細砂:角閃石，

石英.白色粒,赤色粒

3外面:ナデ(、)･ヨコナデ､内而:ナデ頚部に突併1条,胴部に突裕1条

ともに指頭幅の文織を施す．

口径22.0函

4外面:口唇部ヨコナデ.口縁部ナデ(/）頚部:刻目突帯2条.胴部:刻目

（、),胴郁ナデ(、)･ヨコナデ,内而：突緋2条貼付け,その間にハの字

全面剥落のため澗益不明我に刻目突帯を施す.刻目に布目

痕が残る.欠落が著しいため図上

復元.口径19.2cm，

推定器高43.6画.底径6.0m，

胴部最大径33.0函

･I外面t粗いハケ(／)(、>→ナデ,ヨコ貼付突細条,竹管文を施す(竹

ナデ.内而:ハケ(？)一ナデ管径0陽9cm,内径0.6噸),外面の

ほぼ全面にスス付誇.底径6.0cm

内而に捕悠用の素地貼り付け．

15OSI)‘1古堀壷完形外面:にぶい黄極IOYR6/‘1.内面:柾7.5Ⅷ7/6‘

器肉:橿7.5YR7/6

I51SDl古帆壷胴部～外面:浅黄綴lOYR8/4,内面:樋7.5YR7/6,器肉：曝令石英,赤色粒,粗砂冒石英，

底部褐灰l0YR6/I 赤色粒,角閃石『肌色粒,細砂：

石英,角閃石,白色粒.胴部股大

犠28.8cm．
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付編郡元団地K-L-5-6区CI'央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

、

Fig.59D地点SD4出土遺物(11)古墳時代の壷S=1/4
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付編郡元団地K・L-5-6区（中央m普館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付糊郡尤MUiliK-L-5．6K(i|i央Nif館C-1)-E地点）における発掘洲在報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館CIi-E地点）における発掘調査報告

PL.42D地点SD4出土遺物(14)古墳時代の壷

Tab､16D地点SD4出土遺物観察表(9)古墳時代の壷

臓屑穂別器穂那位 画翻

152SD4古城壷訓部～外面:灰白l0YR8/1.内面:洩薩柾7.5Ⅷ8/4，

胴部器肉目灰白10YR7/1

i認SD4古填壷口縁師外而;にぶい渦7.5YR6/3に額似.内西:にぶい

～底諦偲7.5YR7/‘1に煎似.器肉:灰黄褐lOYR6/2

15‘1SD4古域愛完形外而:洩伐樋7.5YR8/6,内面:灰白lOYR8/2，

器肉:柵灰lOYR6/1

i55SI)4古墳蛍岡部～外1m:灰白lOYR8/2,内面:洩哉栂7.5YR8/4‘

庇部器肉:灰白10YR8/1

156s“古墳壷胴部外而:灰白10YR8/2,内面:浅闘樋l0YR8/3，

総肉:褐灰:10YR6/1

157”l古潰壷完形外而:没戯橿lOYR8/4,内而:黄栂7.5YR8/8‘

器向:浅演樋7.5YR8/3

I58SI)4古墳唾噸郁～外而:衝侭I0YR8/6,内面:浅黄樋lOYR8/3に

庇郁緬似.器肉:戯概lOYR8/6

l59SD4古境壷肝部～外而:にぶい戯授IOYR7/3,内閲:洩蛍樋10Ⅷ

胴下部8/3‘僻肉;灰白lOYR8/2

I60SD4古城壷胴上棉外面:灰白2.5V8/1,内面:灰白IOYR8/2,器肉：

～底部灰N6／

l6ISp4古境壷胴上郁外面:浅繭樋10YR8/4に類似,内面:洩戯鯉

～庇郁7．5YR8/‘1に顎似.器肉:灰白10Yr8/2

76

胎士

混和材

磯:赤色粒.粗砂g角閃石.石英，

赤色粒,細砂:角閃石,赤色粒．

石英

磯:軽石.白色粒,胤色粒,粗砂：

石英,角閃石.白色粒,赤色粒

細砂:石英.角閃石,白色粒．

磯:軽石,粗砂:石英,白色粒，

細砂:石英‘角閃石,白色粒，

赤色粒

磯:白色粒,石英,粗砂:石英，

角IX1石,白色粒,無色粒,赤色粒

細砂:石英､角閃石,白色粒，

赤色粒

磯:黒色粒,石英.灰色粒,白色

粒,粗砂宮石英,角閃石,赤色粒，

砂:石英.角閃石.白色粒.細砂：

黙色粒,透明粒

顕:石英,白色粒,粗砂:石英，

白色粒,角閃石.細砂:白色粒，

角閃石

観:軽石,石英.粗砂:石英，

角閃石,赤色粒,白色粒’細砂：

石英,角I剛石,赤色粒,白色粒

磯:赤色粒,姐砂:石英,白色粒

砂$苅閃石,石英,赤色粒,細砂：

肌色粒,透明粒

砂:角閃石.石英.細砂:無色粒，

透明紘

磯目赤色粒.粗砂:赤色粒.白色

粒,角閃石.石英,細砂:角閃石，

石英

砂粒の

多さ

調雛

外而;ハケ(？)一・ナデ･ヨコナデ．

内而gナデ

159

備考

帆広突緋1条.斜め柊子文を

鹿十.胴部最大径40.8m

I外繭:ハケ（｜）<一)一ナデ(-)(I).絡縄突術1条表面剥落若しい、

内面:全体ナデ.ロ縁部ヨーナデ．麟郎般大径22.9画.底径5.8m．

l外Ini:口縁部ナデ(－),胴部ハケー・

ナデ(、)(／),内面:ロ緑部ナデ(ー)．

胸部ハケ(一)<、)一ナデ

5外面;ハケー･ー ヂ(、),内面:ハケ(、）

→ナデ(／)(一)．ヨコナデ

頚部に三角突椛1条

口侭12.7m,器商36.2cm、

庇総5.1“1．

胴部外【1iに×字状の細沈線文‘

胴部般大槌22.1cm､底径4.2“

5外而:ハケ(｜）(／)(、)→ナデ．鼎斑外而に×字状の細沈線文．

あり．内面:ハケ(、)一ナデ．鯛那蛾大径23.5函．

3外而:口繊郁ハケ（｜）一ナデ,胴部

ハケ(一)(、)一ナデ・内面ハケ(－）

一ナデ

‘1外而:ハケ（1（、))一ナデ､内獅：

ハケーナデ(、）

外面:ミガキ（1）．内面:ユピオサエ・

ハケ(、)一ナデ．

4外面:胴郎ハケ(、)．胴部下半～底郁

ナデ．内面:鯛部ハケ(、)（1）．胴師

下半～底部ユピオサニ･ナデ．

3外面:ハケ（｜)→ナヂ(、).内面:ハケ

〈一)一丁寧なナデ

ナデ

内而.服部上部から斐面剥落．

憾径11.8“,底径5.4m‘器商

39.0噸,胴部最大径26.7画．

、縁師のみ,雛形時の接合

筋所で欠拠庇径6.0cm,胴部段大径

28.7仁､、

外而;胴部以下赤色顔料塗布．

屑郁～胴部下半スス付蕃．内面

鵬部下半以下スス付若．胴部最大

鎧:28.8cm・

庇径:6.3m.鹿部最大径28.3画．

外面全休にスス付着.底編付近は

火を受けて器而が赤変．

胴部殿大羅25.8m．



付編郡元団地K・L-5-6区（中央図替館C・，．E地点）における発棚調盗報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図普館C-D-E地点）における発掘調査報告

粘土貼付補修痕(外面）
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粘土貼付補修痕(内面）
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PL､43D地点SD4出土遺物(15)古墳時代の壷
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付綿川元|Il地K・L-5-6区('I'央図If館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付細肌ﾉ61．E地K-L-5-61/(t央N,'r館C-D-E地点）における発掘調蚕報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図普館C-1)-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5．6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘調在報告

Tab.17D地点SD4出土遺物観察表(9)古墳時代の壷

樋脇轍別器徹師位 色剰

162s脚古填世定形外伽:洩出躯7.5Ⅷ8/3,内耐:洩伐樋lOYR8/3，
船内:把灰10VR､1/1

l63SD1古城撤充形外耐:波此概7.副‘R8/6.内醐:にぶい茂栂101.R

7/･1.器肉:尚概10Ⅶ8/6

胎ｵ：

捉和材

磯:係石:肌色粒,赤色粒.Ⅷ砂

肋閃石.石英.白色粒,赤色粒，

珊色粒､絹砂:伽閃石.石英,白

色粒,赤色粒‘肌色粒

棚砂:禰英,阿閃石.赤色粒，

絹砂:石英,、閃禰,白色粒．

稀色粒

1脚”l古堀遡甑師～外耐:灰白10Ⅷ8/2に醐似.内仙i:波黄椛lOYR棚砂g角閃石.石英,M1色粒，

底部8/‘1に蹴似.器肉:灰白2.5W/1に醐似白色粒.赤色粒.絹砂:角閃石

165s､･1古城世頭郁～外面:洩樋5Ⅷ8/,lに醐似.内面:灰I箔Ⅷ8/2

旺師に甑似.認肉:にぶい茂椛10Ⅶ7/2

l“S0．1古棚壷脚部～外航:没幽椛IOYR8/3.内1mg決闘柾lOYR8/､1，

底部器肉:峡5V‘1/1

167Sn．1古城轍1.縁師外而:洩出紐7‘鋤.鵬/6に瀬似,内而:にぶい

～卿郁幽柾】OYH7/31に頒似‘船脚:灰白10Ⅷ8/I

帆砂:石英,亦色粒,箱砂:石英

角閃石,白色粒

棚砂:角閃石.石英,白色粒，

細砂:伽閃石.福英.白色粒

磯:白色粒.棚砂:赤色粒,石英

砂:禰英.角閃石.赤色粒，

白色粒,細砂:透明粒,肌色粒

I68SD･1古帆遡府部～外而:洩出柾10Ⅷ8/3,内面:洩此慨10Ⅷ8/3，机砂:M1色粒,灰色粒,砂:石英，

胴祁冊I剛:灰5Y6/I角閃石,細砂:珊色粒,透明粒

I””1古城撒完形外而:洩鋤qlOⅧ8/‘1.内1m:洩閃慨10Ⅷ8/､1，磯:赤色粒.I肌色粒,経布,粗砂：

船脚:没出椛IoYR8/3石英･角閃石,白色粒,赤色粒

細砂:石英,角閃石,白色粒，

赤色粒

17051〕‘1古噛戦刑部～外Ⅲi:慨7.5YR6/6,内伽87.5YR7/Ii,柵肉:灰曲磯g白色粒.帆砂:白色粒,灰色

胴下 部 7 . 5 Ⅷ 8 / 1 粒 , 川 閃 調 . 禰英,砂:白色粒，

角IHI石,石英,細砂:側色粒，

M1色粒,透明粒

l7IsI)･1ilr噸倣光形外面:洩出慨10ⅧH/3に賊似,内iii:洩出慨10磯:白色粒,Ⅷ砂:石英,伽M1石，

YR8/【lに噸似,器肉:柵灰IOYR5/I旧色粒,細砂:朽英,伽閃石，

旧色粒,赤色粒

l72SD･1古耽迩充形外而:にぶい柵7.5YR7/,1．内iii:にぶい棚7.5YR棚砂:角IRI補,禰英‘照色粒．

6/‘1,器向:冊灰10Ⅷ5/1細砂:角閃禰,禰英,白色粒．

が色枚

l73SD‘1古城鞭口繊部外耐:にぶい批概10Ⅷ7/刺1,内iii:洩伐慨lOYR棚砂:石英,細砂x石英.角閃福

8/3,器IAl:冊灰ICⅧ6/1

17‘ISD‘1古刷猟完形外mi:にぶい幽柵10Ⅷ7/2,内助i:洩出慨lOYR磯:白色粒,棚砂:白色粒.石英，

8/2.器IA1:禍灰10Ⅷ5/】赤色粒.角閃石,網砂:白色粒,

石英,伽閃ｲI

175s脚古噛蝋洞郎～外img投出枢7.5V細/､1.内､i:没出征10Ⅷ8/3磯:白色城,柵砂:石英,白色枚

底部に顛似,赤色徹糾:赤10順/8,器肉:洩幽柾赤色粒.絹砂:石英,角閃石，

lOYR8/3曲色粒

176s,.l古堀蝋胴師～外耐:没出椛lOYRB/甜.内仙i:にぶい慨7.計R7/･1磯:紫色粒,灰色椀,瀧色粒，

旺郁に顛似,器肉:灰7.引.5/Iに賊似Ⅷ砂:禰英,灰色粒,砂x石英，

川閃石.絹砂:白色粒,肌色粒

177SDI古蛎鞭定形外【ii:にぶい椎7.5Ⅷ7/･1.内Ihi:にぶい幽樋礎:が色粒,粗砂:赤色粒,石英．

10Ⅷ6/･1.器IAl:にぶい出慨10Ⅶ7/3白色粒.砂:肌色粒,石英,阿閃

石.白色粒.紹砂:廠色粒,胤色

粒.透明粒

I78sDi古堀鞭馴師～外Iii:赤I0YR’1/6.内Ini:にぶい此慨lOYR7/3，鴎:白色粒,棚砂:赤色粒,絹砂

庇郁鴨肉:灰出2.5Y7/2F1色粒.町閃布.赤色粒.椅英

l79sDl古堀噸定形外Ihi:にぶい尚掘lOYR7/､1.内仙i:にぶい尚柾

IOYR7/･I

磯:肌色粒.白色粒.角閃石，

Ⅷ砂:苅閃石,禰英.白色粒，

が色粒,絹砂:角閃石.石英，

白色粒,赤色粒

砂粒の

多さ

調雛

3外面:ハケ→ナデ.内面:ナデ

傭苓

口経11..1画.器商36.3画，

底径7.8m．胴部最大経22.8函

3外面:口縁部ハケ(一)一ナデ(－)，外面に補修〃lの素地貼り付けを

胴部ハケ(、)→ナデ.底師ハケ（｜）2箇所に施す．．

－ナデ;胴上部に一部ロヘラエ典による口掻15.3頭,底径4.8m.器商

ミガキ状の調整痕.内而:ハケ一ナデ36.9函.胴部最大径25.8函．

4外而:ハケ(、)一ナデ（1）(、),内面：口縁郁のみ,雛形時の接合

ハケ<、)(－)一ﾅ･デ（1）(、）蘭所で欠棚.旺径7.2m．

胴部最大径22.7垣．

2外面gハケ(？)→ナデ(、).府部に工具外面,胴下部が一部赤く変色．

？痕,内面:ハケ→ナデ脚部～胴上部にかけて全体に

ｽｽ付務.中央部で上下に2分割

するように破投.旺径6.5函

胴部最大径25.0函，

.l外面:ハケ(、)→ナデ(一),内面：外面にスス付輔.内面に補修用の

ハケ(、)（1）一ﾅ･デ燕地貼り付けあり.胴部晶大i麹.駐ﾛ‘

4外而:側線部ハケ（1）一ナデ（｜）．内面:口縁部以下スズ付粉(破

頚部～脚部ハケ（1）．打ち込み痕あり．断面にも付着>、

内面:口緑部ハケ(一)一ナデ(一)．

脚部ユビオ･サエ･ナデ．

3外萌:ハケ〈｜）(、)．内面:ハケ(一)・峨大経(残存):24.7c口

打ち込み痕あり･ナデ．

3外面:ﾅｰヂ.内而:ハケ(／)一.1.寧な雛形時.捕修のための粥地

ナデ貼り付けあり。側径12.2函

器研34,3m,胴部般大掻22.2麺．

3外而:ハケ（1）･ナデ(、)．内面:ハケ胴部峨大掻;Z1.6cm

（／)･打ち込み蝋あり･ナデ（｜）･ユビ

オサエ．

3外而:ハケ(？)→ナデ(、),内面:丁寧口経10.8函,庇撹:5.‘1噸,器洲

なナデ(／）32.6cm,胴部股火経21.7唖．

‘1外面:同級部ナデ(－),胴部ハケ(、）口掻11.7”,庇播5.‘1“,器商

→ナデ,内面:ナデ<－),胴部ハケ(／）30.0cm,胴郁股火催21.7函．

一ナデ

2外面:.ﾅｰヂ,内面:ハケ(？)→ナデ推定口径10.‘1cm

3外面:u線部ナデ(一),胴郁ハケ（｜）口経(短経10.1cm・蜂径10.3cm）

（、)→ナデ,内而:側縁部ケズリ状の底径6.2画,器商28.0m,胴郁般大

ナデ(一).胴部ハケ(、)一ナデ,底部掻,9.6画．

（｜）一ナデ

3外面:ハケ？（1）→ナデ(、)(－)，外函上半部にスス付粉．

一郎へラ状工具によるナデ(、),内面：器面が火を受けて赤変.庇掻,､吸口，

ハケ一ナデ胴部最大径20.4函．

3外砺:ハケ(1)･ケズリ．内面:ﾕピｵ･サエ底径:5.‘1m,推定贈郎股大f錘,.α画‘

・ハケ(／)･打ち込み擬あり一ナデ(一)‐

5外面:丁寧なナデ．内西:ユピオサエ・内外面とも一部叫班あり．外而に

ハケ(、)･ナデ接合痕あり．底郁を恵図的に欠 棚

させている可能性あり.ロゼ蕊2に画，

底径2‘1..1唾.器踊＠＠m．

胴部最大径2･I.･1画．

1外面弓ミガキ(一)(、),内面ナデ(一）外面赤色顔料翰術,底部が欠落

（／）している,恵図的に削ったものか．

推定庇径5.眺画,胴師最大径15.池．

3外面:口縁部ナデ(一).頚部ハケ･打ち口径9.0頭.底径3.0唖,器研21.0

込み痕あり胴部ハケ(、)(－)一ナデ，函,胴部蛾大径17..1画．

内面:ナデ(一）
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付縞郡元団地K・L-5-6区（中央図書館C・D-E地点）における発掘調査報告

Tab.18D地点SD4出土遺物観察表(10)古墳時代の壷

胎土

出肘前別器極部位 色詞
混和材

l80SD1古坂畿庇師外面:灰白10YR8/2,内面:灰臼lOYR8/2に顛似顕:白色粒,棚砂:石英.角閃石．

器肉:衡灰2.5Y5/I白色粒,赤色位,砂弓苅閃石‘

石英,白色粒，細砂:肌色粒。

白色粒,過lﾘ1粒

181”l古耽識庇部外面:街灰2.5V‘1/1.内面:灰白10Ⅷ8/2,器向棚砂:石英.砂:石英,角閃石，

2.5Y5/1に顛似細砂:肌色粒,透り1粒,白色粒

182s肌古城数底郎外面:柾5YR6/6,内而柾85YR6/6,器肉:5YR6/6磯:灰色粒,棚砂:白色粒,灰色

粒,砂:伽閃石,石英,絹砂:鼎色

粒.白色粒,透明粒

l83SD.l古唄壷庇郁外面:灰白:2‘5V8/2.内面:洩幽柾10YR8/3‘砂:石英,伽閃石‘紹砂:肌色粒

器肉:灰5Y6/1

18.lsD1古澗澱底部外面:洩黄柾7.5Ⅷ8/4に類似,内面:淡蘭2.5y細砂:白色枚｡無色粒,透明粒

8/3に顛似,器肉:黄灰2.5Y6/l

l85SD4古噛壷底部外面:灰白2.5Y8/2.内面:灰白l0YR8/2.器肉：磯:白色粒.、砂:角閃石.石英．

灰N4／砂:伽閃石.石英.赤 色粒.細砂：

Ⅲ色粒

186sⅨ古堀雀底郁外面:灰白2.訓8/2,内面:黄灰2.5別/1.盤肉棚砂:石英.角閃石.砂:石英，

衡灰2.5V6/1角閃石‘絹砂: 肌 色 粒

187sⅨ古蜘壷底部外面:にぶい黄柾10YR6/‘1,内面:樋7.5YR6/6．磯:灰色粒.白色粒.岨砂:白色

器肉:提7.5YR6/6粒.砂:肌色位,白色粒,石英，

細砂:肌色粒.透明粒

】88s､.I古填壷底部外面z灰白2.5Y8/2,内而:灰臼2.5W8/2,器肉：棚砂:側閃石.砂:伽閃石,石英，

灰臼2.5Y8/2白色粒.細砂:肌色粒,透明粒

l89SD4古峨壷底師外面:灰白2‘5V8/2,内面:10YR8/2.器肉:出灰細砂:側閃石.石英.白色粒．

2 . 5 V 6 / 1 砂 ; 角 閃 石 . 石 英 ,白色粒,細砂：

肌色粒.透明粒｡白色粒

190sI〕4古耽亜庇師外面:灰白l0YR8/2,内面:浅黄慨lOYR8/3．磯:灰色粒,Ml色粒,赤色粒，

器肉:灰5Y6/1Ⅷ砂:布英,角閃禰,白色粒，

灰色粒,砂:石英,角閃石,細砂：

肌色粒,透り1粒

I91SI〕‘l古峨縦底部外面:柾5YR6/6‘内面:樋5YR6/6,器肉:批灰2.5細砂gMI色粒,白色粒,透1J1粒

Y5/lに類似

】92”1古塊？亜底郎外面:洩炎樋7.5YR8/1，内面:にぶい柾7.5Ⅷ磯:白色粒,棚砂:白色粒,石英，

7/,1,器肉:灰黄拙l0YR6/2,角閃石.絹砂:白色粒,角閃石，

石英,赤色粒

l”SI).i古城瑚完形外面:明赤禍2.5YR5/6,内面:洩黄樋10Ⅷ8/4．願:白色粒,帆砂:白色粒‘赤色

器肉:洩黄笹1OYR8/4粒.細砂:石英,角閃石

191s隅古城附旺編外面:赤禍2.5YR4/8,内而:浅黄柾10YR8/4,棚砂:肌色粒,細砂:石英

器肉:灰白l0YR7/1

195s脚古城1M？旺郁外面:栂2.5YR6/6.内面:灰白l0YR8/2,器肉：紹砂:側閃石.石英,赤色粒

灰白1oYR7/1

196”1古喚識？胴下部外面早浅街柾lOYR8/3.内面:灰白lOYR8/2．Ⅷ砂:角閃石,石英,白色粒，

～底部器肉:褐灰I0YR5/I紹砂:側閃石,石英,赤色粒

l97SD4古煩jM周郎～外面:にぶい栂7.5YR6/･1,内面:にぶい柾7.5WR紹砂:白色位,徴砂粒:石英？

胴郎7/4.器肉:にぶい柾7.5YR6/4

86

砂粒の

多さ

調粧

‘i外面:ハケ(、)．内面:ハケ(／>･ユビ庇掻:6.8函．

オサエ．

佃孝

.1外面:ハケ(l>･打ち込み痕あり．内面：底面にワラ痕(製作の際､下に

ケズリ･ユピオ･サェ．敷いた？)あり．庇掻:8‘0cm、

3外面gユピオ･オサエ･ナデ（1）．内面:剥群が耕しい、庇掻:‘1.5四．

2外面:ハケ(|)･打ち込み擬あり一ナデ(|)．内面:剥落が符しい、旺催:6.0画．

2外面:ハケ（1）一ナデ（｜)．内而；底掻:8.4画．

底部ユピオサエ．

5外面:ユピオサエ･ハケ(1)．内面:剥碓庇径:6函

4外面xハケ？内面:ユビオサエ･ナデ．底経:7.7c回．

3内面:ハケ（1）･ユピオサエ,ハケの庇掻:7.6画

打ち込み痕あり．

5内面:ハケ(/),打ち込み鰹あり･ユピオ厳径:5.7cロ

サエ．

3外面:ケズリ．内面:ハケ(／)･ユピオ旺掻86.0噸．

サエ．

‘1外面:ナデ．内而;ナデ･ユピオサ●エ．旺掻:7.1cm

2外面:ハケ(－)-･ナデ，内面:ハケ底掻:6,3“．

（／)一・ナデ．

5外面:ハケー･ナデ,内面:ナデ(一）

2外面:ミガキ(一),内面:ナデ(、),ヨコ外而赤色顔料撤布.口経9.9cﾛ．

ナデ庇径3.6画,秘商15.0函

1外面:ミガキ(、)(／),内而:ナデ外面赤色顔料捜布

内底面が膨らむ.底径3.4画

1外面:ナデ.内面:ナデ外面.鯛を受けて赤変か？

推定口経j1.2画

･I外面:ナデ(、).内面:ハケ(、)一ナデ底掻1.7画

l外面:ミガキ(－).内面:ナデもヨコナデ線刻で雛紺状の文蟻を臆す．



付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

207

11

203７
１
７
１

208

209

一一一 H＝

一
一
一

一

210
一
鈴

曇
F1

一

205ド

211巴一

206 212

～

213

O
ー

10cm

Fig.65D地点SD4出土遺物(17)古墳時代の高杯S=l/4

87



付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図譜館C-D．E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘調査報告

Tab.19D地点SD4出土遺物観察表(11)古墳時代の高杯

胎土

此層種別器穐部位 色調
混和材

l98SD4古墳高坪杯郁外面:赤褐2.5Y綱/8,内面:にぶい柾7.5YR7/4，細砂;石英.角閃石,白色粒，

器肉:浅黄極7,5YR8/‘1赤色粒

l”SD4古墳高坪杯部外面:にぶい赤禍2.5YR4/4,内面:にぶい褐7.5粗砂:白色粒,緬砂:角閃石，
YR6/3‘器肉:浅黄橿7.5YR8/3石英

20OSD,1古戦商坪充形外面:赤lOR5/6,内面:にぶい侭7.5Ⅷ7/‘11

器肉↑にぶい栂7.5YR7/4

柵砂:石英,赤色粒,白色粒，

細砂&石英.角閃石,赤色粒

20ISM古境商坪完形外而:赤l0R5/8,内面:浅黄樋7,5YR8/‘1,器肉：柵砂:赤,石英,細砂:赤,石英，

灰白l0YR8/1角閃石

202SDI古填高坪完形外面:明赤禍2.5YR5/6,内面:提2.5YR6/6，暁:灰色粒.粗砂:白色粒
器肉:灰5Y6/I

203s､4古境商坪完形外面;浅尚柾7.5YR7/6,内面:灰白:l0YR8/2，

器向:没錨椛l0YR8/3

20‘1S､』1古墳商坪完形外而:*10K5/8に類似,内而:黄樋7,5YR8/8，

冊肉;洩茂嘘7.5Ⅷ8/3

205SD4古墳高坪杯部外而:赤110R5/8,内面:にぶい黄柾lOYR7/2，
器肉:禍灰10YR6/l

2O6SD4古城高坪脚郁外面:赤IOR‘1/8,内面:にぶい黄掻lOYR7/3，

器向:没茂糎lOYR8/3

願:胤色粒.粗砂:赤色粒.石英，

白色粒.角閃石,細砂&赤色粒‘

石英.白色粒,角閃石

粗砂:赤色粒,石英,細砂:石英，

伽間石,白色粒

隈f蝋色粒,粗砂:角閃石,細砂

角閃石･白色粒,赤色粒

机砂:白色粒,細砂:石英．

角閃石

207SD4古城商坪脚部外面:赤IOR‘"6,内面:灰黄禍i1OYR6/2,濁肉：籾砂:白色粒,赤色粒,角閃石，
洩 歯 柵 l O Y R 8 “ 細 砂 : 石 英.角閃石

208sI)4古墳高坪脚部外而:赤lOR5/8,内面:灰5Y‘I/i,器肉;浅伐姫

7.5YR8/4

209SD4古墳商坪脚部外而;赤l0R5/6,内面:灰黄褐lOYR6/2,器肉：

灰白lOYR8/l

210SD4古墳高坪脚部外而:明赤禍2.5YR5/6,内面:浅競樋7.5YR8/4，

器肉:浅茂柾7.5YR8/劇

211SD.I古潰高坪脚部外而:明赤禍2.5YR5/6,内面:浅黄椎10Ⅷ8/3．

器肉9褐灰l0YR6/l

212SD4古城商坪脚部外面:砿赤禍2.5YR3/6,内面:にぶい伐柾lOYR

7/2,器肉:灰白10YR8/2

213SD4古墳高坪脚部外面9赤10R5/8,内面:笹2.5YR6/6.器肉;柾

2‘5YR6/6

磯:赤色粒,粗砂:赤色粒,細砂l

‘mlXI石,お英

細砂:角閃石,石英

机砂:白色粒っ細砂:赤色粒，

石英,角閃石

籾砂;石英,角閃石,娯色粒，

白色粒,細砂:石英,角閃石

組砂:赤色粒､細砂g石英,角閃

石,白色粒

細砂:白色粒.石英,角閃石

214s【)4古城須恵器ロ縁部外而:灰白10Ⅷ7/1,内面:灰白10Ⅷ7/1,冊間；柵砂;伽閃石(？),細砂:白色粒

灰白l0YR8/2

PL.49D地点SD4出土遺物(21)須恵器大窺胴部片

90

砂粒の

多さ

調鞭 備舞

I外面:ミガキ(－),下部は(一)(／）口径22.2cm,杯部高8.4m

内面2丁寧なナデ(一）

l外而zミガキ,上部は(ー)のみ,下部は外面,赤色顔料塗布

（－).(、》・内面:丁寧なナデ(／〉脚台欠損.口径20.5画,杯部器高

8．2m

2外而:ミガキ<ー),脚部下部は(/>(、）外而赤色緬料塗布.口径18.0cm，

内而:ハケ一ナデ(一)<／）底径9.0“,器耐15.5cm,杯部間

6．5”

2外而:ミガキ(－)(、),内面:丁寧な外而,赤色緬料塗布.脚部外面

ナデ,口唇部のみミガキ(一）および杯部内面に補修Niの素地

貼り付けあり．

口径22.1画,庇径11.6画.器高

17.6画,杯部器商7.8画

l外而:ミガキ:杯部は不明疎.脚部下燭外面口径216.9唾．底径:9.7画，

（、)．内面:粗いミガキ．脚部内面：器研16.4m,杯商7.4画．

ハケ(一>･打ち込み痕あり．

3外面:杯祁ケズリ<、>←)一ナデ，口径18.0cm,底径11.6m,器高

脚郎ケズリ(、)→ナデ,脚台内面:ハケ16,9,.杯部器商8.2m

（一)一ナデ

2外､i:ミガキ(一)(、),内而:丁寧な外面,赤色餓料撞布

ナデ(、）口細8.2cm,底径8.2cm,器高
17.5噸,杯部器舟9.3m

2外而;ナデ,ミガキ(一)(／),内面：外面,赤色顔料撒布

ケズリ状のハケ(、)(一)→ナデ(ー）口径22.2,,杯師商8.8,

1外面:ミガキ(一)(／),内面:ナデ(－）外面赤色甑料餓布,接合箇所で

破捌.庇径12.3函

脚部商13.1m

2外面:ミガキ(－),内面gナデ(－）外面赤色顔料塗布

一上郡は器厚約5mで整形され，

一部のみ1.5m厚になる.接合

箇所で破捌.底僅12.9m,脚部商

9．5画

2外而:ミガキ(－>(、),内面:ハケ(？）外而,赤色顔料礎布.脚商8.5cm，

一ナデ庇掻11,,1cm、

1外面:ミガキ,上部は(｜)のみ.下部は外而,赤色顔料蹴布

（／),内而:ナデ醒筏9.8cm,脚部iWi9､6cm

2外面:ミガキ(－),内面言ハケ(？)一外面赤色緬料塗布

ナデ(一）

2外耐ミガキ(I)､内面:ナデ外而赤色顔料撞布

2外面:ミガキ(－)，内面:ナデ外面赤色顔料嬢布

l外面ｵミガキ（｜）,内面:ナデ外面赤色顔料塗布

透かし(？)探の切込みが4箇所

に施される.上面観は十字状.下

半部欠捌のため全形は不W1．

1外而8回転ナデ,内而:回振ナデ波状沈線文を施す.口携ll,8cm



付綿郡尤Ifl地K-L-5．6IX(iD央図書館C-D-E地点）における発掘調森報告
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Fig.66D地点SD4出土遺物(18)須恵器と石器S=1/4

Tab.20D地点SD4出土遺物観察表(12)石器

Na層材質
215SD4ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ

216SD4ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ

最大長(cm)妓大幅(cm)蛾大厚(cm)重量(g)
5．87．21．8100.8

8 ． 3 2 ． 5 0 .721．0

備考
石鍬の刃部か．

上部に径0.4cmの孔を穿つ.表裏面ともに
滑らかで,擦痕が認められる．
磨石･敵石類か．SD4溶結凝灰岩

I下歌礁輔吻l

SD4勝結凝灰岩

SD4軽石

SD4軽石

217 9.5 6.8 6.2 566.0

一側縁部に敵打痕が認められる．
平面観は円形.中央部を加工？
上部に擦り面あり．使用痕か．

218

219

220

14．7

5．7

12．4

5.1

5.4

9.3

1.5

2.5

8.4

159.0

20．0

250.0

⑦須恵器(Fig.66,PL.49．50,Tab､19)

214はハソウの口縁部である。外面が若干摩滅しているが，外面に櫛描波状文が施されている。この他，

大尭の胴部片と考えられる破片が1点出土している。

⑧石器(Fig.66,PL.50,Tab.20)

215は，扇平打製石斧の欠損した端部を転用したものと考えられる。基部方向の破面にも細かい剥離痕

が認められる。216は，砥石である。穿孔が1つあるが，磨面は明瞭で，非常に薄い。217は，敵き石で，

粗い稿打痕が4面に認められる。191は，扇平な5角形の石の長辺に稿打痕が認められるものである。219

と220は軽石製品である。188はくぼみを持つもので，外面は磨って成形されている。189は，一面に，平
坦面を持つもので，その部分は平滑である。
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D．E地点）における発掘調炎報告

214

215

217

219

218

PL.50SD4出士遺物(22)須恵器と石器
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付糊m;元I'll地K-L-5-6区CD央図書館C-D-E地点）における発棚調査報告

3）ピット(Fig.7,PL.51,Tab､21)

ピットを21基と小ピットを検出した。ピットのほとんどはV層土を埋土としており，ピット壁と埋土と
の境界ははっきりしているものが多かったが,規則正しい配列は認められなかった。また，隣接するP20-
21などは，トンネル状につながっており，樹痕などの可能性があるものもある。ただし，小ピットも含め，
全体的に東側にピットがほとんどなく，分布に偏りは見られる。

Tab.21D地点ピット一覧表

恥濡
短径深さ

(cm)(cm)
埋土･備考

3埋土はV脳土

5埋土はV層土

2埋土はV隔土

2埋土はV層土

29埋土はV層土

8埋土はV厨土

6埋土はV層土

8埋土はV層土

39埋土はV層土

14埋土はV隔土

11黒(7.5YK2/1),シルト質

7埋土はV届土

25黒褐(I0VH3/1),シルト質

26黒(7.5VR2/1).シルト質

Ml埋土はV層土

16黒(7.5YR2/1),シルト質

15黒褐(10YK3/I),シルト質

16黒(7.5Y2/1).シルト質

6黒7.5Y2/1),シルト質

30黒(7.5YK2/1).シルト質

’
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上段：ピット検出状況,中段左:P17中段右:P19.下段右：

pi-;．下段左：P16 Fig.67D地点ビット
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

4E地点

4.1層位(Fig.68)

基本層位として,1～5層を確認した。遺物を包含しているのはl～4b層で,5層以下は無遺物層であ
る。

l層灰黄褐色10YR4/2細砂～シルト。粘性なし。3m大以下のパミスを少量含む。

2a層灰黄褐色10YR4/2シルトー細砂層。2～3cm大以下のパミスを含む。粘性をやや帯びており，鉄分の

浸透がみられる。

SO2埋
－6.伽

北壁（西側）

2a

－6．0m

4b

6.0m－ 言丁一一-一一二

北壁（東側）

1

2a

1

SD1埋土①
－

SD1埋土②

a
－6．On

4a a

SD1埋土②樹
痕

4b

0 1m
－東壁

Fig.68E地点層位断面図S=1/60
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央M$ド館C-D-E地点）における発掘調査報告

2b層にぶい黄褐色10YR4/3シルトー細砂層。粘性ややあり。1cm大以下のパミスを含む。水田層

3a層にぶい褐色7.5YR5/4シルトー細砂層。暗褐色7.5YR3/4シルトをブロックで含む。粘‘性ややあり。
3cm大以下のパミスを少し含む。

3b層褐色7.5YR4/4シルトー細砂層。粘‘性ややあり。5cm大以下のパミスを含む。

3c層明褐色7.5YR5/8を基調とし，部分的ににぶい橿色7.5YR6/4のシルト。粘性あり。1cm大以下のパミ
スを含む。

3d層にぶい黄褐色10YR4/3シルト質砂。粘性ややあり。2cm大以下のパミスを比較的多く含む。

4a層暗褐色10YR3/4粘性あり。1cm大以下のパミスを少し含む。北壁は，黒褐色10YR3/2,暗赤褐色5YR3/
3を呈するシルト層。粘性ややあり。非常に固くしまっているo1cm大以下のパミスを含む。

4b層黒褐色10YR2/2シルト。粘性ややあり。

4.22b層上面遺構

2b層上面では，溝状遺構SD1と畝状遺構を検出した。畝状遺構がSD1を切っている。また，畝状遺構と
SD1の軸方向が異なるので，この間に周辺の土地区画に関する方向が変更になったと考えられる。

－一一三」

|y=-42950.0 0 10m

Fig.69E地点2b層上面遺構検出状況S=1/200

1)SD1(Fig.70)

調査区北側に位置する溝状遺構である。西北西から東南東にのびる。幅は約1.8mで,深さは70cmである。

断面形は方形～台形状を呈する。埋土は，大きく上下二層(SD1-1,SD1-2)と，上層がさらに2層に分層

できる。埋土は以下のとおりである。

SDl-la!にぶい黄褐色(10YR5～6/3),灰褐色(10YR6/3)を呈する細砂～シルトと，明褐色（7.5YR5/6）・

灰白色(10YR7/1)などを呈する粗砂層からなる。5cm大以下のパミスを含むo1.5cm大の蝶を含む。

SDl-lb:にぶい黄燈色(10YR6/3)細砂～シルト。明褐色(7.5YR5/6),灰白色(10YR7/1)を呈する粗砂
層。

SD1-2:灰黄褐色(10YR4/2)を呈するシルト層。下部はにぶい赤褐色(5YR4/3)を呈するシルト。粘性や

やあり。水田層に類似o3cm大以下のパミスを少量含む。褐色(10YR4/6),にぶい黄褐色(10YR7/3)類
似の細砂を含む。
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘調査報告
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付編郡元州地K-L-5-6区（中央m,'r館C-D．E地点）における発掘洲炎報告
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付編郡元01地K-L-5-6区（中央図Iド館C-D-E地点）における発掘洲森報告
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11網棚元団地K-L-5-61/{中央Illル館C-D-E地点）における発掘調査報告
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D．E地点）における発掘調査報告

Tab､22E地点SD1出土遺物観察表(1)

叱層 穂 別 器 租 祁 位 色澗

221SDI弥生吏口緑郎外面;にぶい柾7.5YR7/‘3,内面:にぶい黄柾

lOYR6/4.囲肉:にぶい貨柾10Ⅷ7/3

222SD1古城壷底郎外面:にぶい黄柾lOYR6/‘1.内面:檀7.5YR7/6，

濯肉:灰幽2.5Y7/2

223SDI古填壷胴部外面:褐lOYR4/6.内面:侭7.5YR6/6,器肉：
7．5YR6/6

224SDI白磁皿口縁郎紬薬:灰白5V8/1に顛似,素地:灰白5V8/I

225SpI偏前掘鉢口縁部紬薬:晴灰批2.5Y4/2,素地:灰褐7.5YR4/2

226SD1肥前凪？底部柚薬:灰オリーブ5Y6/2に顛似,素地倉灰黄

2．5Y7/2

227SD1肥前碗口縁郁紬薬:透馴,粥地目灰白7.5YR8/1

228SD1肥前碗口縁部粕粟:透明,衆地:灰白5Y8/I

229SDI肥前碗口織部伯薬:透明‘素地:灰白5Y8/1

230SD1

231SD1

232SDl

肥前

肥前

肥前

碗 底 郎

碗 底 部

小碗完形

紬薬:透明,素地:灰白10YR8/1

拍薬:透明.緊地:灰白5Y8/l

紬薬:灰白5Y7/2,索地:灰臼5Y8/1

233SDI肥前碗口織部軸薬;透馴,素地:灰白5V8/1

～底部

234SD1妃前薄手口像郎紬薬:透馴.索地:灰白7.5YR8/1

酒杯

235SD1肥前急須狛藁:透明,崇地:灰白2.5Y8/1

の蓋

胎土

混和材

粗砂:白色粒,霊母,石英,細砂：

白色粒,霊母,石英.角閃石

顕:白色粒.Ⅷ砂:白色粒.角閃

石.細砂:赤色粒,赤色粒,石英

粗砂:石英,細砂:白色粒,石英，

赤色粒,角閃石

祖砂:白色粒,赤色粒,細砂：

白色粒.赤色位

微砂位

微砂粒

236SD1薩摩焼鉢口縁郎粕薬:灰5Y4/lに顛似,素地:灰黄禍lOYR4/2棚砂:赤色粒,白色粒,細砂：

白色粒.透り1粒

237SDI鯉摩焼鉢口縁部紬栗:胤褐2,5Y3/lに顛似,素地吊柾5YR6/6粗砂:白色粒,肌色粒,紀砂：

白色粒,赤色粒

238SD1雌摩焼畑鉢口縁部軸薬:灰オリーブ5Y5/2,緊地:灰黄禍lOYR4/2細砂:白色粒,赤色粒

239SDI醗摩焼掴鉢底部外面:灰尚2.5Y7/2,内面:灰オリーブ5Y6/2粗砂:白色粒,細砂:透呪粒，

胤色粒

2．iOSD1薩摩焼壷？口緑部軸薬:灰オリーブ5Y4/2.素地:灰赤2.5YR5/2棚砂:赤色粒,細砂:白色粒，

透明粒

2．11SDI薩摩焼鉢か口縁部紬薬:Ⅲ褐2.5V3/1,素地:灰禍5YR4/2紀砂:透明位,白色粒,鳳色粒

嬰

2‘12s､l薩摩焼土瓶口緑部粕薬:肌禍l0YR3/1,素地:柾訓R7/6粗砂:白色粒,赤色粒，

絹砂:白色粒,赤色粒

2‘13SDI薩摩焼急須注口紬薬:オリーブ鼎7.5Y3/1に頚似.素地:にぶい細砂:白色粒

柾5YR6/4

2“SDI薩摩焼碗底部紬薬:照褐7.5YR3/2,素地:明赤禍5YR5/6細砂:赤色粒,白色粒

245SDI薩摩焼皿底部紬薬:暗褐l0YH3/3,素地:オリーブ照7.5YR3/2細砂:白色粒

に顛似

246SDI薩摩焼凪？底部粕薬:灰オリーブ5Y6/2,素地:にぶい檀5YR7/4細砂:白色粒

247SDI薩摩焼小皿

248SD1薩摩焼皿

口縁部輪薬:灰賀褐10YR6/2,素地;浅茂柾10V肥/4細砂:白色粒

底部紬薬:<内面:灰白5Y7/2,外面:確灰黄2.5Y5/2）細砂:白色枚

素地:灰此褐l0YR5/2

249SD1薩摩焼仏飯具口縁郎紬薬:淡戯5Y8/3,素地:灰褐5YR5/2細砂:白色粒

250SD1薩摩焼器種口縁部紬薬:硫赤褐5YR3/2に顛似,素地:にぶい赤禍

不明2.5YR5/3

25ISD1薩摩焼蝿反碗口縁部紬薬:透明,素地:灰白に頻似7.5Y8/1

252SD1薩摩焼碗口緑部紬薬:透明,索地:灰白5Y8/】

253SD1薩摩焼碗底部紬薬:透明,索地:灰白5Y8/1

254SDl薩摩焼碗か口繊部袖薬:透明.素地:灰白7.5YR8/1

杯

255SDl磁器暁口繊郎粕薬:透明紬.素地:灰白7.5YR8/I

～胴下部

100

砂粒の

多さ

刷蛙

4外面:ナデ(一).内面:ハケー

ナデ(－）

2外面:ハケーナデ,内面:ナデ

備考

胴部に貼付突帯1条

底径6.1画

4外面:ナデ･ヨーナデ,内面:剥落のた塩広突帯.ハケエ具により斜め

め不明平行文を施す．

1全面施紬口縁部輸花状.中国産．

4口辱部のみ魔袖か．自然輪？

注口部

l商台部戯胎.全体的に貫入．内底面に胎土目積みの吸跡．
底径5.4画

1全面施紬．外面:口緑匝下に圏線1条,胴郁に

錐花文を施す.内面:口繊血下に

溌文を週らせる.底部に旧線1条．

肥前系18c～19C

l全面施粕外面:口縁匝下に圏線1条.隅部に

六角の不明文禄.内面:口縁庇下に

露文を逼らせる.肥前系l8c～l9c

I全而瞳軸外面に格子文を魔す．

肥前系18c～l9c

l丑付のみ廊胎．見込みに蛇の目軸剥ぎ.嘩部に2条

l丑付のみ鰯飴．見込みに蛇の目軸剥ぎ.紬剥ぎ部に

1全面施紬．商台外面に茶褐色の圏線2条，

胴部に線描の花文を篇す.丑付に

砂目積みの砂粒付軒.口掻9.0m

底径3.6画,器商4.9画

l全而施粕ロ縁部は翰花桃見込みに咽線2条．

器商3.2画.肥前系18c～l9c・

白濁したアルミナ付藩.底僅4.3画

の回線見込みに五弁花文と思われ

る印判を施す.配前系18c～I9c

l 全 而 瞳 軸 内 面 に 焼 成 後 , 上 絵 付 け ．

腿腕系1比～l9c

l身受け部のみ風胎董甲部に草花文,像辺郎に連練

渦巻文を施すb径3.5画の孔を一つ

穿つ.径推定7.吃.麗前系18～l9c

l全面施紬.口暦上部のみ拭き取る．苗代川系18c～l9c

l全面施紬,口暦上部のみ拭き取る．口録下部に2条の凹線．

苗代川系18c～l9c

3全面施粕,口雁上部のみ拭き取る．苗代川系18c～19c

2内面:全面掴り面，苗代川系18c～19c

3全面施紬,ロ暦上部のみ拭き取る．苗代川系18c～19c

3全面施柏,口唇上部のみ拭き取る．

内面に粕砿れ

2全面箆粕.外面に剣印あり．

2全面施紬．

1全面塘紬.外面粕砿れ畳付～高台内

麓胎．

1外面底部は糸切り痕,内面のみ施紬．

1全面施紬.外面袖逓れ

1内面および外面口屈郎のみ施紬．

2商台郊璽飴一

1全而歯軸

l内面上部～外面施紬．

l全面億紬

l全面施粕．

1畳付のみ窟胎．

l全而崎紬

I

外面口唇部に波状のひだ飾りを

施す.苗代川系l8c～19c

苗代川系18c～19c

苗代川系18c～l9c

内底面は蛇の目紬剥ぎ

加治木･姶良系

内底面に砂目積みの砂粒が付軒

している.底径4.8画

加治木･姶良系

内底面に胎土目積みの鰹跡‘

加治木･姶良系

加治木･姶良系

内底面に砂目穣みの砂粒が付軒

している.底径4.8車

側門司系l8c後半～19c

見込みに蛇の目紬剥ぎか．

随門司系l8c後半～19c

口縁部部に白土付軒.窯鮪めの卵の

溶狩か.鮒門司系(近代）

外面は呉須による縦花文を庵す．

内面は口緑亜下に網目文を締状に

泡らせる.見込みに凹線1条．

薩摩産磁器19低中醐～郡末

外面:呉須による絵付け.内面:口縁

部に2条の圏線

薩摩産感器19c中頃～郡末

外面:呉須による絵付け.商台に2条

の圏線.中央に不明字文．

薩摩産磁器19c中頃～郁末

外面に呉須による絵付けを施す．

薩摩産磁器l9c中頃～郁末

印判梁付.近～現代



付糊郡〕心団地K-L-5-6区（中央図書館C・D-E地点）における発掘調在報告

出土遺物(Fig.71,PL.52-53,Tab.22)

SD1からは，弥生土器，古墳時代の土器，中近世（近代）の陶磁器，櫛，偏平打製石斧の他，鉄ぐず，ガ

ラスなどが出土している。土器・陶磁器類は破片がほとんどである。実測できるものは36点であった。SD1

からは，陶磁器が多く出土したが，これらについて，鹿児島大学法文学部の渡辺芳郎氏よりご教示いただ
いた。

221は弥生時代中期の喪である。山ノロ式の特徴を備えているが，口縁上面が立ち上がらず，水平である
のが異なる点である。

222～223は，古墳時代後半期の壷で，摩滅している。222はレンズ状に膨らむ底面で，223は胴部の幅

広突帯部分である。223はへう描きによる斜め並行沈線文を施している。

224は白磁皿の口縁部である。口縁端部は輪花状を呈する。225は備前焼の播鉢口縁部である。内面に平

行沈線が認められる。

226～235は肥前系の磁器で18～19世紀のものである。ある。226は皿の底部だが，見込みに胎土目積

みが認められる。230．231には蛇の目粕剥ぎが,232は砂目が見込みにある。227～229は碗の口縁部,230

-231は碗の底部である。234は非常に薄手のもので，酒盃かと推察される。

236～254は薩摩焼である。このうち，236～243は苗代川系，244～247は姶良・加治木系，248～250

は龍門司系で，ほとんどが18～19世紀のものである。また,251～254は薩摩焼系磁器の19世紀中ごろ

から幕末のものである。器種は，鉢・播鉢・土瓶・碗・皿・小Ⅱ．仏飯具等である。

257は，櫛である。草花文を彫りによって施している。256は有肩打製石斧である。中ほどから欠損し，

基部が残っている。基部も端部が一部欠損している。

Tab.23E地点SD1出土遺物観察表(2)

No.屑
256SD1

257SI〕1

材質
ホルンフェルス

不明

股大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm)亜吐(r)
11．5 8．3 1．8 140．0

1.5

備考

基部の一部,および刃部欠損．
櫛.草花文を彫りによって施す．

2)畝状遺櫛

幅20cm程の溝状の浅い落ち込みが,22条認められた。いずれも東西方向を軸とし,SD1周辺に多いが，

南東隅にもあることから，本来はほぼ全面に広がっていたのが，削平されたものと思われるoSD1を切っ

ていて，埋土は2a層土である。畑の畦状遺構であると考えられる。
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付編郡元団地K-L－5．6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

4．33層上面遺構

3層上面では,SKI～3-10～17の士坑と溝状遺構SD2．3，畝状遺構を検出した(Fig.72)oSKル3はSD

2を切っている。溝状遺構とSK16．17，畝状遺構の軸方向は大体一致している。この方向は,2b層で検出

されたSD1とも共通する。
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Fig.72E地点3層上面遣構検出状況8=1/200

1)SKI(Fig.73,PL.54)

調査区ほぼ中央に位置する。

平面形は北西側がやや飛び出

した円形状で，直径約40cniを

測る。埋土は，にぶい黄褐色

(10YR4/3)シルト～細砂層で

ある。

&そ.

龍：
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'電ャ
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‘“鑑丘；
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Fig.73E地点SKIS=l/40 PL.54E地点SKK北から）

2)SK2(Fig.74)

調査区南側に位置する。遺構北側はカクランによって削平されている。南側に長いひょうたん型を呈す

る。掘削されているが，長さ・最大幅とも160cmほどである。南側飛び出し部分が高い。埋土は，にぶい
黄褐色(lOYR4/3)シルトである。

8’

’
A,

A A，

二、 〆 6.0m

B’ B

_ － 一
60m

B

Fig.74E地点SK2S=1/40
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付糊祁元Ⅲ地K-L-5-612.('!'央I*li'；館C-D．E地点）における発掘調査報告

3)SK3(Fig.75)

調査区東側に位置する｡SD2を切る｡平面形は円形で,直径38cm

を測る。深さは股深部で38cmである。埋土は，暗灰黄色(2.5Y4/

2）の粗砂と細砂とシルトの混土で，やや粘性がある。

4)SK10(Fig.76)

調査区東側に位置する｡平面形は楕円形を呈する｡長径144cm,
短径112cmを測る。深さは20cmである。埋土は2層土に類似す
る。

5)SK11(Fig.77)

調査区南東部に位置する。平面形は楕円状を呈する。長径

115cm,短径66cmを測る。深さは24cmである。埋土は2層土に

類似する。

6)SKI2(Fig.78)

調査区南東部に位置する。遺構北側はカクランによって削平

されている。現状で，幅87cm,深さ8cmである。埋土は2層土

に類似する。

7)SKI3(Fig.79)

調査区中央部に位置する。遺構西側はカクランによって削平

されている。現状で，長径137cm,短径80cm,深さ9cmである。

埋土は2層土に類似する。

8)SK16(Fig.80)

調査区西側に位置する。平面形は細長い楕円形で，SD1．2と

ほぼ並行している。長さ186cm,幅44cm,深さ4cmを測る。埋土

は2層土に類似する。

9)SKI7(Fig.80)

調査区西側に位置し,SK6と直交する。形状も類似した細長い

楕円形で，北側は畝状遺構によって削平されているが，現状で

長さ198cm,幅34cm,深さ8cmを測る。埋土は2層土に類似する。

1m

1m

Fig.80E地点SKI6・SKI7S=1/40
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Fig.75E地点SK3S=1/40
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図諜館C-D-E地点）における発掘調在報告

10)SD2(Fig.8)

調査区北西隅から南東隅へ，斜めに横断するように位置する。調査区外に伸びているが，現状では，長

さ26.2m,幅3.4m,深さ約5cmを測る。北側はSD1に接しているが，部分的にSD1によって削平を受け
ているようである。埋土は，灰黄褐色10YR4/2細砂～シルト。粘性なし。3mm大以下のパミス少量含む。
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付編郡元卜IIJlkK-1.-5-6区（中央似mtmc-d-e地点）における発掘調査報告

出土遺物(Fig.83,PL.56,Tab.24)

502からは，青磁，白磁，陶器，土師器，土錘などが出土している。小さな破片が多いが，おおむね中

世の遺物で占められている259～263は青磁・白磁で中国産である26!は陶器で，小壷の底部のようだ

が，産地・器種とも不明である。265．266は士錘で，二つともほぼ同じサイズである。

II)SD3(Fig.82,PL.55)

調査区北側に位置し，両端とも調査区外に伸びている。ほぼ直角に屈fflしている。幅は9()cm.深さ15cm
を測る。埋土は，灰黄褐色(10YR5/2)シルト質砂。粘性ややあり。la層土.4層土をブロックで含む。5mm
以下のパミス含む。マンガンの浸透が縦方向に見られる。

出土遺物(Fig.83,PL.56,Tab.24)

SD3からは，小片の古墳時代の土器などが出土している。実測できたのは,1点のみであったo267は突
帯だが，絡細突帯で粗雑なつくりであることから，古墳時代の蕊であると考えられる。

8'／

0 5m

［
Ⅲ

Fig.82E地点SD3S=1/100.断面のみS=l/50

量書

宮

奇4#塞震

唯'畠､鍬｡:．:､‘
。門

巳

口q罫

‘蒔璽鰯揃
口』暇，1

認証･淵鞠

謬蝋雲；
PL.55E地点SD2-3

左上:2b層遺構完掘状況，左上:SD3埋土断面，右:SD3完掘状況
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘調査報告

ー263~r---ク

258

2̂65""̂266ノ 回
261

、
259

4

SD3

一
一
獅が､一旬。260 一

一
理

一
一

族 ヘ
ノ

0
隻一

10cm

Fig.83E地点SD2．3出土遺物S=l/4

260

258

259

I
264

261

262
263

266

PL.56E地点SD2．3出土遺物写真

Tab.24E地点SD2-3出土遺物観察表

胎士

池照籾別器稲部位 色調 砂粒の

多さ

潤鞭 【、錘
混和材

258SI)2土師器底部外茄:樋7,5V1W/6.内面:柾7.5YR7/6,器肉：

樋7.5YR7/6

259SD2青磁口縁部紬築:緑灰7.5GY6/1,素地:灰白5Y8/l

260SD2青磁底部紬薬;緑灰7.5GY6/1,素地:灰白2.5Y7/lに

甑似

261s02青磁底部紬薬:オリーブ灰lOY6/2に類似,素地2灰白

5V7/I

262SD2白磁口韓部紬薬;灰白7,5YR7/1,素地:灰白5Y8/1

2“SD2白磁底部紬繋:灰白lOY7/1に類似,器肉:灰白5Y8/l

264SD2庇部内而:にぶい禍7.5YR5/3,外而:にぶい赤褐

2.5Ⅷ,1/3,器肉;灰白2’5V7/l

265SD2士錘棚7.5YR7/6

砂:白色粒.黒色粒,細砂:熱色

粒

！外面:文蟻あり‘ 中国産

中同席

l内而:文嫌あり？ 中脚産

中国産

中国産

廠地･船棚不明

１
１
３砂:白色粒,細砂:白色粒

股大長:4.2“,晶大桐2.0m，

孔経0.6cm,煎鹸18.239

蛾大畏:､1.05画,最大福2.0m，

孔径0.65cm,砿歎16.469

絡縄突帯？1条

棚砂:灰色粒.砂:白色粒,灰色

粒,細砂:白色粒.鼎色粒

砂:石英,胤色粒.細砂:黒色粒

リ

2外而;紐ずれ痕あり

3内而:ナデ

266S”土鍾外而:灰褐7‘5Y刑/2.器肉:褐7.5YR4/3

267s”古墳喪鯛部外面:灰黄侶l0YR4/2.内面:にぶい黄栂10Ⅷ

6/､1.器肉:褐灰l0YR5/1

磯:白色粒.籾砂:白色粒,砂；

角閃石.石英.細砂:黒色粒，

透明粒

12)畝状遺構(Fig.72)

調査区西側で,i|iiVi2()cm,深さ約5cmの溝状の落ち込みが5条，平行もしくは直交して検出された。軸方

向は西北西から東南東方向である。SD2．3やSK16．17と平行する。
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央眺T館C-D-E地点）における発掘調査報告

4．44層上面遺構

4層上面からは,SK4-5．7～9とピット102基を検出した(Fig.84,PL.59)が,SK4は4a層上面検出，
他は4b層上面検出である。なお,4a層掘削中に，調査区北側中央部で動物の足跡状の落ち込みを検出し
た。

－－X二一158920.0

｢…『デー一
一

調boP48
OP月6

|’
I

L

IY=-42950.0

Fig.84E地点4層上面検出遺構S=1/200

0 10m

1)SK4(Fig.85,PL.57)

調査区西側に位置する。遺構南側はカクランによって削平を受けている。平面形はほぼ円形で，直径約

90cm,深さ14cmである。埋土は，灰黄褐色(lOYR5/2)シルトを基調として，赤褐色(5YR4/6)シルトが

混ざる。3cm大のパミスを含む。

出土遺物(Fig.86,PL.58,Tab.25)
埋土中より，弥生土器の破片が1点出土している。中期の壷の肩部で，突帯が4条認められる。非常に

摩滅している。 融一…~野、 ■

|‘
A‘

鶴6.0m

0 1m 回

3吋

霧Fig.85E地点SK4S=l/40

とﾐ三デー言
05cm

268

Fig.86E地点SK4出土遺物S=l/4PL.58E地点s:<4出土遺物写真 PL.57E地点SK4

上：検出状況（東から)、下：完掘状況（東か

ら）
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付編郡元団地K-L－5-6区（中央図書館C-D．E地点）における発掘調査報告

Tab.25E地点SK4出土遺物観察表

職L府稲別器徹部位 色調

胎土

混和材
砂粒の

多さ

調整 備毒

268SK4弥生溌厨部内面:灰白lOYR8/2,外面:にぶい柾7.5YR6/4

に瓢似.器肉:灰白10YR8/2

礎g赤色粒,灰色粒,粗砂;赤色

粒,白色粒,砂&白色粒.角閃石，

石英,細砂:黒色.粒

3外面:ナデ(－).内而:剥落三角突緋4条(現存）

2)SK5(Fig.87)

調査区北西隅に位置する。北側は調査区外に広がっており，未検出である。現状でil110cm,深さ34cmを

測る。平面形は，楕円形である。埋土は,4a層土である。

3)SK7(Fig.88)

調査区北西隅に位置する。平面形は円形状を呈する。直径は約75cm,深さ14cmを測る。埋土は,4a層土

である。

4)SK8(Fig.89)

調査区北西隅に位置する。平面形は一端が細い楕円状を呈する。底面は東側が深くなっている。埋土は，

黒色(10YR7/1)シルトである。

5)SK9(Fig.90)

調査区北西隅に位置する。平面形は，東西二つの飛び出しがあるもので，それぞれ底面が深い。東側が

15cm,西側が10cmの深さである。いくつかの遺構が重なっている可能性もある。埋土は,4a層土である。

A’

A A、

5.5m

0 1m

Fig.87E地点SK5S=l/40

,A

’
I

A'
0

A A，

一 迫 一一5.7m

1m

Fig.88E地点SK7S=l/40

A、

’
A

0

Fig.89E地点SK8
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Fig.90E地点SK9S=1/40

PL.59E地点4層上面検出状況
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付編m;元団地K-L-5-6区CI'央I叉l諜館C-D-E地点）における発掘調査報告

6）ピット群(Fig.84,Tab.26)

調査区ほぼ全面にピットが102基検出された｡建物の柱跡と考えられる配列等は認められないが,全体的
に北西一南東方向，もしくはその直交する方向に並んでいるようなものが多い。この方向は上層で検出さ
れた溝状遺構や畝状遺構の軸方向とも一致する。

Tab.26E地点4b層上面検出ピット一覧

恥大きさ(c､）深さu:n)断面タイプ埋土･鮒考

125－2130略円錐形無色(lOVK

VIIを星する

シルト質土．

粘性ややあり

226－2230円筒形埋上は‘la屑

31316円筒形埋土は‘Ia胴

42‘155円 筒形哩上は-laW

51‘1－1224円錐形埋土は4^M

622－2018筒形蝿上は雀lai

72‘1-2012埋土は4期堀

81‘111筒形埋上は4a層

9】723円筒形SK9内

埋土は4iiW

1025-2‘122円筒～一部2段群ち

円錐形肌土は4a胴

N血大きさ(ad深さ:.i:il断而タイプ埋土･蝋考随

293‘ 1－263I円筒形2段落ち63

埋土は4織廟64

3078円筒形埋士は4iiW65
3176円筒形埋土は4a屑66

3269 略円錐形埋土は4i,Wfi7

3391 0円筒形蝿．fは4副ﾉW68

3 4 1 79略円錐形埋上は4m肘69

3516 1‘l円筒形埋土は4aM70

3 6 2 7 -2229円筒形地上は｡l靭刷71

3725～20～円錐形埋土は．'a層72

3861 13球形黒褐色(lOYR73

2/2,2/3)のシル7‘1

卜衡土.20じn1大75

のパミス含む．76

埋上は4曲脳77

3913 1‘I円筒形埋上は4曲肘78

‘1021-1821円筒形埋土は各la脳79

4121-16‘13円筒形埋土は4aW80

4 2 1 7 -1510円筒形埋土はさ'勘層81

4350-42？21円錐形埋上は¥.:Vl^

“232 8円錐形埋土はI:':'S3

4 5 1 8 -1717円筒形埋土は4b脳8‘1

4626-229埋土は4^viK5

4 7 3 0 -2‘110埋土はl-.iVl8(i

‘ 1 8 12－87埋土は.¥:MS7

4919 -1316埋土は4iiW88

5018 -12II埋土は4mW89

5119-126埋土は4aW90

52167埋土は4a層91

5320 -ﾙ17埋土は息”屑92

5416-1111埋土は4副勝93

5521 -1‘113埋土は4訟胴94

5613－97埋上は4;iW95

5721 -166埋土は‘IRII鱒96

5813 -11II蝿土は4;,W97

5911－77埋土は』副臓98

6013-116埋土は4..Wyy

6 1 2 2-1610埋七は4;.W100

6 2 2 1-178埋土は4a屑10】
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PL.60E地点ピット完掘

左:P4i,右：P26

埋土確認のため、手前は掘削済み.'
瀞

PL.61E地点4層上面検出ピット完掘状況（東から）
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・1)-E地点）における発掘調査報告

7）足跡状遺椛(PL.62)

4a層掘削中に,調査区中央北側で足跡状遺構を検

出した｡形状は円形もしくは半円形のものが多かっ

たが，中には蹄の跡が明瞭にわかるものもあった。

大きさは，蹄形のものが長さ約16cm,ip扇約lOcn1で，

円形のものは直径約10cmである。深さは,1～3cm

程度であった。くぼみに入っている埋土は，明褐色

～黄褐色（7.5～10YR5/8)粗砂で,2mm大のパミス

を含んでおり,3c層に類似する。

PL.62E地点4a層中検出の足跡

4．55層上面検出遺櫛

I)ピッ1,群(Fig.91,PL.63,Tab､27)

調査区ほぼ全面にピットが182基検出された。平均的な大きさは，直径約20cmである。特に配置されて

いるものは認められない。埋土は,4a層のものが多い。P218より遺物が出土している。

出土遣物(Fig.92,PL.64,Tab.28)

ピットからは，1点のみ遺物が出土している。269は高杯の脚部である。上部は，杯部との接合部で欠損

している。非常に摩滅している。

IY=-42950.0 ロ 10m

Fig.91E地点5層上面遺構検出状況S=l/200
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付糊郡尤団地K-L-5-614CI'央1*11'；館C-D-E地点）における発掘調査報告

Tab､27E地点5層上面ピットー覧表
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付鴇郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

一
ｋ

－

｢~二言 、ヘ･

屍の巴
ﾛ~

＝巳.理匙竺
胃室△弓

I

【
‐
苧
Ｊ
１
因

今
同

援
」

湿
医
削
鎚

認
承
秘

続
一
一
・
一

壷
？
ご

』
》
燭
；
鰯

西

宮

の
字
一

Ｆ
皆

面
や
一
、

《
醇
雨

Ｇ
卜

《
ｆ

グ
２

ヨー

｡§鹿胃意五謹卜－

ｌ

寛
一
今
士

邑
腐
壷 戸

一
I

jl奇謹呈邸】 匡且--画
一

騨篭 -調
「一

’
1

に一7ﾛ~雫諒1

融 ・
閲ざ馨

髪毒季唾I：鋤概”乳識”、．〒一 … ｰ
~｡･しご･電f'ﾑ

粋熊厚,繭g『

舞冷-雪雲毒'閏
・ 弱琵J

1討琴､

… ､ 画 一 星 む ま L鼻
咽び｡、

一
ヶ

① 一
戸
ｑ
・

卿錘=二一
ｰ

｡

函
一

｡■

．p夕

ロマ

ー 一 ダ

冠 醸蕊磯墾

－－

Fマリ 独4J 毛

畢

紳
域

革珂
麺

舞
・
鰯
．

露
。
乳
．

雛

一口
″

ご_嗣盈晶慰v急熱』
PL.63E地点5層上面検出ピット

上段左からP100.P112.P103.P108.二段目左からPI30.P203、P119.P191，三段目左からP278.P274,P213.P228.四段目左からPI69.

P147．五段目左からP138.P152.最下段右：ピット完掘状況

269

05cm

Fig.92E地点P215出土遺物S=1/4 PL.64E地点P215出士遺物

Tab.28E地点P215出土遺物観察表

胎士

色測 砂粒の

多さ

剛輔 備碁鮎L脳側別器鰍柵位
混和材

269P215古脳碕坪脚部内面;にぶい出碓lOYR7/41,外而:にぶい蛍侭細砂gMI色粒.白色粒,透りj粒

lOYR7/‘1.器肉:灰白2.5V8/1

外I脈非餅に丁寧なナデ、内【､:ハケ推定底径:8.1画．

（）・しぼり猟あり
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付編郡元団地K-L-5．6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

5まとめ

本調査区では，近代～近世，中世，古墳時代のものを確認することができた。大きく3つの時期にわた
る遺構が確認できた。

5.1遺構について

近代～近世については,D地点Ⅲl層上面検出遺構や,E地点2b層上面検出遺構がそれにあたり，溝状

遺構や畝状遺橘，または穂積み跡と考えられる遺構も検出していることから，田畑に利用していたと考え

られる。この時期に，遺構の主軸が北西一南東方向から東西方向へ変化しており，土地区画の大規模な変

化がうかがえる。

中世の遺構としては,E地点のSD3がある。本地点北東100m先に位置する1999年度に実施した総合研究

棟（文系棟）の建設に伴う発掘調査で，中世の畑跡が検出されており，これに関連する遺構かもしれない。

古墳時代の遺構は，本地点の主要な遺構となっている。C～E地点に，住居跡2軒，溝状遺構2条を検出

した。昨年度報告したAB地点を合わせると，住居跡3軒，溝状遺構5条となる。

いずれも北西一南東方向を軸としている。住居跡出土遺物は少ないが,古墳時代後半期のものと考えら

れる。郡元団地内には，古墳時代後半期の住居跡群が3カ所で確認されている(Fig.94I～Ⅲ)。本地点

は，住居跡群Iの南端にあたる。住居群Iの中心部では，住居跡が密集して幾重にも切りあっている状況

だが，周縁部である本地点での住居跡の切りあい関係は見られない。

住居跡は竪穴住居で，平面形は方形を呈すると考えられる。検出されたSK5-6とも貼床を持ち，床面中

央付近に炉と考えられる炭の層があった。床面からは柱欠は認められず，竪穴の外側にピットが配置され

ていた。床面の壁際に，幅5cmの細い溝が確認でき，壁板溝であると考えられる。全形は不明だが，これ

まで郡元団地で検出されている古墳時代の住居跡と特徴が類似する。

|y=-42950.0

C地点

「
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一
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Fig.93古墳時代遺栂の配迩
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C・，．E地点）における発掘調査報告

住居跡からの出土遺物は少ないが,D地点SD4からは，多量の土器を中心とする遺物群がかたまって出

土した｡溝の全域で出土するのではなく，遺物がかたまって出土しているのは,長さ3mの範囲のみである。

昭和55年には中央図書館と法文学部講義棟との間の掘削工事中に,ある程度まとまった古墳時代の土器が

出土したらしい。SD4の延長線上にあたるので，溝内にいくつかの遺物が集積していたのかもしれない。

遺物はSD4が途中まで埋まった後,堆積しており,SD4の北側から南側に傾斜している状況であったoSD4

北側では，1975年と1999年の調査で100基を超える住居跡が確認されており，そこの住人が使用した道具

を廃棄したものと考えられるoA・C地点で検出された住居跡との関係は不明である。

土器群の接合状況をみると(Fig.48),多くの同一個体が散乱していることがわかる。北側と南側の破

片が接合するものが多く、南へ傾斜する全体的な出土状況から見ても、廃棄された時点かその後に、一部

の破片が下方の南側へ転がり落ちたものと推定される。一方、中には横方向に広く接合しているものもあ

り、廃棄の時点で分けられて置かれた可能性も想定できる。土器群の接合状況や破片のまとまり方

(Fig.46．47)で見ると、ポイント107-102ライン付近を境にして、東西に大きく2群に分かれる傾向も看

取できる。東側は破片が比較的大きいのに対し、西側は破片が小さい傾向にある。しかし、これらに型式

差などの差異を見出すことはできない。数個体を一度にまとめて廃棄したと考えられるまとまりもあるこ

とから、かなり短期間に廃棄した遺物群であると捉えてよいだろう。

5.2古墳時代の遺物について

古墳時代の土器を中心とする遺物が多く出土した｡特に,SD4出土遺物は，間層を挟まずにまとまって出

土していることや，中には中子に重ねているものがあるなど，ある程度短期間に破棄されたものと考えら

114
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付編郡元団地K-L-5-6区（中央図書館C-D-E地点）における発掘調査報告

れる。土器の形態や特徴も類似するものが多く，そのことを示唆しているものと考える。

翌は，いわゆる笹貫式のバケツ型に開く広口の口縁部で,脚台を持つが,サイズ.脚台の低さにバリエー

ションが見られる。ゆがんでいる土器を省くと，口縁部はあまり内湾せず，直線的に開く傾向にあり，笹

貫式の中でも古い型式に位置づけられる。脚台内面の天井部が，古い形態である平らかドーム状のものと

新しい形態である下に飛び出すタイプの2種類が混在しているのもそのことを示唆している。なお，脚台

内面の形態の差は，体部の底の作りを丸底にするか，平底にするかに左右されるようである。

突帯を施さず，その位置の器壁を肥厚させ，外面に粘土帯接合線を残すものについては，坪根(1986)

が，突帯のルデイメントとして捉え，新しい属性として位置づけたが，本地点の出土品をみると，小型の

ものにその属性が見られることが言える｡サイズによる口縁部形態差と時期差を合わせて考慮する必要が

あるだろう。

鉢は，台付のもの，上げ底状のもの，平底のものなどがあるが,広口であるという特徴が共通している。

なお，台付鉢の中には，火を受けたものもあり，小型の煮沸具として使用されている。

高杯は，杯部が直線的に外に開くタイプと，椀形のものがあるが，脚部はいずれも棒状の上部に，下部

はスカート状に広がる形態である｡古墳時代後半期の特徴を備えているが,杯部が直線的に開く形態は,古

い形態が残っているとも言える。ほとんどのものに赤色顔料が塗布されている。

壷は，有文と無文があり，サイズでは大きく4つに分けることができる(Fig.96)。大型には有文が多い。

幅広突帯を持つのもこのタイプである。幅広突帯には，斜平行沈線文が施されている。なお，幅広突帯に

よく見られる竹管文を，幅の狭い1条突帯をつけた大型品に施している。本地点独特な壷としては，150が

突帯は布目圧痕を持つ細い刻み目突帯で,幅広突帯によく見られる鋸歯文のモチーフを作り出している｡ま

た，小型品だが，胴部に細沈線によって，直接×文を施しているものもみられる。

無文の壷は，口縁部が短いものが多い。胴部は，細長いタイプと球胴状のものがある。各タイプごとに，

調整や色調も類似している。また細長いタイプは，粘土帯接合痕が明瞭に残るものが多く，その部分で破

損しているものも目立った。

これらの遺物は，笹貫式土器の古い段階と考えられるoSD4からは，須恵器の腿の口縁部が出土してい

る。摩滅していることもあるが，全体的に緩やかなつくりの印象を与える。須恵邑編年では,MT15に比定

でき，これまでの南九州での笹貫式土器と須恵器との供伴関係に一致する。

なお，ひび補修と考えられる跡が観察された。これは，ひびが入った場所に細長い粘土を上から貼り付

け，その上からナデつけているもので，内面・外面に関わらず，翌，壷，高杯，鉢とほとんどの器種で見

られた。おそらく，焼成前に入ったものだろう。笹貫式土器は，調整が粗雑で器壁も厚く，この様式を作

る人々は土器作りがあまり上手ではないというイメージがあるが，それを裏付けるような資料となってい

る。

使用に関する特徴としては，煮沸に使用する斐の内面が少し摩滅しているものが見られることである。

ちょうど外面突帯付近から下の器壁が摩滅しており，煮沸する内容物をこのあたりまで入れたのではない

かと考えられる。なお,外面が火によって赤変している部分の内面は,黒く焦げ付いているものが多い｡台

付鉢や，壷にも煮沸の痕が見られたが，これらの外面が赤変したり，ススが付いている高さを観察すると，

サイズに関係なく喪に付着している高さとほぼ同じである(Fig.97)o火にかける場所は，蕊と変わらない

ことが推定される。

なお,SD4からは石器も出土している。砥石，石斧転用の剥片石器，たたき石，軽石製品である。石材

は，溶結凝灰岩やホルンフェルス・軽石であり，いずれも近辺で入手できる石材を用いている。

文献

坪根伸也(1986)「成川式土器少考一艶形土器における一試論一」「鹿大史学」第34号,23-40.

115



付編郡元団地K・L-5-6区（中央図瞥館C・D-E地点）における発掘調査報告
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SUMMARY

ThisisthereportofthearchaeologicalexcavationsandsurveysinKagoshimaUniversityKorimoto

CampusconductedbyKagoshimaUniversityResearchCenterforArchaeologyinthefiscalyear

2003fromApril2003toMarch2004.Thisvolumealsoincludesthereportoftheexcavationfrom

AreaK-L-5．6carriedin1993and1995inKorimotoCampus.

ExcavationsinKorimotoCampus

Thecentermadetworescueexcavationsin2003.OneistheexcavationofthesiteinAreaH-12・13

fromMarchtoAugust2003beforetheconstructionofVentureBusinessLaboratory(VBL).Eight

ancientriverswerefound.Riversno.lto3belongedtotheAncienttothemedievalperiods.Rivers

no.4to8arebelongingtothelateYayoitothelateKofunperiods・Wefoundabout40woodenpiles

usedastheirrigationfacilitiesinRiversno.4-7．AsampleofthepilewasdatedcalAD130byC-14

dating.Therefoundmanyshards,astonereapingknife,arrowheads,andawhetstone.

ThecenteralsoconductedarescueexcavationofthesiteinAreaR-9and10fromJunetoJuly2003

beforethereconstructionofthegymnasiumofJuniorhighschoolofFacultyofEducation.Fivehouses

thatbelongedtothelateKofunperiod(6-7C)werefound.

SurveysinKorimotoandSakuragaokaCampuses

25surveyswereconductedbythecenterintwocampuses.ThesurveyatAreaH-l1・12inKorimoto

CampusrevealedthesamesituationasthatofAreaH-12-13.ThisAreaissoimportanttorequirethe

futurewideexcavationforthereconstructionofhumanactivitiesintheYayoitoKofunperiodinthis

region.

Appendix:ExcavationofAreaK｡L-5．6inKorimotoCampus

Thecenterexcavatedthesite(AreaK-L-5．6)ofthecentrallibrarybeforeitsextensionfromMayto

September1993andfromMaytoAugust1995.Theexcavationrevealedculturalremainsandarti-

factsinthesecondtothefifthlayersthere.Twohouses,aditchandmanypitswereexcavatedinthe

layerofthelateKofunperiod(6C).Manypotteriesandafewstonetoolswerefoundintheditch.We

thinkthattheseartifactsarethrownawayfromthenorthsideoftheditch.Manyhousesofthelate

KofunPeriodareconcentratedinthenorthoftheditch.Thevillagersdumpedmanypotsandafew

stonetoolsintheditchafterusing.
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